
序

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
の
終
戦
か
ら
独
立
直
後
の
日
本
政
治
を
牽
引
し
た
吉
田
茂
、

後
を
継
ぎ
自
主
・
独
立
を
唱
え
日
ソ
関
係
改
善
に
尽
力
し
た
鳩
山
一
郎
、
吉
田
路

線
を
引
き
継
ぎ
発
展
さ
せ
た
岸
信
介
。
一
九
五
〇
年
代
の
戦
後
の
日
本
政
治
を
考

え
る
上
で
こ
の
三
人
は
重
要
な
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
緒
方
竹
虎
と
い
う
人
物
が
、

鳩
山
が
首
相
を
引
退
し
た
後
に
首
相
に
就
任
す
る
と
目
さ
れ
て
い
た
事
実
は
あ
ま

り
有
名
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
彼
は
鳩
山
の
後
を
継
い
で
首
相
に
な
る
前
に
死
去

し
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
。
後
に
詳
し
く
論
じ
る
よ
う
に
同
時
代
の
感
覚
で
は
緒
方

と
い
う
政
治
家
は
、
吉
田
・
鳩
山
・
岸
ら
と
並
び
称
さ
れ
る
ほ
ど
大
き
な
勢
力
を

持
っ
た
政
治
家
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
代
の
視
点
か
ら
五
〇
年
代
の
政
治
史
を

振
り
返
る
と
彼
の
名
前
は
後
景
に
追
い
や
ら
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

緒
方
竹
虎
と
い
う
人
物
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
で
戦
後
日
本
政
治
を
新
た
な
角
度

か
ら
分
析
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

こ
こ
で
、
緒
方
竹
虎
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
簡
単
な
紹
介
を
し
た
い
。
緒
方
竹

虎
は
一
八
八
八
年
に
山
形
県
に
生
ま
れ
、
す
ぐ
に
福
岡
県
に
引
っ
越
し
少
年
時
代

を
過
ご
し
た
。
そ
の
た
め
、
彼
に
と
っ
て
福
岡
が
故
郷
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
強

い
。
県
立
中
学
修
猷
館
に
入
学
、
年
の
近
い
中
野
正
剛
や
同
郷
の
先
輩
で
あ
る
頭

山
満
と
親
交
を
深
め
、
さ
ら
に
頭
山
を
介
し
て
三
浦
悟
楼
、
犬
養
毅
、
古
嶋
一
雄

ら
の
門
に
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
後
に
中
野
の
紹
介
で
一
九
一
一

年
に
大
阪
朝
日
新
聞
社
へ
入
社
、
一
九
二
五
年
に
は
東
京
朝
日
編
集
局
長
に
就
任

し
、
後
に
主
筆
と
な
る
。
一
九
四
四
年
主
筆
制
廃
止
と
共
に
閑
職
の
副
社
長
へ
棚

上
げ
さ
れ
る
ま
で
の
約
二
〇
年
間
、
朝
日
の
論
説
指
導
を
牽
引
し
た
。
副
社
長
へ

棚
上
げ
と
な
っ
た
四
四
年
の
七
月
に
、
小
磯
国
昭
・
米
内
光
正
か
ら
の
要
望
に
よ

り
、
小
磯
内
閣
へ
国
務
大
臣
兼
情
報
局
総
裁
と
し
て
入
閣
し
、
政
界
に
進
出
す
る
。

四
五
年
八
月
に
は
東
久
邇
宮
内
閣
に
国
務
大
臣
、
内
閣
書
記
官
長
兼
情
報
局
総
裁

と
し
て
入
閣
し
た
が
翌
年
に
公
職
追
放
処
分
を
受
け
る
。
追
放
解
除
後
の
五
二
年
、

第
四
次
吉
田
内
閣
に
国
務
大
臣
兼
官
房
長
官
と
し
て
入
閣
、
後
に
副
総
理
と
な
っ

た
。
そ
の
後
、
保
守
合
同
を
推
進
し
、
自
由
民
主
党
結
党
に
大
い
に
寄
与
し
た
が
、

政
治
家
緒
方
竹
虎
に
関
す
る
考
察

―
―
政
界
進
出
と
外
交
構
想
を
中
心
に
―
―

奥

秋

直

生

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
二
十
三
号

二
〇
一
九
年
三
月

37



結
党
間
も
な
い
五
六
年
一
月
に
急
逝
し
た
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
経
歴
を
辿
っ
た
緒
方
に
関
す
る
研
究
は
大
き
く
四
つ
に
分

類
で
き
る
だ
ろ
う
（
１
）。
つ
ま
り
、
伝
記
的
研
究
（
２
）、
戦
前
の
新
聞
人
と
し
て
の
研
究
（
３
）、

戦
中
戦
後
期
の
政
治
家
と
し
て
の
研
究
（
４
）、
情
報
組
織
の
主
宰
者
と
し
て
の
研
究
（
５
）で

あ
る
。
し
か
し
、
緒
方
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
実
証
研
究
は
管
見
の
限
り
吉
田
則

明
氏
の
メ
デ
ィ
ア
史
的
文
脈
か
ら
の
分
析
と
、
栗
田
直
樹
氏
に
よ
る
政
治
史
的
文

脈
か
ら
の
分
析
の
み
で
あ
る
。
大
き
な
原
因
と
し
て
、『
緒
方
竹
虎
日
記
』
の
公

開
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
（
６
）が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

吉
田
氏
は
近
年
公
開
さ
れ
た
米
「
Ｃ
Ｉ
Ａ
文
書
（
７
）」
を
駆
使
し
て
、
戦
後
緒
方
が

密
か
に
Ｃ
Ｉ
Ａ
と
接
触
し
「
日
本
版
Ｃ
Ｉ
Ａ
」
と
も
言
う
べ
き
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ス
機
関
を
設
置
す
る
構
想
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
吉
田
氏
の

研
究
は
「
Ｃ
Ｉ
Ａ
文
書
」
に
大
き
く
依
拠
し
て
分
析
し
て
い
る
が
、
噂
な
ど
も
含

ま
れ
て
い
る
「
Ｃ
Ｉ
Ａ
文
書
」
の
記
述
を
史
料
批
判
無
し
に
引
用
す
る
な
ど
、
粗

が
残
る
部
分
も
多
少
あ
り
つ
つ
も
、
大
筋
と
し
て
緒
方
の
情
報
組
織
構
想
を
明
ら

か
に
し
た
と
い
う
成
果
が
あ
る
。
栗
田
氏
は
未
公
開
の
『
緒
方
竹
虎
日
記
』
も
使

用
し
、
主
に
国
内
の
史
料
を
緻
密
に
用
い
て
政
治
家
緒
方
竹
虎
を
日
本
政
治
史
の

中
に
位
置
づ
け
た
。
戦
前
期
の
新
聞
記
者
時
代
に
関
し
て
は
、
彼
の
政
治
評
論
を

中
心
に
分
析
し
、
青
年
時
代
の
緒
方
が
ど
の
よ
う
な
政
治
的
立
ち
位
置
を
取
っ
て

い
た
の
か
を
捉
え
、
一
時
期
を
除
い
て
緒
方
は
戦
後
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
保
守

政
党
支
持
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
緒
方
が
朝
日
で
論

説
指
導
に
当
た
っ
た
大
正
末
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
「
緒
方
筆
政
」
時
代
か
ら
、

後
に
彼
が
情
報
組
織
の
主
宰
者
と
し
て
台
頭
す
る
萌
芽
を
分
析
し
て
み
せ
た
。
太

平
洋
戦
争
末
期
に
緒
方
が
小
磯
国
昭
内
閣
に
情
報
局
総
裁
と
し
て
入
閣
し
た
時
期

に
つ
い
て
は
、
彼
が
「
情
報
組
織
の
主
宰
者
」
と
し
て
成
し
遂
げ
よ
う
と
し
た
こ

と
を
「
言
論
暢
達
」
政
策
と
「
思
想
戦
本
部
」
構
想
と
い
う
切
り
口
か
ら
緻
密
に

み
ょ
う
ひ
ん

分
析
し
た
一
方
で
、
繆
斌
工
作
と
呼
ば
れ
る
和
平
工
作
に
関
し
て
は
簡
潔
な
紹
介

に
と
ど
め
て
い
る
。
終
戦
後
、
緒
方
が
東
久
邇
宮
内
閣
に
入
閣
し
た
際
、
彼
が
ど

の
よ
う
な
政
治
的
役
割
を
担
っ
た
の
か
を
言
論
政
策
と
い
う
観
点
を
中
心
に
論
じ

た
。
東
久
邇
宮
内
閣
は
五
四
日
で
総
辞
職
し
、
緒
方
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
下
野
す

る
。
彼
は
そ
の
直
後
公
職
追
放
と
な
っ
た
。
栗
田
氏
は
、
緒
方
が
公
職
追
放
解
除

目
前
に
出
版
し
た
『
人
間
中
野
正
剛
』
や
『
一
軍
人
の
生
涯
』
な
ど
を
駆
使
し
て

彼
が
ど
の
よ
う
に
自
己
の
政
治
的
立
場
を
位
置
づ
け
、
戦
後
政
界
へ
と
復
帰
し
た

の
か
と
い
う
こ
と
を
詳
細
に
考
察
し
た
。
そ
の
後
、
第
四
次
吉
田
内
閣
に
入
閣
し
、

戦
後
政
界
へ
と
復
帰
し
た
緒
方
が
内
閣
・
与
党
自
由
党
の
中
で
い
か
な
る
役
割
を

演
じ
、
短
期
間
の
内
に
政
界
の
実
力
者
足
り
え
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
最
後
に
彼
が
政
治
家
と
し
て
残
し
た
最
大
の
足
跡
で
あ
る
保
守
合
同
に
つ

い
て
、
緒
方
が
果
た
し
た
役
割
を
中
心
に
論
じ
た
。

栗
田
氏
の
先
行
研
究
で
は
、
こ
の
よ
う
に
国
内
政
治
で
緒
方
が
果
た
し
た
役
割

を
中
心
に
、
情
報
組
織
の
主
宰
者
と
し
て
の
側
面
に
重
点
を
お
い
て
緒
方
分
析
を

行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
栗
田
氏
は
、
緒
方
が
急
速
に
戦
後
政
界
で
台
頭
し
た
要
因

を
新
聞
記
者
時
代
か
ら
の
人
的
つ
な
が
り
に
着
目
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
緒
方
の
戦

後
政
界
に
お
け
る
急
速
な
台
頭
を
説
明
し
て
い
る
。
新
聞
記
者
時
代
か
ら
の
人
的

つ
な
が
り
が
急
速
な
台
頭
の
基
盤
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
彼
が
政
界
に
進

出
し
た
後
に
形
成
し
た
政
治
的
人
脈
は
や
や
簡
潔
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
感
が
あ
り
、

こ
の
点
に
関
し
て
は
大
い
に
議
論
の
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
彼
が
主
張
す

る
外
交
構
想
に
関
し
て
は
頭
山
満
や
玄
洋
社
、
中
野
正
剛
ら
と
連
な
る
「
ア
ジ
ア

主
義
」
的
な
も
の
（
８
）で
あ
る
な
ど
、
類
型
的
議
論
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
き
ら
い
が
あ

り
、
そ
の
内
実
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
議
論
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
、
戦
後
政
治
史
の
実
証
研
究
に
目
を
転
ず
る
と
吉
田
茂
・
鳩
山
一
郎
・

岸
信
介
・
重
光
葵
・
池
田
勇
人
な
ど
主
要
な
保
守
政
治
家
の
外
交
構
想
に
つ
い
て
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は
多
く
の
研
究
蓄
積
が
存
在
す
る
が
、
緒
方
の
外
交
構
想
に
関
し
て
は
、
吉
田
の

後
を
継
い
だ
保
守
政
治
家
と
い
う
評
価
が
多
く
、
緒
方
の
外
交
構
想
を
詳
細
な
実

証
研
究
を
通
し
て
戦
後
政
治
史
の
中
に
位
置
づ
け
た
研
究
は
皆
無
に
近
い
。

以
上
の
先
行
研
究
の
動
向
と
そ
の
課
題
を
踏
ま
え
た
上
で
本
稿
の
目
的
は
二
つ

あ
る
。
一
つ
目
は
、
キ
ャ
リ
ア
の
大
半
を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
在
野
で
積
み

重
ね
た
緒
方
が
、
わ
ず
か
一
二
年
（
公
職
追
放
期
を
除
く
と
、
実
質
約
六
年
）
の

間
で
首
相
候
補
と
囁
か
れ
る
ま
で
の
政
治
家
と
な
っ
た
要
因
を
再
考
す
る
こ
と
で

あ
る
。
戦
前
戦
後
で
国
家
体
制
が
大
き
く
変
化
し
た
日
本
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
に

公
職
追
放
解
除
な
ど
に
よ
っ
て
政
界
に
復
帰
し
、
戦
後
政
界
に
お
い
て
勢
力
を
持

ち
得
た
人
物
の
多
く
は
戦
前
期
か
ら
の
政
党
人
や
元
官
僚
で
あ
り
、
い
わ
ば

「
官
」
側
の
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
戦
前
期
か
ら
の
政
治
的
人
脈
を
頼
り
に
政

界
に
復
帰
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
戦
前
期

は
特
に
政
界
と
直
接
関
わ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
「
民
」
側
の
人
物
で
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
短
期
間
の
内
に
首
相
の
座
に
近
づ
い
た
緒
方
と
実
際
に
首
相
と
な
っ

た
石
橋
湛
山
は
特
筆
す
べ
き
人
物
で
あ
る
。
こ
の
緒
方
と
石
橋
に
関
し
て
は
研
究

の
蓄
積
が
大
き
く
異
な
る
。
石
橋
に
関
し
て
は
活
発
な
研
究
活
動
が
行
わ
れ
て
い

る
（
９
）の
に
対
し
、
緒
方
に
関
し
て
は
栗
田
氏
の
研
究
が
存
在
す
る
の
み
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
緒
方
の
政
界
進
出
過
程
を
検
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
五
〇
年
代
に
お
け

る
日
本
政
治
の
性
質
の
一
端
に
迫
り
た
い
。

二
つ
目
は
、
吉
田
茂
の
対
米
協
調
外
交
、
鳩
山
・
岸
ら
の
対
米
自
主
外
交
構
想

を
、
緒
方
の
外
交
構
想
と
い
う
「
新
た
な
」
要
素
を
用
い
る
こ
と
で
、
再
評
価
す

る
こ
と
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
、
緒
方
の
外
交
構
想
は
「
吉
田
路
線
」
を
引
き

継
い
だ
対
米
協
調
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
終
始
す
る
。
吉
田
の
首
相
引
退
後
、
自

由
党
の
総
裁
と
な
っ
た
緒
方
で
あ
っ
た
が
民
主
党
の
鳩
山
に
政
権
の
座
を
譲
っ
た

こ
と
や
、
緒
方
に
関
す
る
史
料
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
緒
方
の
外
交
構

想
を
政
治
的
に
位
置
付
け
た
研
究
は
意
外
な
ほ
ど
少
な
い
。
し
か
し
、
保
守
合
同

が
進
展
す
る
中
で
緒
方
率
い
る
自
由
党
、
吉
田
の
元
側
近
派
、
民
主
党
の
鳩
山
、

政
権
獲
得
を
見
据
え
る
岸
、
経
団
連
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
、
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
が
登
場
す
る
中
で
、
東
西
冷
戦
の
変
容
が
巻
き
起
こ
る
。
単
に
、「
吉
田
路

線
」
が
敗
北
し
、
岸
ら
の
自
主
外
交
路
線
が
主
流
と
な
っ
た
と
い
う
一
面
的
理
解

で
戦
後
一
五
年
の
政
治
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
様
々
な
外
交
構
想
を
持
っ
た
政

治
主
体
が
登
場
す
る
中
で
、
ど
の
政
治
構
想
が
妥
当
性
を
以
て
迎
え
入
れ
ら
れ
、

国
内
政
治
と
関
連
さ
せ
ら
れ
得
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
新
た
に
公
開
さ
れ
た

「
Ｃ
Ｉ
Ａ
文
書
」
の
「
緒
方
フ
ァ
イ
ル
」
を
駆
使
し
な
が
ら
考
察
し
て
い
き
た
い
。

な
お
、
緒
方
を
政
治
家
と
し
て
分
析
し
、
か
つ
彼
の
外
交
構
想
を
分
析
す
る
本

稿
で
は
、
記
述
時
期
は
満
州
事
変
以
降
か
ら
緒
方
の
死
去
直
後
と
す
る
。
満
州
事

変
を
契
機
に
緒
方
は
「
外
地
」
に
対
す
る
関
心
を
持
ち
始
め
、
自
身
の
「
外
交
構

想
」
に
基
づ
い
て
実
際
に
行
動
を
し
始
め
た
時
期
だ
か
ら
だ
。

第
一
章

日
中
戦
争
か
ら
公
職
追
放
ま
で

第
一
節

中
国
・
華
僑
へ
の
関
心

本
章
で
は
緒
方
が
戦
前
〜
戦
中
期
に
か
け
て
形
成
し
た
政
治
的
人
脈
と
、
彼
が

持
っ
て
い
た
外
交
構
想
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
第
一
節
で
は
満
州
事
変
〜
小
磯
内

閣
入
閣
前
を
対
象
と
し
て
、
緒
方
の
政
治
的
人
脈
と
戦
前
に
お
け
る
外
交
構
想
を

分
析
す
る
。

一
九
三
一
年
の
満
州
事
変
勃
発
は
、
朝
日
新
聞
を
苦
境
に
た
た
せ
た
。
事
変
勃

発
当
初
、
朝
日
は
満
州
事
変
の
拡
大
を
否
定
（
１０
）す
る
な
ど
、
軍
と
の
対
立
が
尖
鋭
で

あ
っ
た
。
し
か
し
「
満
州
国
」
建
国
な
ど
事
態
が
急
転
す
る
と
、
東
京
朝
日
主
筆

39



の
緒
方
竹
虎
は
朝
日
と
軍
の
関
係
を
改
善
す
る
た
め
、
三
三
年
に
満
州
視
察
旅
行

を
敢
行
し
た
。
当
初
は
現
地
で
軍
に
「
消
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
感
じ
て
い
た
（
１１
）緒
方

だ
っ
た
が
、
緒
方
と
交
友
の
あ
っ
た
関
東
軍
参
謀
長
小
磯
国
昭
（
１２
）の
計
ら
い
も
あ
り

無
事
に
旅
行
を
終
え
た
。

視
察
旅
行
を
終
え
た
緒
方
は
朝
日
社
内
に
東
亜
問
題
調
査
会
の
設
置
構
想
を
抱

き
（
１３
）、
三
四
年
九
月
に
設
立
を
み
た
（
１４
）。
以
後
「
社
内
外
各
方
面
と
連
絡
を
保
」
（
１５
）つ
こ

と
で
得
ら
れ
た
東
亜
問
題
に
関
す
る
情
報
は
、
緒
方
と
論
説
委
員
の
下
に
集
約
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
経
験
は
緒
方
が
情
報
機
関
と
関
わ
り
の
深
い
政
治
家
へ

と
成
長
し
て
い
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
（
１６
）。

調
査
会
の
設
置
に
加
え
て
、
後
年
の
緒
方
に
影
響
を
与
え
た
出
来
事
が
あ
る
。

四
三
年
の
「
ビ
ル
マ
を
除
く
全
占
領
地
域
」
と
「
仏
印
、
泰
、
中
北
支
、
満
州
国

み
ょ
う
ひ
ん

等
」
へ
の
視
察
旅
行
だ
（
１７
）。
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
旅
行
中
に
上
海
で
繆
斌
と
会

談
し
（
１８
）、
後
の
繆
斌
工
作
へ
の
布
石
が
敷
か
れ
て
い
る
。
ま
た
緒
方
が
こ
の
旅
行
で

東
南
ア
ジ
ア
華
僑
に
非
常
に
興
味
を
持
っ
た
こ
と
は
、
彼
の
戦
後
の
華
僑
重
視
に

つ
な
が
る
（
１９
）。
帰
国
し
た
緒
方
が
、
そ
の
旅
行
を
経
て
書
い
た
「
大
東
亜
鳥
瞰
記
」

と
い
う
論
考
で
は
、「
ア
ジ
ア
人
の
ア
ジ
ア
」
を
再
建
す
る
た
め
に
「
ア
ジ
ア
は

よ
ろ
し
く
一
丸
と
」
な
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
再
建
に
と
っ
て
「
真
に
実
力

あ
る
協
力
者
は
支
那
民
族
で
あ
り
」、
そ
の
た
め
に
は
華
僑
と
の
協
力
が
不
可
欠

で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
（
２０
）。
さ
ら
に
、
こ
の
論
説
に
お
い
て
彼
は
「
戦
時
中
運
営
さ

れ
た
南
方
開
発
事
業
が
、
戦
後
す
な
わ
ち
軍
政
廃
止
後
に
ど
う
い
ふ
形
態
と
な
っ

て
平
時
化
か
と
い
ふ
こ
と
は
、
い
ふ
ま
で
も
な
く
将
来
の
問
題
で
あ
る
が
、
た
ゞ

一
つ
明
瞭
に
い
ま
か
ら
断
定
し
得
る
こ
と
は
…
（
中
略
）
…
﹇
南
方
開
発
事
業

の
﹈
運
営
を
公
益
的
か
つ
能
率
的
な
ら
し
め
る
」
こ
と
が
必
要
だ
と
主
張
し
（
２１
）、
さ

ら
に
東
南
ア
ジ
ア
の
占
領
地
域
に
お
い
て
生
産
が
制
限
さ
れ
て
い
る
「
ゴ
ム
、
砂

糖
、
コ
ー
ヒ
ー
、
茶
、
煙
草
等
」
は
「
直
接
戦
力
の
増
強
に
関
係
が
な
い
か
ら
」

生
産
制
限
が
か
か
っ
て
い
る
が
「
戦
後
の
国
際
貿
易
に
お
い
て
そ
の
い
づ
れ
も
が

有
力
な
る
財
」
と
な
り
う
る
と
論
じ
て
い
る
（
２２
）。
こ
の
よ
う
な
東
南
ア
ジ
ア
に
対
す

る
「
戦
後
経
営
」
構
想
を
緒
方
は
抱
い
て
い
た
。
こ
の
戦
後
東
南
ア
ジ
ア
経
営
構

想
か
ら
は
、
緒
方
に
と
っ
て
の
「
ア
ジ
ア
主
義
（
２３
）」
が
う
か
が
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、

ア
ジ
ア
の
連
帯
意
識
が
根
底
に
あ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
の
開
発
を
日
本
が
中
心
と

な
っ
て
推
進
す
る
と
い
う
も
の
だ
。
こ
れ
を
正
当
化
す
る
も
の
は
「
東
亜
の
解

放
」
と
い
う
論
理
で
あ
っ
た
。
西
欧
帝
国
主
義
に
よ
っ
て
植
民
地
化
さ
れ
た
「
東

亜
」
を
日
本
が
解
放
し
、
日
本
が
中
心
と
な
っ
て
ア
ジ
ア
を
再
建
す
る
と
い
う
思

想
で
あ
る
。

緒
方
は
華
僑
と
の
協
力
を
通
じ
た
ア
ジ
ア
の
発
展
を
重
視
し
た
こ
と
に
加
え
て
、

日
中
和
平
工
作
に
も
積
極
的
に
関
わ
る
。
三
八
年
に
は
宇
垣
一
成
が
主
導
し
た
孔

祥
�
工
作
に
参
加
し
、
ま
た
同
時
期
に
は
大
阪
朝
日
の
支
那
部
長
で
あ
っ
た
神
尾

茂
を
香
港
に
派
遣
し
、
蒋
介
石
と
通
じ
て
い
た
張
季
鸞
と
交
渉
さ
せ
て
日
中
和
平

の
緒
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
た
（
２４
）。
さ
ら
に
四
一
年
に
は
東
久
邇
宮
と
頭
山
満
が
画

策
し
た
和
平
工
作
に
も
関
与
し
て
い
た
。
緒
方
は
東
久
邇
宮
と
乗
馬
の
友
で
あ
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
東
久
邇
宮
と
私
的
に
政
治
意
見
の
交
換
を
す
る
仲
に

な
っ
て
い
た
。
そ
の
東
久
邇
宮
は
、
頭
山
を
重
慶
に
派
遣
し
て
和
平
交
渉
を
す
す

め
よ
う
と
し
て
い
た
（
２５
）。
そ
こ
で
頭
山
と
同
郷
で
あ
り
、
和
平
に
つ
い
て
同
様
の
考

え
を
持
っ
て
い
た
緒
方
に
、
頭
山
と
東
久
邇
宮
と
の
連
絡
パ
イ
プ
に
な
っ
て
も
ら

う
よ
う
打
診
し
た
（
２６
）。
こ
の
よ
う
に
緒
方
は
繆
斌
工
作
を
含
め
て
太
平
洋
戦
争
開
戦

以
前
か
ら
日
中
戦
争
の
解
決
の
た
め
に
一
貫
し
て
重
慶
（
蒋
介
石
）
と
の
和
平
工

作
に
関
わ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
前
提
の
上
で
彼
は
繆
斌
工
作
を
実
行
す
る
こ
と
に

な
る
。
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第
二
節

繆
斌
工
作

緒
方
は
一
九
四
四
年
七
月
二
二
日
、
国
務
大
臣
兼
情
報
局
総
裁
と
し
て
小
磯
国

昭
内
閣
に
入
閣
し
た
。
緒
方
は
小
磯
と
は
以
前
か
ら
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、

緒
方
と
い
う
民
間
新
聞
人
を
情
報
局
総
裁
に
据
え
る
こ
と
で
、
小
磯
が
東
条
英
機

内
閣
期
の
言
論
弾
圧
か
ら
く
る
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
刷
新
し
て
内
閣
の
人
気
高

揚
を
図
ろ
う
と
し
た
こ
と
が
入
閣
の
契
機
と
な
っ
た
（
２７
）。
緒
方
は
小
磯
内
閣
で
、

「
言
論
暢
達
」
政
策
（
２８
）や
「
思
想
戦
本
部
」
構
想
（
２９
）を
始
め
、
情
報
局
の
改
革
を
推
進

し
た
が
こ
の
改
革
構
想
は
ほ
と
ん
ど
失
敗
に
終
わ
る
（
３０
）。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
施
策

は
戦
後
緒
方
が
打
ち
出
し
た
情
報
機
関
構
想
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
る
（
３１
）。

情
報
局
の
改
革
に
取
り
組
む
一
方
で
緒
方
は
繆
斌
を
通
じ
た
日
中
和
平
工
作
、

い
わ
ゆ
る
繆
斌
工
作
（
３２
）を
推
し
進
め
る
こ
と
に
な
る
。
サ
イ
パ
ン
陥
落
を
受
け
、
日

本
の
敗
戦
が
必
至
と
な
っ
た
状
況
で
、
小
磯
内
閣
は
和
平
に
向
け
た
様
々
な
工
作

を
模
索
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
内
の
一
つ
で
あ
る
繆
斌
工
作
は
、
小
磯
・

緒
方
が
朝
日
新
聞
社
や
東
亜
連
盟
系
の
人
物
な
ど
と
共
に
重
慶
政
府
と
の
和
平
を

企
図
し
た
工
作
で
あ
る
が
、
重
光
葵
外
相
を
筆
頭
に
天
皇
な
ど
の
宮
中
勢
力
、
杉

山
元
陸
相
・
米
内
光
政
海
相
ら
が
反
発
し
た
た
め
、
実
行
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
た
。

従
来
の
先
行
研
究
で
は
、
繆
斌
工
作
の
失
敗
で
叙
述
が
完
結
す
る
（
３３
）が
、
本
稿
で
は

繆
斌
工
作
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
、
緒
方
の
政
治
的
文
脈
の
形
成
と
、
緒
方
と
重
光

の
外
交
構
想
に
つ
い
て
改
め
て
分
析
を
加
え
た
い
。

繆
斌
は
江
蘇
省
無
錫
に
生
ま
れ
た
（
３４
）。

上
海
の
南
洋
大
学
電
気
科
卒
業
後
、
一
九

二
四
年
に
は
黄
埔
軍
官
学
校
の
教
官
と
な
っ
た
。
二
六
年
、
蒋
介
石
の
北
伐
に
際

し
て
何
応
欽
の
東
路
軍
に
従
軍
し
、
二
八
年
に
北
伐
が
完
了
し
た
後
、
繆
は
陸
軍

中
将
、
経
理
局
長
の
要
職
に
就
い
た
（
３５
）。
そ
の
後
、
国
民
党
の
中
央
執
行
委
員
を
歴

任
し
た
が
、
三
五
年
に
日
中
友
好
と
反
共
主
義
、
王
道
政
治
が
主
張
さ
れ
て
い
る

『
中
日
危
機
之
猛
省
』
を
書
い
た
こ
と
で
中
央
委
員
を
外
さ
れ
、
下
野
し
た
。
華

北
に
中
華
民
国
臨
時
政
府
が
建
て
ら
れ
た
直
後
の
三
八
年
一
月
、
王
道
精
神
を
基

底
と
し
た
「
中
華
民
国
新
民
会
」
の
中
央
指
導
部
長
と
な
る
が
、
軍
の
介
入
に
よ

り
新
民
会
の
活
動
方
針
が
変
化
す
る
と
繆
は
活
動
の
場
を
変
え
る
。
こ
の
よ
う
な

時
に
、
繆
は
元
朝
日
新
聞
記
者
の
田
村
真
作
（
３６
）の
協
力
を
得
て
四
〇
年
五
月
に
中
国

東
亜
聯
盟
協
会
を
設
立
し
た
（
３７
）。
こ
の
時
、
対
中
国
強
硬
派
の
軍
人
ら
の
台
頭
に
よ

り
同
会
は
公
然
と
活
動
が
出
来
な
く
な
っ
た
が
、
繆
は
田
村
と
共
に
水
面
下
で
日

中
和
平
工
作
を
進
め
て
い
た
（
３８
）。

こ
こ
で
田
村
と
繆
に
転
機
が
訪
れ
る
。
四
四
年
七
月
に
サ
イ
パ
ン
が
占
領
さ
れ
、

さ
ら
に
東
条
内
閣
が
瓦
解
し
、
小
磯
内
閣
が
成
立
し
た
の
だ
。
田
村
は
元
上
司
の

緒
方
に
「
蒋
介
石
に
直
接
と
ど
か
な
い
﹇
和
平
﹈
工
作
」
が
今
ま
で
に
多
く
あ
っ

た
が
、
今
回
の
「
上
海
の
路
線
は
、
じ
か
に
、
蒋
介
石
に
結
び
付
い
て
」
お
り
、

繆
斌
こ
そ
が
蒋
介
石
と
つ
な
が
る
人
物
で
あ
る
と
進
言
し
た
（
３９
）。
つ
ま
り
、
繆
斌
を

通
じ
た
重
慶
政
府
（＝

蒋
）
と
の
日
中
和
平
工
作
を
緒
方
に
提
案
し
た
の
で
あ
る
。

第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
緒
方
は
前
年
に
繆
と
会
見
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
田

村
の
進
言
を
受
け
入
れ
、
繆
斌
工
作
に
よ
る
日
中
和
平
を
小
磯
に
提
案
し
た
。
そ

れ
を
受
諾
し
た
小
磯
（
４０
）は
腹
心
の
山
県
初
男
大
佐
を
中
国
に
派
遣
、
田
村
に
重
慶
工

作
、
つ
ま
り
繆
斌
工
作
を
推
進
す
る
と
い
う
内
命
を
伝
え
、
本
格
的
に
繆
斌
工
作

に
取
り
か
か
る
こ
と
に
な
る
（
４１
）。

同
時
に
田
村
と
朝
日
新
聞
記
者
の
太
田
照
彦
は
東
久
邇
宮
（
４２
）に
も
接
触
し
た
。
東

久
邇
宮
は
彼
ら
や
緒
方
と
の
意
見
交
換
（
４３
）か

ら
、
重
慶
工
作
に
積
極
性
を
示
し
て
い

た
。
レ
イ
テ
島
放
棄
後
の
四
四
年
一
二
月
、
小
磯
は
日
中
和
平
工
作
に
再
び
力
を

入
れ
始
め
る
。
小
磯
は
一
二
月
一
三
日
、
最
高
戦
争
指
導
会
議
で
対
中
国
政
策
の

再
検
討
を
提
案
し
、
重
慶
工
作
の
重
要
性
を
訴
え
た
（
４４
）。
こ
の
時
、
重
光
な
ど
の
反

対
に
よ
り
小
磯
の
提
案
は
退
け
ら
れ
た
が
、
直
後
に
山
県
が
中
国
視
察
の
旅
か
ら
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帰
国
し
、
具
体
的
な
繆
斌
工
作
案
を
持
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
小
磯
は
情
報
収
集

と
い
う
名
目
で
外
務
省
・
陸
海
軍
の
了
承
を
得
、
繆
を
日
本
に
招
く
こ
と
に
し
た
（
４５
）。

四
五
年
三
月
一
六
日
に
繆
は
来
日
し
、
す
ぐ
に
緒
方
と
会
談
し
た
（
４６
）。（
尚
、
そ
こ

で
示
さ
れ
た
和
平
実
行
案
の
内
、「
南
京
政
府
を
即
時
解
消
す
る
こ
と
」
（
４７
）と
い
う

条
件
が
後
に
小
磯
―
緒
方
と
重
光
の
対
立
に
つ
な
が
る
。）
一
八
日
の
昼
、
繆
は

小
磯
と
会
う
前
に
東
久
邇
宮
と
会
談
し
、「
日
本
の
政
治
家
、
軍
人
、
外
交
官
は

信
用
で
き
な
い
。
た
だ
一
人
、
天
皇
陛
下
だ
け
は
信
用
で
き
る
」
が
天
皇
に
直
接

会
う
わ
け
に
も
い
か
な
い
の
で
「
東
久
邇
宮
に
会
っ
て
意
見
を
申
し
上
げ
」
る
こ

と
に
し
た
（
４８
）。
二
一
日
に
最
高
戦
争
指
導
会
議
が
開
か
れ
（
４９
）、
小
磯
と
緒
方
は
繆
斌
工

作
の
説
明
を
行
っ
た
が
、
重
光
を
中
心
に
梅
津
美
次
郎
参
謀
総
長
、
杉
山
元
陸
相

ら
が
反
対
、
米
内
光
政
海
相
も
同
調
し
た
た
め
、
小
磯
―
緒
方
が
孤
立
す
る
形
に

な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
東
久
邇
宮
は
木
戸
幸
一
内
大
臣
な
ど
に
説
得
を
試
み
る
（
５０
）

が
、
失
敗
、
四
月
四
日
に
天
皇
か
ら
小
磯
に
繆
斌
工
作
の
中
止
が
命
じ
ら
れ
（
５１
）、
こ

の
繆
斌
工
作
（
５２
）に
対
す
る
閣
内
不
一
致
が
一
因
と
な
っ
て
小
磯
内
閣
は
総
辞
職
す
る
。

こ
の
よ
う
に
繆
斌
工
作
は
重
光
な
ど
の
反
対
に
よ
り
失
敗
に
終
わ
る
。
し
か
し

工
作
を
推
進
し
た
緒
方
と
東
久
邇
宮
、
朝
日
新
聞
社
・
東
亜
連
盟
系
の
人
物
の
関

係
は
い
わ
ば
「
繆
斌
工
作
グ
ル
ー
プ
」
と
し
て
、
戦
後
の
東
久
邇
宮
内
閣
で
存
在

感
を
示
す
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
繆
斌
工
作
に
反
対
し
た
重
光
は
い
か
な
る
理
由
で
反
対
し
た
の
だ
ろ
う

か
。
緒
方
の
伝
記
や
、
田
村
の
回
想
に
は
外
交
一
元
化
を
目
指
し
た
重
光
の
横
暴
、

対
ソ
交
渉
に
こ
だ
わ
り
続
け
た
重
光
の
妨
害
な
ど
重
光
に
対
す
る
否
定
的
評
価
に

焦
点
を
あ
て
て
分
析
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
重
光
を
詳
細
に
分
析
し
た
武
田
氏
の

研
究
を
参
照
す
る
と
、
異
な
っ
た
重
光
の
姿
が
立
ち
現
れ
て
く
る
。

重
光
葵
は
外
交
官
出
身
の
政
治
家
で
あ
る
。
駐
華
公
使
、
駐
ソ
公
使
な
ど
を
歴

任
、
東
条
英
機
内
閣
で
外
務
大
臣
に
就
任
、
続
く
小
磯
内
閣
で
も
外
相
を
務
め
た
。

こ
の
重
光
は
、
繆
斌
工
作
に
お
け
る
小
磯
・
緒
方
と
の
対
立
の
際
に
は
、
重
慶
工

作
の
否
定
や
対
ソ
交
渉
へ
の
期
待
が
強
調
さ
れ
が
ち
で
は
あ
る
が
、
彼
の
対
ソ
・

対
中
国
外
交
構
想
と
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
（
５３
）。

小
泉
氏
・
武
田
氏
の
先
行
研
究
か
ら
、
外
相
就
任
前
の
重
光
は
対
ソ
強
硬
派
で

あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
（
５４
）。
重
光
の
対
ソ
交
渉
へ
の
展
望
は
基
本
的

に
は
積
極
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
国
内
に
お
け
る
ソ
連
を
介
し
た
和
平
仲

介
に
一
応
の
望
み
を
か
け
て
い
た
。
一
方
で
、
彼
が
駐
華
大
使
時
代
（
一
九
四
二

年
一
月
〜
四
三
年
四
月
）
か
ら
持
ち
続
け
て
い
た
日
中
和
平
構
想
は
注
目
さ
れ
る

た
め
、
そ
の
概
略
を
述
べ
る
。

重
光
は
対
支
新
政
策
の
実
施
に
よ
り
、
南
京
政
府
に
敷
か
れ
て
い
る
軍
政
の
範

囲
を
縮
小
し
て
、
行
政
上
及
び
経
済
上
の
指
導
は
中
国
人
に
譲
り
（
５５
）、
か
つ
汪
兆
銘

に
日
本
軍
と
提
携
し
な
が
ら
独
立
し
た
政
治
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
、
蒋
介
石
と
妥

協
す
る
唯
一
の
途
で
あ
り
日
本
が
取
る
べ
き
唯
一
の
政
策
で
あ
る
と
の
考
え
を

持
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
対
支
新
政
策
を
強
く
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
南
京

政
府
と
の
関
係
を
改
善
さ
せ
、
戦
争
状
態
を
解
消
し
得
る
可
能
性
が
あ
る
重
慶
と

の
和
平
に
移
行
す
る
計
画
で
あ
っ
た
（
５６
）。
こ
の
「
対
支
新
政
策
ヲ
拡
大
」
し
て
「
東

亜
ニ
於
ケ
ル
各
構
成
分
子
ヲ
シ
テ
自
発
的
ニ
相
協
力
提
携
」
し
、「
米
英
ノ
戦
争

目
的
ヲ
破
壊
」
す
る
と
い
う
思
惑
を
持
っ
て
い
た
重
光
は
、
四
三
年
に
大
東
亜
会

議
・
大
東
亜
共
同
宣
言
を
主
導
す
る
（
５７
）。
大
西
洋
憲
章
と
い
う
「
空
手
形
を
出
し
」

た
連
合
国
の
戦
争
目
的
に
対
置
さ
れ
る
、「
東
洋
の
解
放
、
建
設
、
発
展
」
を
唱

う
大
東
亜
共
同
宣
言
に
よ
り
、「
人
の
心
、
民
族
の
心
を
獲
る
」
（
５８
）こ
と
が
、
日
本

に
よ
る
「
ア
ジ
ア
解
放
」
と
い
う
「
大
義
名
分
」
を
示
す
こ
と
に
な
る
と
い
っ
た

論
理
の
基
、
そ
れ
を
重
視
し
た
和
平
を
実
行
す
る
こ
と
に
な
る
。

対
支
新
政
策
の
推
進
者
と
し
て
、
重
光
は
日
本
が
和
平
交
渉
を
す
る
相
手
は
あ

く
ま
で
も
南
京
政
府
で
あ
り
、「
重
慶
に
手
出
し
は
不
可
」
（
５９
）と
い
う
構
想
を
持
っ
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て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
外
交
構
想
を
持
っ
て
い
た
重
光
に
、
小
磯
―
緒
方
は
四
四

年
一
二
月
一
三
日
の
最
高
戦
争
指
導
会
議
で
繆
斌
を
通
じ
た
重
慶
工
作
を
提
案
す

る
。
重
光
は
、「
一
旦
承
認
セ
ル
政
府
ヲ
立
テ
テ
、
之
ニ
依
リ
対
支
政
策
ヲ
運
用

ス
ル
コ
ト
コ
ソ
大
義
名
分
ニ
合
致
ス
ル
所
以
ナ
リ
」
（
６０
）と
反
論
し
、「
列
国
」
が

「
承
認
を
与
え
て
い
る
」
南
京
政
府
を
介
さ
な
い
ど
こ
ろ
か
、
南
京
政
府
の
解
消

を
前
提
と
す
る
繆
斌
工
作
へ
厳
し
い
批
判
を
す
る
（
６１
）。
重
光
は
南
京
政
府
か
ら
重
慶

に
和
平
を
呼
び
掛
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
中
和
平
を
確
立
し
よ
う
と
画
策
し
て

い
た
（
６２
）。
こ
の
よ
う
な
文
脈
の
中
で
、
外
交
に
関
し
て
門
外
漢
で
あ
る
小
磯
や
緒
方

が
和
平
工
作
を
す
る
の
で
は
な
く
、
外
交
の
専
門
家
で
あ
る
外
務
省
が
一
元
的
に

取
り
扱
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
重
光
の
主
張
に
繋
が
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
緒
方
と
重
光
は
中
国
と
の
和
平
、
対
ソ
強
硬
、
東
南
ア
ジ
ア
と
の
連

帯
と
い
う
外
交
思
想
に
関
し
て
は
通
底
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
異
な
る
点
は
、
外

交
を
ど
こ
で
執
り
行
い
、
誰
と
交
渉
す
る
の
か
と
い
う
観
点
で
あ
っ
た
。
戦
後
、

両
者
の
外
交
主
張
は
対
ソ
強
硬
と
い
う
点
で
大
枠
一
致
し
、
日
本
の
進
出
地
域
を

東
南
ア
ジ
ア
に
求
め
た
「
ア
ジ
ア
主
義
」
的
な
も
の
と
な
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で

指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
両
者
の
相
違
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
簡
潔
に
述

べ
れ
ば
、
重
光
は
外
交
の
専
門
家
と
し
て
国
際
情
勢
に
柔
軟
に
対
応
し
た
自
主
外

交
を
志
向
し
た
の
に
対
し
、
緒
方
は
対
米
協
調
を
中
心
に
し
た
外
交
構
想
を
取
っ

た
点
で
あ
る
。

第
三
節

東
久
邇
宮
内
閣
へ
の
入
閣

緒
方
は
、
小
磯
内
閣
退
陣
と
共
に
情
報
局
総
裁
兼
国
務
大
臣
の
職
を
辞
し
た
が
、

小
磯
の
後
を
継
い
で
組
閣
し
た
鈴
木
貫
太
郎
か
ら
内
閣
顧
問
就
任
を
依
頼
さ
れ
、

国
民
義
勇
軍
の
組
織
化
と
翼
賛
会
・
翼
壮
の
解
体
の
善
後
処
理
に
当
た
っ
た
（
６３
）。
そ

の
鈴
木
内
閣
が
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
、
終
戦
と
共
に
退
陣
し
、
そ
の
後
終
戦

処
理
内
閣
と
し
て
、
皇
族
出
身
の
東
久
邇
宮
稔
彦
が
首
班
と
な
り
内
閣
を
組
織
し

た
。
東
久
邇
宮
は
自
身
は
政
治
の
経
験
が
な
い
た
め
、
緒
方
竹
虎
と
近
衛
文
麿
を

呼
び
、
彼
ら
に
内
閣
人
事
を
任
せ
た
（
６４
）。
緒
方
の
推
薦
に
よ
っ
て
、
館
林
三
喜
男
・

酒
井
俊
彦
・
庵
原
貢
・
杉
田
一
次
・
太
田
照
彦
が
首
相
秘
書
官
と
な
り
（
６５
）、
緒
方
の

秘
書
官
に
は
朝
日
新
聞
記
者
の
中
村
正
吾
が
登
用
さ
れ
た
（
６６
）。
ま
た
、「
国
民
と
政

府
と
の
直
結
」
の
た
め
に
内
閣
参
与
と
い
う
ポ
ス
ト
を
設
け
、
賀
川
豊
彦
・
田
村

真
作
・
大
佛
次
郎
・
児
玉
誉
士
夫
・
太
田
照
彦
（
兼
任
）
を
任
命
し
た
（
６７
）。
こ
の
人

選
に
は
、
石
原
莞
爾
も
関
与
し
て
い
た
（
６８
）。
こ
の
よ
う
に
緒
方
は
繆
斌
工
作
を
推
進

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
し
た
政
治
的
人
脈
に
加
え
、
朝
日
新
聞
関
係
者
を
内
閣

に
登
用
す
る
こ
と
で
東
久
邇
宮
内
閣
に
お
い
て
政
治
力
を
つ
け
て
い
っ
た
。

一
方
で
外
相
の
ポ
ス
ト
は
、
緒
方
と
近
衛
は
当
初
有
田
八
郎
を
予
定
し
て
い
た
。

し
か
し
有
田
が
こ
れ
を
拒
否
し
、
重
光
が
推
薦
さ
れ
た
。
元
々
近
衛
も
重
光
を
推

し
て
い
た
の
で
、
近
衛
の
強
い
希
望
に
よ
り
繆
斌
工
作
で
緒
方
と
対
立
し
た
重
光

が
、
外
相
と
し
て
入
閣
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
６９
）。

こ
こ
で
も
緒
方
と
重
光
の
対
立
が
先
鋭
化
す
る
（
７０
）。
終
戦
連
絡
事
務
局
の
所
管
問

題
で
二
人
の
意
見
の
食
い
違
い
が
生
じ
る
。
重
光
は
、
終
戦
連
絡
事
務
局
を
外
務

省
に
置
き
、
人
員
は
主
に
外
務
省
関
係
の
人
々
で
組
織
し
（
７１
）、
外
務
省
が
一
元
的
に

管
轄
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
（
７２
）。
対
す
る
緒
方
は
次
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
た
。

終
戦
連
絡
事
務
局
の
役
目
は
、
単
な
る
外
交
で
な
く
、
国
体
問
題
に
関
す
る

諒
解
を
取
付
け
る
こ
と
か
ら
、
戦
後
産
業
復
興
に
関
す
る
予
備
的
交
渉
に
至

る
ま
で
、
い
は
ば
政
府
と
同
じ
幅
の
機
関
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
の
み
な
ら

ず
、
主
た
る
相
手
が
米
国
で
あ
る
だ
け
、
大
抵
の
問
題
は
打
て
ば
響
く
そ
の

場
の
応
答
が
出
来
な
く
て
は
、
例
へ
ば
経
済
問
題
の
如
き
直
接
民
間
と
の
交

渉
に
な
つ
て
、
終
戦
連
絡
事
務
局
は
無
用
の
長
物
と
化
し
て
仕
舞
ふ
で
あ
ら
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う
。
そ
こ
で
…
（
中
略
）
…
終
戦
連
絡
事
務
局
の
長
は
、
何
と
し
て
も
内
閣

総
理
大
臣
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
（
７３
）。

こ
の
終
戦
連
絡
事
務
局
を
巡
る
両
者
の
対
立
は
深
刻
化
し
政
治
問
題
に
ま
で
発

展
し
、
こ
の
問
題
に
よ
っ
て
閣
内
で
孤
立
し
た
重
光
は
外
相
を
辞
職
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

辞
職
し
た
重
光
の
後
任
外
相
と
し
て
吉
田
茂
が
起
用
さ
れ
た
。
吉
田
に
関
し
て

は
、
緒
方
と
近
衛
が
東
久
邇
宮
に
推
薦
し
た
こ
と
が
一
因
と
な
っ
て
い
る
（
７４
）。
吉
田

を
起
用
し
内
閣
を
改
造
し
た
東
久
邇
宮
内
閣
で
あ
っ
た
が
、
一
〇
月
四
日
に
政
治

犯
の
釈
放
と
思
想
警
察
そ
の
他
そ
れ
に
類
す
る
機
関
の
廃
止
に
加
え
、
山
崎
巌
内

相
の
罷
免
と
い
う
指
令
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
下
さ
れ
た
。
内
閣
は
政
治
犯
釈
放
と
思
想

警
察
な
ど
の
廃
止
は
検
討
中
で
あ
っ
た
が
、
山
崎
内
相
の
罷
免
に
関
し
て
は
日
本

政
府
と
し
て
承
服
で
き
な
い
と
緒
方
が
主
張
し
た
。
こ
の
指
令
を
承
服
し
た
の
で

は
日
本
政
府
の
威
信
が
保
た
れ
な
い
と
考
え
た
緒
方
は
、
占
領
下
で
あ
る
か
ら
指

令
を
無
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
に
し
ろ
、
山
崎
内
相
罷
免
の
指
令
は
承
諾
出
来

な
い
と
い
う
意
思
表
示
を
内
閣
総
辞
職
と
い
う
形
で
示
す
べ
き
だ
と
東
久
邇
宮
に

進
言
し
た
。
東
久
邇
宮
は
緒
方
の
進
言
を
承
諾
し
、
翌
五
日
に
内
閣
総
辞
職
と

な
っ
た
（
７５
）。

緒
方
は
内
閣
を
去
っ
た
後
、
内
閣
時
代
の
多
忙
が
祟
り
健
康
を
害
し
て
い
た
た

め
、
静
養
に
つ
と
め
て
い
た
。
こ
の
緒
方
に
一
二
月
六
日
、
戦
犯
容
疑
（
７６
）が
か
か
り

巣
鴨
拘
置
所
に
出
頭
す
る
よ
う
指
令
が
出
た
。
し
か
し
彼
は
健
康
を
害
し
て
い
た

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
自
宅
静
養
が
認
め
ら
れ
た
。
四
七
年
九
月
に
は
戦
犯
容
疑

を
解
除
さ
れ
て
は
い
た
も
の
の
、
公
職
追
放
は
継
続
中
で
あ
っ
た
た
め
、
彼
が
表

舞
台
に
出
る
の
は
公
職
追
放
解
除
後
の
五
二
年
を
待
つ
こ
と
に
な
る
（
７７
）。

第
二
章

戦
後
政
治
へ
の
復
帰

第
一
節

戦
後
政
治
へ
の
布
石

緒
方
は
、
小
磯
内
閣
期
に
推
し
進
め
た
繆
斌
工
作
に
よ
っ
て
、
石
原
莞
爾
を
は

じ
め
と
す
る
東
亜
連
盟
系
の
人
脈
、
東
久
邇
宮
稔
彦
と
の
政
治
的
人
脈
を
強
固
に

し
た
が
、
一
方
で
重
光
葵
と
の
政
治
的
対
立
は
先
鋭
化
し
た
。
そ
の
前
提
の
上
で
、

両
者
は
東
久
邇
宮
内
閣
に
入
閣
し
た
。
戦
中
期
の
重
光
と
の
対
立
が
一
因
と
な
っ

て
、
彼
が
外
相
を
辞
任
す
る
と
、
後
任
の
吉
田
茂
と
緒
方
の
親
交
は
深
ま
っ
て

い
っ
た
。
つ
ま
り
、
戦
中
期
に
緒
方
周
辺
に
形
成
さ
れ
た
政
治
グ
ル
ー
プ
「
繆
斌

工
作
グ
ル
ー
プ
」
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
戦
直
後
の
緒
方
の
政
界
進
出
を

容
易
に
し
、
戦
後
政
治
を
担
う
吉
田
と
の
交
友
が
作
ら
れ
緒
方
が
公
職
追
放
後
に

大
物
保
守
政
治
家
と
し
て
台
頭
す
る
基
盤
が
築
か
れ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
吉
田
と

の
交
友
に
加
え
て
緒
方
が
公
職
追
放
中
に
古
島
一
雄
と
接
触
し
て
い
た
こ
と
も
大

き
い
。
緒
方
は
早
稲
田
大
学
在
学
中
に
「
東
西
南
北
会
」
と
い
う
学
生
会
に
参
加

し
て
お
り
、
こ
の
会
を
通
じ
て
頭
山
満
を
始
め
、
犬
養
毅
や
古
島
一
雄
ら
と
交
際

す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
７８
）。
そ
の
古
島
は
今
後
の
政
局
は
吉
田
茂
一
人
で
は
打
開
で
き

な
い
と
見
て
、
緒
方
を
吉
田
の
補
佐
役
に
し
、
か
つ
緒
方
を
吉
田
の
後
継
者
に
す

る
と
い
う
構
想
を
持
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
古
島
は
緒
方
に
公
職
追
放
が
解
け
た
後
、

政
界
へ
進
出
す
る
よ
う
に
勧
め
、
勧
め
を
受
け
た
緒
方
は
政
界
に
復
帰
す
る
こ
と

に
な
る
（
７９
）。

一
方
、
小
磯
・
東
久
邇
宮
内
閣
で
緒
方
と
対
立
し
た
重
光
は
ど
の
よ
う
な
戦
直

後
を
過
ご
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
彼
は
東
久
邇
宮
内
閣
か
ら
下
野
し
た
後
に
戦
犯
指

名
を
受
け
、
Ａ
級
戦
犯
と
し
て
懲
役
七
年
を
宣
告
さ
れ
た
。
彼
は
、
獄
中
期
間
は
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政
界
の
表
舞
台
に
立
つ
こ
と
は
無
か
っ
た
が
、
終
戦
前
後
か
ら
獄
中
期
に
か
け
て

戦
後
の
外
交
構
想
を
練
っ
て
い
た
。
そ
の
外
交
構
想
が
釈
放
後
に
政
界
復
帰
し
た

重
光
独
自
の
思
想
と
し
て
表
出
す
る
。
彼
は
戦
中
期
の
大
東
亜
宣
言
に
よ
っ
て
大

東
亜
共
栄
圏
を
作
り
出
す
と
い
う
構
想
を
抱
い
て
い
た
。
彼
は
大
国
間
の
勢
力
均

衡
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
地
域
的
平
和
機
構
が
世
界
に
複
数
併
存
す
べ
き
で
あ
り
、

そ
の
中
の
一
つ
と
し
て
大
東
亜
共
栄
圏
が
あ
る
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
た
。
そ

の
地
域
機
構
は
そ
れ
ぞ
れ
の
機
構
を
指
導
す
る
大
国
の
存
在
が
必
要
で
あ
り
、
域

内
民
族
の
要
望
に
基
づ
い
て
民
族
国
家
の
自
主
独
立
を
最
大
限
尊
重
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
っ
た
（
８０
）。
敗
戦
後
、
重
光
は
変
化
す
る
国
際
情
勢
を
獄
中
で
分
析
し
、
自

身
の
政
治
的
立
ち
位
置
を
書
き
残
し
て
い
る
。
彼
は
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
政
権
期
に

実
施
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
と
い
う
「
革
新
」
的
な
政
策
が
ア
メ
リ
カ
の

発
展
を
支
え
た
と
分
析
し
、
英
労
働
党
と
い
う
「
革
新
」
政
権
が
イ
ン
ド
独
立
と

い
う
植
民
地
の
解
放
を
実
行
し
た
こ
と
に
高
い
評
価
を
下
し
て
い
る
。
重
光
が
元

来
保
持
し
て
い
た
「
革
新
」
的
政
治
観
は
ア
メ
リ
カ
の
社
会
主
義
的
な
修
正
資
本

主
義
と
親
和
性
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
（
８１
）。
こ
の
よ
う
な
、
獄
中
で
の
国
際
政
治
観

の
自
己
変
換
が
重
光
の
中
で
生
じ
た
。
つ
ま
り
、
米
英
で
は
日
本
が
戦
前
に
実
施

し
た
「
革
新
」
的
諸
政
策
を
実
行
し
て
お
り
、
特
に
外
交
に
関
し
て
は
「
東
亜
の

解
放
」
と
い
う
意
味
で
重
光
も
「
米
国
の
先
頭
に
立
っ
て
居
る
民
主
的
世
界
政

策
」
を
担
っ
た
た
め
、「
戦
時
新
政
策
を
樹
立
し
て
民
族
主
義
を
採
用
し
東
亜
の

解
放
と
亜
細
亜
の
復
興
を
唱
え
た
こ
と
は
、
戦
争
に
依
っ
て
得
た
唯
一
の
世
界
の

大
勢
に
乗
っ
た
政
策
で
あ
っ
た
」
（
８２
）と

結
論
付
け
て
い
る
。
重
光
に
と
っ
て
の
戦
後

日
本
外
交
は
、
国
際
民
主
主
義
を
標
榜
す
る
ア
メ
リ
カ
と
の
協
調
を
堅
持
し
つ
つ
、

「
ア
ジ
ア
と
の
連
帯
」
は
重
視
す
る
と
と
も
に
、
日
本
の
「
自
主
独
立
」
を
達
成

す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
戦
前
期
か
ら
彼
が
抱
い
て
い
た
重
光
流
の
「
ア
ジ
ア

主
義
」
と
「
革
新
」
思
想
が
戦
後
に
も
連
続
し
て
現
れ
て
い
る
の
だ
（
８３
）。

ま
た
、
緒
方
と
戦
後
政
治
を
考
え
る
上
で
重
要
な
存
在
で
あ
る
吉
田
茂
・
岸
信

介
の
政
治
的
特
徴
も
参
照
し
て
み
た
い
。
吉
田
茂
は
、
戦
前
期
、
親
英
米
派
の
外

交
官
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
占
領
軍
と
の
親
密
な
関
係
を
築
き

上
げ
た
こ
と
に
よ
り
、
占
領
期
の
大
半
を
首
相
と
し
て
過
ご
し
た
。
し
か
し
、
戦

前
戦
中
期
を
官
僚
と
し
て
過
ご
し
て
い
た
た
め
、「
政
党
と
い
う
も
の
に
生
来
あ

ま
り
親
し
み
を
感
じ
な
か
っ
た
」
と
回
想
す
る
よ
う
に
、
彼
は
新
憲
法
下
で
の
政

党
政
治
に
馴
染
み
が
薄
か
っ
た
（
８４
）。
そ
の
た
め
、
吉
田
は
佐
藤
栄
作
・
池
田
勇
人
・

岡
崎
勝
男
な
ど
生
え
抜
き
官
僚
を
党
や
内
閣
の
要
職
に
就
け
、
重
用
し
た
（
８５
）。
政
党

政
治
に
馴
染
み
が
薄
い
故
に
、
少
数
の
党
人
政
治
家
で
は
な
い
人
物
を
登
用
す
る

と
い
う
吉
田
の
政
治
的
性
格
は
、
政
党
に
政
治
的
基
盤
が
無
い
緒
方
が
公
職
追
放

解
除
後
に
吉
田
内
閣
で
突
然
内
閣
官
房
長
官
、
副
総
理
な
ど
要
職
を
務
め
る
こ
と

を
可
能
に
し
た
一
要
因
で
あ
っ
た
と
指
摘
で
き
よ
う
。

吉
田
に
と
っ
て
重
要
な
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
対
米
協
調
、
経
済
重
視

政
策
と
ア
ジ
ア
観
だ
。
ア
メ
リ
カ
の
援
助
・
防
衛
能
力
を
基
軸
と
し
て
、
経
済
成

長
を
果
た
す
「
吉
田
路
線
」
は
戦
後
日
本
政
治
の
基
礎
で
あ
り
論
争
の
種
で
も

あ
っ
た
。
ま
た
、
吉
田
は
戦
前
期
の
外
交
官
時
代
か
ら
連
続
し
て
戦
後
期
も
日
米

英
三
国
が
対
中
政
策
で
一
致
し
、
共
産
化
し
た
中
国
を
自
由
主
義
陣
営
に
「
善

導
」
す
る
こ
と
を
重
視
し
た
。
こ
の
戦
前
期
か
ら
連
続
し
て
持
っ
て
い
る
吉
田
の

中
国
観
は
戦
後
政
治
に
お
い
て
も
彼
特
有
の
外
交
構
想
と
し
て
立
ち
現
れ
、
さ
ら

に
緒
方
と
の
外
交
構
想
の
違
い
と
し
て
重
要
に
な
る
（
８６
）。

吉
田
と
並
ん
で
、
一
九
五
〇
年
代
の
日
本
政
治
を
代
表
す
る
岸
信
介
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。
彼
は
戦
前
、「
革
新
」
官
僚
と
し
て
満
州
国
に
渡
り
、
東
条
内
閣
で
は

農
商
務
大
臣
を
務
め
た
。
終
戦
後
、
Ａ
級
戦
犯
に
指
定
さ
れ
た
が
、
公
職
追
放
解

除
後
に
政
界
復
帰
を
果
た
す
。
彼
は
元
々
「
革
新
」
官
僚
で
あ
り
、
計
画
経
済
を

主
張
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
戦
後
政
界
に
復
帰
す
る
際
に
右
派
社
会
党
へ
の
入
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党
を
打
診
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
岸
は
ア
ジ
ア
主
義
的
観
念
（
８７
）を
も
っ
て
政
治

に
臨
ん
だ
。
後
年
の
岸
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
、
大
川
周
明
の
影
響
を
受
け
た

彼
の
ア
ジ
ア
へ
の
関
心
は
戦
前
期
と
戦
後
期
に
お
い
て
全
く
「
断
絶
は
な
い
（
８８
）」。

さ
ら
に
、
彼
の
政
治
嗅
覚
は
鋭
く
、
ア
メ
リ
カ
は
防
共
の
観
点
か
ら
日
本
を
必
要

と
す
る
は
ず
で
あ
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
と
の
協
調
を
模
索
す
る
と
い
う
冷
静
な
洞

察
を
獄
中
期
に
し
て
い
た
。
さ
ら
に
彼
は
獄
中
に
あ
っ
た
時
は
ア
メ
リ
カ
へ
の
不

信
感
を
強
く
抱
い
て
い
た
が
、
ソ
連
が
北
海
道
を
分
割
占
領
す
る
と
主
張
し
た
こ

と
や
、
北
方
四
島
を
「
持
っ
て
い
か
れ
た
」
こ
と
な
ど
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
に
対
す

る
「
憎
し
み
」
が
薄
れ
て
い
き
徐
々
に
ソ
連
を
中
心
に
し
た
共
産
主
義
に
対
す
る

反
発
の
思
い
を
強
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
（
８９
）。
つ
ま
り
、
ア
ジ
ア
へ
の
関
心
は
戦

前
期
か
ら
連
続
し
て
保
持
し
て
い
た
が
、
一
方
で
ア
メ
リ
カ
へ
の
不
信
は
薄
れ
、

む
し
ろ
協
調
を
重
視
す
る
姿
勢
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
が
岸
で
あ
っ
た
。

戦
後
政
治
で
吉
田
茂
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
し
て
登
場
す
る
鳩
山
一
郎
と
、

そ
の
鳩
山
の
後
を
継
い
だ
石
橋
湛
山
に
つ
い
て
も
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
鳩
山
一

郎
は
、
戦
前
期
か
ら
政
友
会
に
属
し
生
粋
の
党
人
政
治
家
と
し
て
政
界
を
渡
り
歩

い
て
き
た
。
戦
後
、
日
本
自
由
党
の
総
裁
と
し
て
首
相
に
指
名
さ
れ
た
が
そ
の
直

後
に
公
職
追
放
と
な
る
。
そ
の
際
、
首
相
の
座
を
吉
田
茂
に
渡
し
、
吉
田
は
後
年

に
は
「
嫌
に
な
っ
た
ら
何
時
で
も
﹇
政
権
を
﹈
投
げ
出
す
」
な
ど
の
条
件
を
出
し

て
首
相
を
引
き
受
け
た
と
回
想
し
て
い
る
（
９０
）が
、
実
際
に
は
鳩
山
は
、
彼
が
政
界
に

復
帰
し
た
ら
政
権
は
吉
田
が
鳩
山
に
戻
す
も
の
だ
と
認
識
し
て
い
た
。
し
か
し
、

吉
田
は
鳩
山
が
公
職
追
放
を
解
除
さ
れ
て
政
界
に
復
帰
し
て
も
政
権
を
戻
す
こ
と

は
し
な
か
っ
た
た
め
、
鳩
山
は
そ
れ
以
来
吉
田
へ
の
対
決
姿
勢
を
強
め
る
こ
と
と

な
る
。
石
橋
湛
山
は
戦
前
期
に
『
東
洋
経
済
新
報
』
で
、「
言
論
報
国
の
為
に
は

抵
抗
運
動
を
合
法
的
に
行
い
、「
自
爆
」
を
避
け
」
る
よ
う
な
「
愛
国
的
戦
時
抵

抗
」
的
な
筆
致
で
検
閲
の
目
を
か
い
く
ぐ
り
な
が
ら
言
論
活
動
を
繰
り
広
げ
て
い

た
（
９１
）。
戦
後
は
第
一
次
吉
田
内
閣
で
蔵
相
と
し
て
入
閣
し
政
界
進
出
を
果
た
し
た
が
、

四
七
年
五
月
に
公
職
追
放
処
分
と
な
り
政
界
か
ら
一
旦
姿
を
消
し
た
（
９２
）。
公
職
追
放

が
解
除
さ
れ
、
政
界
に
復
帰
し
た
彼
は
比
較
的
鳩
山
ら
の
政
策
路
線
と
一
致
し
て

お
り
、「
独
立
・
自
主
」
と
い
う
色
彩
が
強
か
っ
た
。
ま
た
彼
の
外
交
構
想
は

「
世
界
一
家
」
と
い
う
語
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
東
西
冷
戦
を
解
消
し
、
世
界

各
国
の
対
立
を
無
く
す
と
い
う
大
き
な
目
標
が
あ
り
、
そ
の
中
で
日
本
は
優
先
し

て
中
共
を
含
め
た
ア
ジ
ア
と
の
友
好
関
係
を
優
先
的
に
築
き
上
げ
る
べ
き
だ
と
主

張
し
た
（
９３
）。

こ
の
よ
う
な
有
力
政
治
家
と
共
に
、
緒
方
は
公
職
追
放
解
除
後
、
吉
田
の
庇
護

の
下
で
政
界
に
再
登
場
す
る
。
公
職
追
放
後
、
戦
後
政
界
で
は
国
際
関
係
に
関
し

て
様
々
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
政
治
家
ら
は
自
身

の
外
交
構
想
を
定
義
し
、
政
治
的
立
ち
位
置
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

緒
方
の
政
治
的
立
ち
位
置
を
明
確
に
す
る
に
は
、
彼
が
ど
の
よ
う
な
外
交
構
想
を

持
っ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
章
で
は
戦
後
の

緒
方
の
政
治
的
主
張
を
外
交
と
い
う
観
点
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。

第
二
節

緒
方
と
第
三
勢
力

緒
方
竹
虎
は
公
職
追
放
が
解
か
れ
る
前
後
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
「
Ｃ
Ｉ
Ａ
文
書
」

に
登
場
し
始
め
る
。
彼
は
Ｃ
Ｉ
Ａ
側
か
ら
「
吉
田
茂
首
相
の
後
継
者
」
で
あ
る

「
保
守
政
治
家
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
将
来
は
総
理
大
臣
に
な
る
」
と
目
さ
れ
て

い
た
人
物
で
あ
る
（
９４
）。
こ
の
認
識
は
ア
メ
リ
カ
国
務
省
の
文
書
に
も
登
場
す
る
（
９５
）た
め
、

ア
メ
リ
カ
政
府
、
少
な
く
と
も
国
務
省
で
は
一
般
的
な
認
識
で
あ
っ
た
と
し
て
よ

い
だ
ろ
う
。
そ
の
緒
方
に
対
し
て
、
ソ
連
な
ど
共
産
主
義
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
を

提
出
す
る
こ
と
を
始
め
、
ウ
イ
ス
キ
ー
の
差
し
入
れ
、
ま
た
緒
方
の
子
息
四
十
郎

の
ア
メ
リ
カ
留
学
資
金
を
補
助
し
て
い
た
と
い
う
記
述
す
ら
存
在
す
る
（
９６
）。
米
は
水
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面
下
で
緒
方
と
接
触
し
、
次
期
首
相
と
目
さ
れ
た
緒
方
と
親
密
な
意
見
交
換
を
し

て
い
た
。

そ
の
緒
方
は
「
Ｃ
Ｉ
Ａ
文
書
」
で
中
国
第
三
勢
力
（
９７
）と
接
触
し
て
い
た
こ
と
が
レ

ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
レ
ポ
ー
ト
か
ら
、
彼
の
戦
後
外
交
構
想
の
一
端
を
考

察
し
て
み
た
い
。

緒
方
は
、
一
九
五
二
年
三
月
二
八
日
に
、
古
島
一
雄
と
緒
方
竹
虎
は
第
三
勢
力

と
関
係
の
あ
るCH

U
Shin-m

in

と
い
う
人
物
と
ま
と
ま
っ
た
資
金
を
得
た
が
、

CH
U

は
そ
れ
を
、
第
三
勢
力
を
引
き
込
む
た
め
に
使
っ
た
と
レ
ポ
ー
ト
さ
れ
て

い
る
（
９８
）。
同
年
七
月
二
五
日
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
緒
方
が
中
共
と
の
貿
易
推
進
の
た

め
に
香
港
を
訪
れ
て
お
り
（
９９
）、
日
本
に
お
い
て
緒
方
が
第
三
勢
力
の
運
動
に
関
与
し

て
い
る
と
い
う
噂
が
書
か
れ
て
い
る
（
１００
）。
ま
た
、
同
年
一
一
月
二
八
日
の
レ
ポ
ー
ト

で
は
、
中
国
第
三
勢
力
リ
ー
ダ
ー
と
称
す
るT

SO
U
P’ing-fan （１０１

）が
タ
ナ
カ
セ
イ
グ

ン
（
田
中
清
玄
の
誤
り
か
？
）
と
朝
日
新
聞
編
集
委
員
の
進
藤
次
郎
と
会
食
し
た

際
、
中
共
の
記
事
を
朝
日
に
投
稿
し
て
良
い
か
と
進
藤
が
尋
ね
た
こ
と
、
さ
ら
に

進
藤
がT

SO
U

に
緒
方
を
紹
介
し
た
こ
と
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。
進
藤
は
こ
の

際
、
緒
方
が
将
来
日
本
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
機
関
で
中
国
担
当
に
な
る
と
い
う

こ
と
も
伝
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
緒
方
と
第
三
勢
力
と
の
関
わ
り
に
敏
感
に
な
っ
て
い
た
Ｃ
Ｉ
Ａ

は
、
五
二
年
一
二
月
二
七
日
、
ア
メ
リ
カ
本
国
へ
以
下
の
旨
を
電
報
し
た
。

�
日
本
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
機
関
は
ア
メ
リ
カ
と
全
面
協
力
す
る
予
定
で
あ

り
、
か
つ
日
本
は
ア
ジ
ア
方
面
に
特
に
価
値
を
発
揮
す
る
と
緒
方
は
述
べ
る
。
�

ア
メ
リ
カ
側
か
ら
、
日
本
は
第
三
勢
力
と
接
触
し
た
ま
ま
な
の
か
と
緒
方
に
質
問

が
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
緒
方
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
無
い
と
返
答
。
現
在
中
共
と
も

国
民
政
府
と
も
ほ
と
ん
ど
か
全
く
パ
イ
プ
を
持
っ
て
い
な
い
第
三
勢
力
の
助
け
を

借
り
て
も
、
得
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
言
っ
た
。
彼
は
第
三
勢
力
の
価
値
は

時
間
が
た
て
ば
消
え
て
い
く
だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
る
。
�
む
し
ろ
、
東
南
ア
ジ
ア

の
中
国
人
（
華
僑
）
の
方
が
中
共
に
パ
イ
プ
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
の
方

に
注
目
し
て
い
る
（
１０２
）。

こ
の
こ
と
か
ら
、
緒
方
は
当
初
第
三
勢
力
を
中
共
と
の
パ
イ
プ
を
持
つ
「
情
報

源
」
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
東
南
ア
ジ
ア
華
僑
の
方
が
中

共
の
情
報
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
と
、
第
三
勢
力
に
対
す
る
熱
が
冷
め
て

き
た
。
東
南
ア
ジ
ア
華
僑
を
、
中
国
第
三
勢
力
に
代
わ
る
中
共
の
情
報
を
得
る
新

た
な
「
情
報
源
」
と
し
て
重
要
視
し
た
緒
方
の
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
。

ま
た
、
緒
方
は
五
二
年
五
月
六
日
か
ら
六
月
一
〇
日
ま
で
吉
田
首
相
の
勧
め
で
、

東
南
ア
ジ
ア
を
歴
訪
し
、
帰
国
後
に
第
三
勢
力
に
関
す
る
自
身
の
見
解
を
こ
う

語
っ
て
い
る
。
緒
方
は
「
私
が
台
湾
を
通
り
ま
す
と
き
の
一
つ
の
感
想
と
し
て
、

米
国
が
蒋
介
石
に
代
わ
る
者
を
求
め
て
お
っ
た
時
代
な
ら
ば
…
第
三
勢
力
も
多
少

の
意
味
は
あ
る
。
し
か
し
今
日
米
国
は
好
む
と
好
ま
ぬ
と
に
拘
わ
ら
ず
、
蒋
介
石

政
権
を
支
持
せ
ざ
る
を
得
な
い
ハ
メ
に
あ
る
。
そ
の
際
に
所
謂
第
三
勢
力
と
い
う

も
の
は
、
何
と
考
え
て
も
一
種
時
間
的
な
ズ
レ
が
あ
る
と
い
う
感
じ
が
す
る
（
１０３
）」
と

第
三
勢
力
に
つ
い
て
語
っ
て
お
り
、
政
治
勢
力
と
し
て
の
第
三
勢
力
に
対
し
て
否

定
的
な
意
見
を
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
緒
方
は
政
治
勢
力
と
し
て
の
第
三
勢
力
を
否
定
し
、
さ
ら
に
対
米
協

調
を
基
軸
と
す
る
国
際
関
係
構
想
を
保
持
し
て
い
た
。
冷
戦
構
図
が
東
ア
ジ
ア
に

お
い
て
ひ
と
ま
ず
形
成
さ
れ
た
五
二
年
、
緒
方
が
対
米
協
調
を
唱
え
、
さ
ら
に
華

僑
を
利
用
し
た
東
側
陣
営
に
対
す
る
諜
報
協
力
構
想
も
提
唱
し
た
点
は
注
目
さ
れ

る
べ
き
点
で
あ
る
。
次
節
で
は
本
節
で
明
ら
か
に
な
っ
た
緒
方
の
外
交
構
想
を
、

吉
田
の
外
交
構
想
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
緒
方
流
の
「
戦
後
ア
ジ
ア
主
義
」
的
な

外
交
構
想
を
定
義
す
る
。
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第
三
節

中
国
大
陸
へ
の
関
心
・
無
関
心

緒
方
は
公
職
追
放
中
、
政
権
を
握
っ
て
い
た
吉
田
茂
か
ら
日
本
に
お
け
る
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
（
１０４
）機
関
の
設
立
を
要
請
さ
れ
て
い
た
。
一
九
五
二
年
四
月
に
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
に
調
印
し
、
西
側
陣
営
に
日
本
は
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
中
で
吉
田
は
、
中
国
は
ソ
連
型
共
産
主
義
に
馴
染
む
こ
と
は
な
い
た
め
将
来

東
側
陣
営
か
ら
離
脱
す
る
可
能
性
が
高
く
、
米
英
日
が
対
中
政
策
で
一
致
し
て
中

国
を
自
由
主
義
陣
営
に
引
き
込
む
積
極
的
な
働
き
か
け
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
構

想
を
抱
い
て
い
た
（
１０５
）。
つ
ま
り
、
吉
田
に
と
っ
て
日
本
の
役
割
は
「
中
共
国
民
を
善

導
（
１０６
）」
し
、
自
由
主
義
陣
営
に
引
き
込
む
旗
手
で
あ
っ
た
の
だ
。

そ
の
具
体
策
と
し
て
、
吉
田
は
「
第
五
列
（
１０７
）」
を
利
用
し
た
中
国
「
逆
浸
透
」
に

よ
っ
て
日
本
が
ア
メ
リ
カ
に
貢
献
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
（
１０８
）。
つ
ま
り
、
中
国
と
の

貿
易
に
よ
っ
て
中
国
大
陸
に
浸
透
し
た
日
本
人
が
情
報
活
動
を
行
い
、
中
国
人
を

共
産
党
か
ら
離
反
さ
せ
る
と
い
う
構
想
を
吉
田
が
提
案
し
た
の
だ
（
１０９
）。
そ
こ
で
吉
田

は
逆
浸
透
を
担
う
情
報
機
関
の
設
置
責
任
者
と
し
て
、
東
久
邇
宮
内
閣
期
に
重
光

の
後
継
と
し
て
外
相
に
登
用
さ
れ
て
以
来
交
友
が
続
い
て
い
た
緒
方
に
白
羽
の
矢

を
立
て
る
。
緒
方
は
公
職
追
放
解
除
前
か
ら
ア
メ
リ
カ
側
の
人
物
と
接
触
し
、
情

報
機
関
の
設
置
に
つ
い
て
構
想
を
練
っ
て
い
た
（
１１０
）。
吉
田
は
一
九
五
二
年
四
月
九
日

に
内
閣
調
査
室
（
以
下
、
内
調
）
を
設
置
し
、
内
閣
の
政
策
決
定
に
関
す
る
調
査

を
担
い
、
特
に
ソ
連
中
共
に
対
す
る
情
報
収
集
と
分
析
を
主
な
任
務
と
し
て
い
た
。

そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
緒
方
が
、
五
二
年
一
〇
月
に
衆
議
院
選
挙
で
初
当
選
、
第
四

次
吉
田
内
閣
に
内
閣
官
房
長
官
と
し
て
入
閣
し
、
内
調
の
機
関
を
拡
充
す
る
「
新

情
報
機
関
構
想
」
を
発
表
し
た
（
１１１
）。
新
情
報
機
関
は
内
外
の
情
報
収
集
と
、
国
外
に

対
す
る
宣
伝
で
あ
る
と
公
表
し
、
諜
報
活
動
を
担
う
と
い
う
こ
と
は
明
言
し
て
い

な
か
っ
た
。
し
か
し
水
面
下
で
は
緒
方
は
Ｃ
Ｉ
Ａ
と
の
接
触
を
通
じ
て
、
イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
ス
機
能
を
も
兼
ね
備
え
た
情
報
機
関
へ
と
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
模
索
し

て
い
た
（
１１２
）。

こ
の
新
情
報
機
関
構
想
に
関
し
て
は
、
先
行
研
究
で
は
主
に
二
点
の
見
解
が
あ

る
。
栗
田
氏
は
、
緒
方
が
戦
中
期
に
情
報
局
改
革
で
達
成
で
き
な
か
っ
た
「
思
想

戦
本
部
」
構
想
と
新
情
報
機
関
構
想
で
設
置
し
よ
う
と
画
策
し
て
い
る
機
関
は
、

各
省
庁
か
ら
情
報
を
一
元
的
に
収
集
す
る
と
共
に
組
織
と
し
て
独
立
し
て
い
る
必

要
が
あ
る
点
に
関
し
て
は
同
様
で
あ
る
が
、
戦
前
は
情
報
の
収
集
と
い
う
点
に
重

点
が
置
か
れ
た
の
に
対
し
、
戦
後
は
情
報
の
分
析
に
重
点
が
置
か
れ
た
点
で
相
違

点
が
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
（
１１３
）。
一
方
井
上
氏
は
、
新
情
報
機
関
構
想
は
吉
田
の

「
逆
浸
透
」
構
想
を
実
現
す
る
た
め
の
一
機
関
構
想
で
あ
り
、
中
共
に
対
す
る
諜

報
を
通
じ
て
吉
田
と
緒
方
は
対
米
協
力
を
構
想
し
て
い
た
と
し
て
議
論
を
組
み
立

て
て
い
る
（
１１４
）。
し
か
し
、
本
稿
で
は
緒
方
が
こ
の
情
報
機
関
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、

さ
ら
に
中
共
に
対
す
る
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
て
い
た
の

か
と
い
う
こ
と
を
分
析
し
、
彼
の
外
交
構
想
を
浮
き
彫
り
に
し
た
い
。

一
九
五
三
年
三
月
に
内
調
が
中
国
大
陸
か
ら
の
引
き
揚
げ
者
に
対
す
る
諜
報
計

画
を
実
行
し
て
い
る
こ
と
を
Ｃ
Ｉ
Ａ
が
報
告
し
て
い
る
（
１１５
）。
ま
た
「
緒
方
フ
ァ
イ

ル
」
に
よ
る
と
、
緒
方
が
こ
の
諜
報
計
画
に
対
す
る
援
助
支
援
を
米
に
要
求
し
て

い
る
こ
と
（
１１６
）、
米
は
ソ
連
・
中
国
大
陸
か
ら
の
日
本
人
引
き
揚
げ
者
の
持
つ
情
報
に

直
接
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
最
善
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
緒
方
が
保
持
し
て
お
り
、

ま
た
、
引
き
揚
げ
者
に
対
す
る
諜
報
に
よ
っ
て
米
の
情
報
機
関
を
援
助
し
た
い
と

い
う
こ
と
も
明
言
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
１１７
）。
こ
れ
ら
の
レ
ポ
ー
ト
か
ら
、
緒
方

は
終
始
中
国
大
陸
か
ら
の
引
揚
者
か
ら
情
報
を
得
る
諜
報
活
動
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
そ
れ
は
対
米
協
力
の
た
め
に
ソ
連
や
中
共
の
情
報
を
仕
入
れ
る
（
１１８
）と
い
う
情
報

収
集
と
し
て
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
志
向
し
て
い
た
た
め
、
吉
田
が
構
想
す
る

第
五
列
的
な
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
は
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
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か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
緒
方
の
中
国
大
陸
へ
の
「
無
関
心
」
は
他
の
「
緒
方
フ

ァ
イ
ル
」
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
緒
方
は
Ｃ
Ｉ
Ａ
職
員
に
対
し
て
、「
中
共
か

ら
日
本
に
帰
国
し
た
議
員
と
実
業
家
が
中
共
と
の
貿
易
拡
大
を
要
求
す
る
た
め
に

緒
方
の
下
へ
訪
ね
て
き
た
こ
と
が
大
変
迷
惑
で
あ
っ
た
」
と
漏
ら
し
て
お
り
、
さ

ら
に
緒
方
は
「
中
共
と
の
貿
易
は
日
本
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
得
な
い
」
と
も
発
言
し

て
い
る
（
１１９
）。
一
方
で
彼
は
東
南
ア
ジ
ア
と
の
貿
易
関
係
促
進
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
実
業
家
と
の
会
談
を
受
け
て
、
日
本
に
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
（
国
際
連
合
ア
ジ
ア

極
東
経
済
委
員
会
（
１２０
））
の
支
部
を
作
る
と
い
う
構
想
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
な
ど
（
１２１
）、

東
南
ア
ジ
ア
と
の
貿
易
関
係
構
築
に
は
積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
て
い
た
。

つ
ま
り
、
緒
方
は
吉
田
と
違
っ
て
中
国
大
陸
を
諜
報
活
動
に
よ
っ
て
西
側
陣
営

に
取
り
込
む
こ
と
は
志
向
し
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
貿
易
関
係
す
ら
も
取
り
結
ぶ
こ

と
は
否
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
緒
方
の
中
共
（
共
産
主

義
）
に
対
す
る
「
無
関
心
」
と
同
時
に
、
東
南
ア
ジ
ア
の
開
発
は
日
本
が
責
任
者

と
な
っ
て
推
進
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
緒
方
流
の
「
ア
ジ
ア
主
義
」
構
想
は
戦

前
期
か
ら
継
続
し
て
強
く
保
持
し
て
い
る
（
１２２
）。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
体
制
下
で
は
、
日
本
は
「
米
国
と
の
関
係
を
強
く
」
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、「
共
産
主
義
国
と
の
問
題
は
一
ま
ず
後
回
し
に
し
、
ア
メ

リ
カ
と
十
分
に
諒
解
を
と
げ
た
上
で
、
日
本
の
窓
を
東
南
ア
ジ
ア
の
ほ
う
に
あ
け

て
行
く
」
こ
と
が
必
要
だ
と
緒
方
は
主
張
す
る
。
東
南
ア
ジ
ア
の
開
発
を
通
じ
て

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
「
生
活
水
準
を
あ
げ
て
、
そ
う
し
て
購
買
力
、
消
費
力
を
大

き
く
す
る
。
そ
の
こ
と
が
結
局
日
本
の
新
し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
り
、
日
本
の
経

済
自
立
を
助
け
て
行
く
」
こ
と
に
な
る
（
１２３
）。
ま
た
、
日
本
が
東
南
ア
ジ
ア
へ
と
進
出

す
る
理
由
と
し
て
、
講
和
条
約
に
よ
っ
て
「
西
欧
陣
営
に
は
い
っ
た
」
日
本
は
、

西
側
陣
営
に
属
し
た
が
故
に
「
ア
ジ
ア
か
ら
隔
離
さ
れ
た
ア
ジ
ア
の
孤
児
に
な
っ

て
は
な
」
ら
ず
、
む
し
ろ
「
日
本
が
西
欧
と
ア
ジ
ア
と
の
掛
橋
に
な
」
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
か
ら
で
（
１２４
）、
こ
の
役
割
は
「
ア
ジ
ア
の
こ
と
は
判
ら
な
い
」
ア
メ
リ
カ

で
は
な
く
ア
ジ
ア
に
属
す
る
日
本
担
う
べ
き
で
あ
る
の
だ
。
日
本
が
中
心
と
な
っ

て
「
世
界
の
文
化
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
い
た
東
南
ア
ジ
ア
」
を
開
発
し
、「
繁
栄

を
も
た
ら
す
こ
と
を
得
る
な
ら
ば
、
恐
ら
く
世
界
の
バ
ラ
ン
ス
に
大
い
な
る
変

革
」
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
、「
世
界
平
和
へ
の
唯
一
の
道
」
が
開
け
る
（
１２５
）。
一
方

で
中
共
や
ソ
連
と
の
関
係
は
、
共
産
主
義
国
の
「
歴
史
の
出
来
上
が
り
を
待
」
ち
、

そ
れ
か
ら
国
交
調
整
や
貿
易
改
善
を
実
行
す
る
の
が
良
い
と
い
う
主
張
で
あ
る
（
１２６
）。

緒
方
は
、
ソ
連
の
平
和
攻
勢
に
つ
ら
れ
て
「
ソ
連
と
の
折
衝
に
乗
出
し
て
」
し

ま
う
と
「
ア
メ
リ
カ
の
感
情
を
非
常
に
害
す
る
」
こ
と
に
な
り
、「
ア
メ
リ
カ
と

の
国
交
関
係
を
非
常
に
わ
る
く
」
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
た
め
、
日
本

が
ア
メ
リ
カ
と
の
協
調
関
係
を
破
棄
し
て
し
ま
い
、
結
果
的
に
ソ
連
に
よ
る
「
思

想
工
作
、
思
想
浸
潤
工
作
」
に
よ
っ
て
「
ソ
連
と
い
う
も
の
の
衛
星
」
国
に
な
っ

て
し
ま
う
と
危
惧
し
て
い
る
（
１２７
）。
そ
の
た
め
、
中
ソ
と
の
関
係
改
善
は
棚
上
げ
に
し

て
、
東
南
ア
ジ
ア
へ
と
進
出
し
日
本
の
市
場
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
西
側
陣
営

に
お
い
て
ア
ジ
ア
で
日
本
の
存
在
感
を
強
め
る
と
い
う
外
交
構
想
を
抱
い
て
い
た
。

こ
の
外
交
構
想
は
、
彼
が
公
職
追
放
解
除
後
に
初
の
総
選
挙
を
戦
っ
た
際
に
公

に
打
ち
出
さ
れ
る
。
福
岡
か
ら
出
馬
し
た
緒
方
は
、
中
野
正
剛
の
旧
東
方
会
系
、

頭
山
な
ど
の
旧
玄
洋
社
系
の
地
盤
を
頼
り
に
し
て
い
た
（
１２８
）。
ま
た
、
当
時
は
吉
田
に

対
す
る
対
米
従
属
と
い
う
批
判
、
日
本
の
独
立
達
成
と
い
う
文
脈
か
ら
日
本
の
独

自
外
交
を
主
唱
す
る
有
権
者
も
増
え
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

あ
く
ま
で
も
吉
田
政
権
に
協
力
す
る
緒
方
で
あ
っ
た
が
、
彼
自
身
の
独
自
色
を
出

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
彼
は
「
ア
ジ
ア
主
義
」
的
主
張
を
以
て
吉
田
と
の

違
い
を
出
し
た
。
つ
ま
り
、
対
米
協
力
と
い
う
国
際
関
係
の
中
で
日
本
は
東
南
ア

ジ
ア
に
経
済
的
に
進
出
す
る
、
中
共
と
の
貿
易
は
後
回
し
に
し
て
、
東
南
ア
ジ
ア

で
日
本
が
「
盟
主
」
と
な
り
、
ア
ジ
ア
方
面
に
お
い
て
西
側
陣
営
を
牽
引
す
る
国
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と
な
る
と
い
う
主
張
だ
。
吉
田
茂
が
第
五
次
内
閣
で
辞
職
し
た
後
、
緒
方
が
自
由

党
総
裁
に
な
る
が
彼
の
主
張
は
変
わ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
節
で
は
緒
方
の
「
戦
後
ア
ジ
ア
主
義
」
的
な
外
交
構
想
を
明
ら
か
に
し
た
。

次
章
で
は
、
緒
方
の
「
ア
ジ
ア
主
義
」
的
外
交
構
想
を
、
同
時
代
の
政
治
家
の
外

交
構
想
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
そ
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

第
三
章

戦
後
政
界
で
の
台
頭

第
一
節

冷
戦
の
展
開
と
日
本
政
治

一
九
五
二
年
四
月
二
八
日
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
が
発
効
さ
れ
、
日

本
は
独
立
を
達
成
し
国
際
社
会
に
復
帰
し
た
が
、
冷
戦
が
国
際
情
勢
を
左
右
す
る

中
、
日
本
は
政
治
的
立
ち
位
置
を
ど
こ
に
設
定
す
る
の
か
と
い
う
判
断
に
迫
ら
れ

て
い
た
。
当
時
の
吉
田
茂
政
権
は
、
対
米
協
調
外
交
を
基
軸
に
自
由
主
義
陣
営
に

参
加
す
る
道
を
選
ん
だ
。
一
方
、
同
時
期
の
公
職
追
放
解
除
を
一
つ
の
契
機
と
し

て
、
占
領
期
か
ら
長
期
政
権
を
築
き
上
げ
て
き
た
吉
田
に
対
抗
す
る
、
重
光
葵
・

鳩
山
一
郎
・
石
橋
湛
山
・
河
野
一
郎
・
岸
信
介
な
ど
に
よ
る
反
吉
田
勢
力
が
構
築

さ
れ
る
。
改
進
党
を
作
っ
た
重
光
、
自
由
党
内
で
鳩
山
派
を
形
成
し
た
石
橋
・
河

野
は
、
再
軍
備
問
題
を
回
避
し
て
経
済
復
興
に
専
念
す
る
吉
田
の
外
交
路
線
を
対

米
「
従
属
」
だ
と
批
判
し
、
独
立
国
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
対
米
「
自
主
」
外
交
を

展
開
す
べ
き
だ
と
唱
え
た
。
岸
は
政
界
復
帰
後
に
、「
共
産
主
義
の
侵
略
と
自
由

外
交
の
堅
持
」、「
日
米
経
済
の
提
携
と
ア
ジ
ア
と
の
通
商
」、「
憲
法
改
正
と
独
立

国
家
体
制
の
整
備
」
な
ど
を
掲
げ
た
日
本
再
建
連
盟
を
結
成
し
た
（
１２９
）。
独
立
直
後
は

こ
の
よ
う
に
独
立
達
成
、
公
職
追
放
解
除
、
冷
戦
の
進
展
に
よ
り
日
本
の
国
内
政

治
は
占
領
期
か
ら
長
期
政
権
を
保
っ
た
吉
田
茂
政
権
が
動
揺
す
る
と
い
う
新
た
な

段
階
へ
と
移
行
す
る
。
こ
の
節
で
は
、
独
立
達
成
前
後
か
ら
反
吉
田
の
鳩
山
が
政

権
を
握
る
ま
で
を
概
観
し
、
主
に
吉
田
と
自
由
党
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
、
主
要

な
政
治
家
の
外
交
構
想
を
分
析
し
た
い
。

講
和
後
の
保
守
陣
営
に
お
け
る
反
吉
田
路
線
と
し
て
、
公
職
追
放
解
除
後
に
自

由
党
に
復
帰
し
た
鳩
山
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
石
橋
・
河
野
ら
に
よ
る
自
由
党
内

反
吉
田
派
（
鳩
山
派
）
と
、
五
二
年
二
月
八
日
に
結
成
さ
れ
た
改
進
党
が
代
表
的

な
存
在
で
あ
る
。

鳩
山
派
は
、
吉
田
派
と
の
対
立
が
顕
在
化
す
る
中
、
五
二
年
八
月
二
八
日
の

「
抜
き
打
ち
解
散
」
で
そ
の
対
立
が
頂
点
に
達
し
た
。
鳩
山
派
は
吉
田
路
線
の
外

交
に
批
判
を
強
め
、
石
橋
は
吉
田
路
線
は
「
特
に
対
米
外
交
に
お
い
て
、
必
要
以

上
に
媚
態
的
態
度
を
と
っ
て
い
る
か
に
感
ぜ
ら
れ
る
。
日
本
国
民
と
し
て
の
誇
り

を
自
ら
蔑
ろ
に
し
て
い
る
」
と
批
判
す
る
な
ど
、
吉
田
の
対
米
「
協
調
」
外
交
に

対
す
る
批
判
を
明
言
し
て
い
た
（
１３０
）。
し
か
し
、
結
果
は
自
由
党
が
大
き
く
議
席
を
減

ら
し
た
一
方
、
両
派
社
会
党
・
改
進
党
の
躍
進
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
鳩
山
派

は
自
由
党
内
に
民
主
化
同
盟
を
結
成
、
党
内
野
党
化
し
た
。
吉
田
は
議
会
運
営
の

困
難
か
ら
、
民
主
化
同
盟
に
譲
歩
す
る
形
を
と
り
懐
柔
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
譲
歩
要
件
か
ら
み
る
と
、
反
吉
田
派
は
主
に
吉
田
個
人
に
対
す
る
批
判
が

「
反
」
吉
田
の
根
本
的
な
共
通
点
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
石
橋
は
「
わ
が
国
の
経

済
界
、
こ
と
に
中
小
企
業
者
は
中
共
貿
易
の
増
進
を
熱
望
し
て
い
る
。
し
か
る
に

一
た
び
中
共
の
港
に
入
っ
た
日
本
船
は
、
ア
メ
リ
カ
の
港
に
入
る
こ
と
を
許
さ
れ

な
い
。
中
共
貿
易
の
増
進
が
思
う
に
ま
か
せ
ぬ
理
由
の
一
は
、
こ
こ
に
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
何
の
必
要
が
あ
っ
て
、
米
国
は
そ
う
い
う
こ
と
を
す
る
の
か
、
日

本
人
に
は
判
ら
な
い
。」
と
し
て
、
吉
田
外
交
に
対
す
る
批
判
を
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
中
共
貿
易
を
さ
ら
に
増
進
し
、
対
米
「
従
属
」
か
ら
抜
け
出
し
た
対
米

「
自
主
」
外
交
を
展
開
す
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
（
１３１
）。
要
す
る
に
反
吉
田
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派
は
、
米
軍
に
よ
っ
て
で
は
な
く
日
本
式
の
軍
備
で
日
本
の
安
全
保
障
を
確
保
し
、

か
つ
経
済
発
展
も
ア
メ
リ
カ
の
影
響
を
排
し
て
自
力
で
打
開
す
る
べ
き
で
あ
る
と

い
う
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
発
想
が
根
底
に
あ
り
、
対
米
「
自
主
」
の

外
交
と
再
軍
備
推
進
と
い
う
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
（
１３２
）。

反
吉
田
派
の
民
主
化
同
盟
は
、
五
三
年
三
月
一
四
日
に
院
内
交
渉
団
体
と
し
て

分
派
自
由
党
（
以
下
、
分
自
党
）
を
結
成
し
た
。
同
日
の
「
バ
カ
ヤ
ロ
ー
解
散
」

で
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
、
解
散
総
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
総
選
挙
に
よ
っ
て
自

由
党
は
第
一
党
と
な
っ
た
が
過
半
数
を
割
り
込
ん
だ
。
そ
こ
で
、
不
信
任
案
に
賛

成
し
た
野
党
四
党
（
分
自
党
は
一
八
日
に
鳩
山
を
総
裁
に
し
て
正
式
発
足
し
て
い

た
）
は
改
進
党
総
裁
の
重
光
を
首
班
に
推
す
工
作
を
画
策
し
た
。
し
か
し
、
両
派

社
会
党
や
改
進
党
中
間
派
な
ど
と
重
光
や
分
自
党
の
足
並
み
が
そ
ろ
わ
ず
、
結
局

失
敗
に
終
わ
っ
た
（
１３３
）。
そ
の
結
果
、
第
五
次
吉
田
内
閣
が
自
由
党
単
独
与
党
と
し
て

発
足
し
た
が
少
数
派
政
権
と
な
っ
た
。

同
時
期
の
五
三
年
三
月
五
日
、
ソ
連
の
ス
タ
ー
リ
ン
死
去
を
契
機
と
し
て
朝
鮮

休
戦
の
動
き
が
本
格
化
す
る
。
休
戦
の
本
格
化
は
国
内
政
治
に
大
き
な
波
紋
を
及

ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
朝
鮮
戦
争
に
よ
る
特
需
に
依
存
し
て
大
い
に
潤
っ
て
い
た
日

本
の
経
済
界
が
、
特
需
の
減
少
に
よ
っ
て
動
揺
し
た
。
時
の
政
権
の
吉
田
内
閣
蔵

相
池
田
勇
人
は
こ
の
事
態
に
対
処
す
る
経
済
政
策
を
求
め
ら
れ
た
。
吉
田
と
池
田

は
Ｍ
Ｓ
Ａ
援
助
を
軍
事
援
助
と
し
て
捉
え
ず
、
経
済
援
助
と
し
て
受
け
入
れ
る
方

針
を
立
て
た
（
１３４
）。
七
月
二
八
日
の
朝
鮮
休
戦
を
受
け
て
、
日
本
国
内
で
は
中
国
貿
易

に
対
す
る
期
待
が
高
ま
り
、
二
九
日
に
衆
議
院
、
三
〇
日
に
参
議
院
で
「
日
中
貿

易
促
進
決
議
」
が
可
決
さ
れ
（
１３５
）、
一
〇
月
二
九
日
に
は
第
二
次
日
中
民
間
貿
易
協
定

が
締
結
さ
れ
た
。
し
か
し
、
五
三
年
当
時
は
中
国
貿
易
の
有
無
は
対
米
自
立
と
非

軍
事
化
を
意
味
す
る
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
政
党
の
勢
力
図
が
変
わ
る
ほ
ど
の
決

定
的
な
要
素
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
Ｍ
Ｓ
Ａ
援
助
を
受
け
入
れ
る

か
否
か
で
対
米
自
主
・
再
軍
備
と
い
う
政
局
が
左
右
さ
れ
た
の
だ
（
１３６
）。
先
述
し
た
よ

う
に
、
吉
田
と
反
吉
田
と
い
う
保
守
内
対
立
は
、
軍
事
経
済
両
面
で
ア
メ
リ
カ
の

援
助
に
頼
っ
て
い
た
吉
田
に
対
し
て
、
鳩
山
ら
反
吉
田
派
は
自
力
で
可
能
な
範
囲

で
再
軍
備
と
経
済
発
展
を
行
う
こ
と
で
対
米
「
自
主
」
外
交
を
推
進
す
る
と
い
う

方
針
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
Ｍ
Ｓ
Ａ
援
助
を
経
済
援
助
と
し
て
受
け
入
れ
よ
う
と

す
る
吉
田
に
対
し
て
、
反
吉
田
派
は
あ
く
ま
で
も
こ
れ
を
軍
事
援
助
と
し
て
受
け

入
れ
て
再
軍
備
推
進
の
機
会
に
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
経
済
援
助
と
し
て
受
け
入

れ
る
な
ら
ば
Ｍ
Ｓ
Ａ
援
助
は
受
け
る
必
要
が
無
い
と
主
張
し
て
い
た
。
し
か
し
、

Ｍ
Ｓ
Ａ
援
助
協
定
が
締
結
さ
れ
た
の
は
五
四
年
三
月
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
特
需

の
減
少
に
早
く
対
応
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
さ
ら
に
Ｍ
Ｓ
Ａ
援
助
に
よ
っ
て
定
め

ら
れ
た
域
外
調
達
額
の
一
億
ド
ル
を
し
の
ぐ
ほ
ど
特
需
が
減
少
し
た
。
そ
こ
で
吉

田
内
閣
は
援
助
に
頼
る
よ
り
も
、
正
常
貿
易
に
よ
る
国
際
収
支
の
均
衡
を
迫
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
将
来
は
再
軍
備
に
よ
っ
て
自
主
防
衛
を
確
立
し
、
対

米
自
主
と
し
て
日
本
を
「
独
立
」
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
見
込
ん
で
い
た
が
、
当

面
の
間
は
ア
メ
リ
カ
の
経
済
援
助
を
当
て
と
し
た
経
済
成
長
を
目
指
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
議
会
運
営
に
困
難
を
抱
え
て
い
た
吉
田
内
閣
は
、
一
一
月
二
九

日
に
分
自
党
の
鳩
山
ら
を
自
由
党
に
復
党
さ
せ
、
吉
田
政
権
の
基
盤
を
安
定
さ
せ

よ
う
と
試
み
た
（
１３７
）。

一
方
で
同
年
五
月
に
は
イ
ン
ド
シ
ナ
休
戦
に
よ
っ
て
、
実
質
的
に
東
南
ア
ジ
ア

で
の
西
側
陣
営
の
敗
北
が
決
定
す
る
と
い
う
国
際
情
勢
の
激
変
が
巻
き
起
こ
り
、

国
内
政
治
に
も
そ
の
余
波
が
押
し
寄
せ
る
。
自
由
党
池
田
幹
事
長
は
「
イ
ン
ド
シ

ナ
休
戦
を
契
機
」
に
東
南
ア
ジ
ア
で
の
「
ア
メ
リ
カ
の
巻
き
返
し
政
策
が
失
敗
し

中
共
の
発
言
権
が
増
大
し
」
て
い
る
た
め
「
従
来
の
よ
う
に
右
か
左
か
と
は
っ
き

り
割
り
切
っ
た
考
え
は
再
検
討
す
べ
き
と
き
が
来
た
と
思
う
（
１３８
）」
と
発
言
し
た
。
こ

の
後
池
田
幹
事
長
主
導
の
下
、
五
四
年
三
月
一
二
日
に
自
由
党
内
に
設
置
さ
れ
て
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い
た
外
交
調
査
会
は
「
事
情
の
許
す
限
り
中
共
と
の
関
係
を
調
整
」
し
、「
中
共

と
の
貿
易
」
は
「
ア
メ
リ
カ
、
コ
コ
ム
等
と
協
議
の
上
、
積
極
的
に
こ
れ
が
増
大

を
図
る
」
と
主
張
し
た
（
１３９
）。

イ
ン
ド
シ
ナ
休
戦
を
受
け
て
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
米
大
統
領
は
ド
ミ
ノ
理
論
に

基
づ
い
て
共
産
主
義
が
イ
ン
ド
シ
ナ
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
全
域
に
広
が
り
、
さ
ら
に

周
辺
地
域
に
波
及
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
も
し
東
南
ア
ジ
ア
が
共
産
化
す
れ
ば
日
本

も
必
要
上
共
産
化
す
る
で
あ
ろ
う
と
発
言
（
１４０
）し
た
こ
と
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
ア
メ
リ

カ
の
外
交
政
策
・
対
日
政
策
が
動
揺
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
東
南
ア

ジ
ア
の
共
産
化
と
中
ソ
の
平
和
攻
勢
に
よ
っ
て
日
本
が
中
立
化
ま
た
は
共
産
化
す

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
を
持
ち
始
め
、
日
本
に
対
す
る
経
済
的
支
援
を
模

索
す
る
と
と
も
に
日
本
国
内
に
強
い
保
守
政
権
が
成
立
す
る
こ
と
を
希
望
し
た
（
１４１
）。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
吉
田
首
相
は
欧
米
各
国
を
外
遊
し
に
行
く
。
吉
田

は
、
一
一
月
に
ア
メ
リ
カ
へ
立
ち
寄
っ
た
際
「
ア
ジ
ア
版
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
」

を
ア
メ
リ
カ
に
要
望
す
る
。
つ
ま
り
、
中
共
が
経
済
発
展
を
遂
げ
て
し
ま
う
前
に

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
へ
ア
メ
リ
カ
の
資
金
を
利
用
し
て
援
助
を
す
る
こ
と
で
、
自
由

主
義
陣
営
に
引
き
込
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
日
本
は
工
業
国
と
し
て
全
面
的

に
技
術
的
協
力
を
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
ア
ジ
ア
版
マ
ー
シ
ャ
ル

プ
ラ
ン
」
構
想
は
発
表
し
た
場
所
が
ワ
シ
ン
ト
ン
で
あ
っ
た
た
め
、
ア
メ
リ
カ
に

配
慮
し
た
形
で
中
共
貿
易
な
ど
に
つ
い
て
の
発
言
は
少
な
か
っ
た
が
、
吉
田
の
発

言
に
は
緒
方
が
唱
え
る
東
南
ア
ジ
ア
進
出
と
類
似
し
た
点
を
見
出
せ
る
（
１４２
）。
こ
の
時

期
は
雪
解
け
（
デ
タ
ン
ト
）
と
い
う
時
代
背
景
が
影
響
し
、
共
産
主
義
が
日
本
に

「
浸
透
」
す
る
可
能
性
が
あ
る
日
中
貿
易
に
関
し
て
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
は
消
極
的

姿
勢
を
見
せ
ら
れ
、
国
内
的
に
は
吉
田
の
「
逆
浸
透
」
を
念
頭
に
お
い
た
中
共
貿

易
に
対
す
る
硬
直
性
に
批
判
も
出
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
（
１４３
）。
そ
の
た
め
、
彼

は
日
米
双
方
に
と
っ
て
「
安
全
地
帯
」
と
も
い
え
る
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
進
出
を
強

調
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
吉
田
は
帰
国
後
、
造
船
疑
獄
に
よ
り
そ
の
政
治

基
盤
を
弱
め
、
五
四
年
一
二
月
七
日
に
吉
田
内
閣
は
総
辞
職
し
た
。
一
〇
日
に
は

日
本
民
主
党
の
鳩
山
を
首
班
に
第
一
次
鳩
山
内
閣
が
成
立
し
た
。
野
党
と
な
っ
た

自
由
党
は
吉
田
茂
が
総
裁
を
引
退
し
、
緒
方
が
総
裁
職
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ

た
。こ

の
よ
う
に
、
東
南
ア
ジ
ア
が
日
米
双
方
に
と
っ
て
観
点
は
違
え
ど
も
利
害
が

一
致
す
る
場
と
な
っ
て
き
た
時
期
に
緒
方
は
自
由
党
を
引
き
継
い
だ
。
そ
の
自
由

党
は
「
対
中
ソ
貿
易
が
決
し
て
日
本
経
済
の
自
立
と
安
定
に
決
定
的
に
役
立
つ
も

の
で
な
い
」
た
め
東
南
ア
ジ
ア
と
の
貿
易
関
係
を
強
化
す
る
。
そ
の
た
め
に
、

「
東
南
ア
ジ
ア
全
体
を
包
摂
す
る
多
角
的
決
済
関
係
（
欧
州
決
済
同
盟
の
如
き
も

の
）
の
設
定
を
推
進
」
し
、「
ア
メ
リ
カ
の
東
南
ア
ジ
ア
開
発
援
助
計
画
に
」
協

力
し
て
「
進
ん
で
ア
ジ
ア
、
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
、
多
角
決
済
同
盟
の
如
き
構
想

を
実
現
」
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
日
本
と
「
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
共
存
共
栄
体

制
は
著
し
く
強
化
さ
れ
、
又
ア
ジ
ア
経
済
に
お
け
る
」
日
本
の
地
位
を
重
く
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
と
明
言
す
る
。
日
本
民
主
党
に
対
し
て
は
、「
精
神
分
裂
的
で

統
一
し
た
政
策
は
無
」
い
た
め
、
共
産
圏
か
ら
「
平
和
攻
勢
の
楔
を
打
ち
込
」
ま

れ
る
こ
と
に
な
り
、「
自
由
主
義
諸
国
に
対
し
て
は
わ
が
国
に
対
す
る
信
頼
感
を

著
し
く
失
わ
」
せ
る
こ
と
に
な
る
と
批
判
す
る
。
あ
く
ま
で
も
自
由
党
は
「
一
貫

し
て
、
自
由
主
義
諸
国
と
の
協
力
親
善
を
基
調
と
し
、
中
共
、
ソ
連
に
対
し
て
は
、

こ
の
基
調
の
上
に
立
っ
て
、
貿
易
問
題
」
な
ど
「
個
々
の
問
題
を
具
体
的
に
解
決

す
る
と
い
う
方
針
」
を
堅
持
す
る
と
し
て
い
る
（
１４４
）。
こ
の
政
策
方
針
で
は
、
吉
田
・

池
田
が
唱
え
た
中
共
と
の
貿
易
関
係
推
進
に
つ
い
て
は
後
退
し
て
い
る
。
逆
に
、

東
南
ア
ジ
ア
に
進
出
す
る
理
由
を
中
共
と
の
貿
易
よ
り
も
市
場
規
模
が
大
き
い
こ

と
な
ど
か
ら
導
き
だ
し
、
中
共
・
ソ
連
と
の
貿
易
関
係
は
積
極
的
に
は
進
展
さ
せ

ず
、
か
つ
包
括
的
な
政
治
交
渉
を
し
な
い
と
い
う
主
張
は
、
緒
方
の
東
南
ア
ジ
ア
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重
視
・
中
共
「
無
関
心
」
の
外
交
構
想
に
近
似
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
吉
田
政
権
は
独
立
達
成
後
に
国
内
外
の
政
治
状
況
が
大
き
く
変

化
し
た
こ
と
で
政
権
を
明
け
渡
す
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
吉
田
が
自
由
党
総
裁

を
引
退
し
た
こ
と
で
緒
方
が
自
由
党
総
裁
に
就
任
し
た
た
め
、
自
由
党
で
は
吉
田

の
政
治
主
張
が
後
景
に
追
い
や
ら
れ
、
緒
方
の
政
治
主
張
が
全
面
に
押
し
出
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
節
で
は
、
独
立
達
成
後
か
ら
吉
田
が
政
権
を
失
う
ま
で
の
国
内
外
の
政
治

過
程
を
概
観
す
る
こ
と
で
、
日
本
国
内
で
ア
ジ
ア
認
識
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

き
た
か
を
論
じ
た
。
次
節
で
は
、
政
権
を
握
っ
た
鳩
山
を
中
心
に
重
光
葵
と
岸
信

介
の
外
交
構
想
に
焦
点
を
当
て
て
分
析
す
る
こ
と
で
、
緒
方
の
外
交
構
想
の
特
長

を
明
ら
か
に
す
る
。

第
二
節

保
守
政
治
家
の
外
交
構
想

日
本
民
主
党
総
裁
の
鳩
山
は
吉
田
と
の
対
立
か
ら
吉
田
と
反
対
の
政
治
方
針
を

表
明
し
て
い
た
が
、
こ
の
鳩
山
は
政
権
を
握
る
直
前
に
「
吉
田
君
の
や
り
方
は
間

違
っ
て
い
る
」
と
い
う
文
章
の
中
で
、「
外
交
の
主
眼
は
…
平
和
外
交
で
あ
る
」

と
し
、
中
ソ
と
の
戦
争
状
態
を
終
結
さ
せ
る
こ
と
が
最
重
要
で
あ
る
と
す
る
。
そ

の
理
由
は
、「
自
由
主
義
国
家
が
お
互
い
に
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
」
経
済
関
係

ま
で
も
持
っ
て
は
な
ら
な
い
ほ
ど
共
産
勢
力
と
対
立
を
す
る
と
、「
経
済
問
題
で

共
産
主
義
の
国
家
を
逼
迫
す
る
と
い
う
結
果
に
な
り
、
戦
争
を
誘
発
す
る
危
険
が

あ
る
。
戦
争
を
誘
発
す
る
原
因
を
除
去
す
る
上
か
ら
も
ソ
連
や
中
共
と
日
本
と
は

自
由
に
貿
易
の
し
得
る
よ
う
な
状
態
に
持
っ
て
行
く
と
い
う
こ
と
が
外
交
の
方
針

で
あ
る
べ
き
」
だ
と
主
張
す
る
（
１４５
）。
ま
た
、
日
本
民
主
党
結
成
大
会
で
も
鳩
山
は
、

「
私
は
共
産
主
義
に
は
反
対
で
」
あ
る
と
し
つ
つ
も
「
共
産
主
義
国
家
な
る
理
由

だ
け
で
交
通
貿
易
を
禁
ず
る
理
由
は
な
い
と
信
ず
る
」
と
述
べ
、「
ソ
連
、
中
共

と
交
通
貿
易
を
好
ま
ぬ
現
政
府
の
や
り
方
と
は
、
私
は
は
っ
き
り
正
反
対
の
意
見

を
も
っ
て
い
る
」
と
表
明
し
て
い
る
（
１４６
）。
こ
の
外
交
構
想
は
民
主
党
の
政
策
に
も
盛

り
込
ま
れ
、「
す
べ
て
の
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
善
隣
友
好
と
経
済
連
携
を
促
進
し
、

以
て
ア
ジ
ア
の
自
由
と
繁
栄
に
協
力
す
る
」
と
い
う
自
主
外
交
を
推
進
す
る
こ
と

を
表
明
し
た
（
１４７
）。
こ
の
中
ソ
と
の
関
係
改
善
に
積
極
的
に
な
る
機
運
は
、
五
四
年
七

月
の
イ
ン
ド
シ
ナ
休
戦
と
、
そ
れ
に
伴
う
中
ソ
の
平
和
攻
勢
で
あ
っ
た
。
社
会
党

は
「
自
主
中
立
」
を
掲
げ
、
中
ソ
と
の
貿
易
拡
大
や
国
交
調
整
を
推
進
し
て
い
く

と
明
言
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
鳩
山
民
主
党
と
比
較
的
外
交
政
策
が
近
い
こ
と
も

あ
り
、
鳩
山
首
班
に
協
力
し
た
（
１４８
）。

鳩
山
内
閣
で
は
、
外
相
の
重
光
は
対
ソ
交
渉
で
は
あ
く
ま
で
も
対
米
協
力
が
必

要
で
あ
る
と
の
認
識
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
対
ソ
交
渉
に
つ
い
て
鳩
山
路
線
と
は

一
線
を
画
し
た
政
治
的
立
場
で
あ
っ
た
。
武
田
知
己
氏
の
分
析
に
よ
る
と
、
重
光

は
、
元
々
対
ソ
強
硬
・
反
共
主
義
で
あ
っ
た
た
め
、
日
ソ
交
渉
を
始
め
と
す
る
外

交
構
想
で
社
会
党
に
接
近
す
る
鳩
山
に
不
信
感
を
持
っ
て
い
た
（
１４９
）。
台
湾
政
府
を
承

認
し
つ
つ
も
日
本
が
中
国
大
陸
へ
進
出
す
る
こ
と
を
ジ
ョ
ン
・
ア
リ
ソ
ン
駐
日
大

使
に
進
言
し
、
さ
ら
に
、
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
に
関
し
て
ア
リ
ソ
ン
か
ら
好
感
触
を

得
た
た
め
、
日
米
共
同
の
東
南
ア
ジ
ア
開
発
も
提
案
し
た
。
つ
ま
り
、
西
欧
自
由

諸
国
と
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
「
橋
渡
し
役
」
と
し
て
国
際
社
会
上
の
日
本
の
地
位
を

確
立
し
よ
う
と
し
て
い
た
（
１５０
）。
こ
の
よ
う
な
重
光
の
国
際
情
勢
認
識
と
外
交
構
想
は

具
体
的
に
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
か
。
彼
は
「
ア
ジ
ア
を
経
済
的
に
握
っ
て

い
る
も
の
が
あ
る
意
味
に
お
い
て
世
界
を
制
す
る
」
と
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
市
場

を
求
め
て
ア
ジ
ア
に
進
出
し
よ
う
と
躍
起
に
な
っ
て
い
る
た
め
、「
ア
ジ
ア
を

握
っ
た
も
の
」
が
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
力
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
分
析
す
る
。
さ
ら
に
「
日
本
は
人
口
問
題
で
貿
易
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
」
た
め
、「
東
南
ア
ジ
ア
と
の
貿
易
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
に
致
命
的
な
重
要

性
を
も
つ
も
の
で
、
そ
こ
に
ソ
連
な
り
そ
の
他
の
国
が
力
を
向
け
て
日
本
の
東
南

ア
ジ
ア
に
対
す
る
経
済
力
を
制
し
て
い
っ
た
な
ら
ば
、
日
本
は
ぐ
う
の
音
も
出
な

い
」
ほ
ど
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
日
本
は
自
由
主
義
陣
営
に
属
し
て
い
る
の

で
「
い
ま
さ
ら
中
立
政
策
で
あ
る
と
か
、
中
間
的
の
態
度
や
政
策
を
や
れ
ば
…
国

際
信
用
を
失
墜
す
る
よ
う
な
こ
と
は
厳
に
つ
つ
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
主

張
す
る
。
そ
し
て
、「
ア
メ
リ
カ
と
の
協
力
関
係
を
外
交
の
基
調
」
に
し
て
、「
日

本
は
ア
ジ
ア
の
大
国
と
し
て
、
ア
ジ
ア
の
安
定
と
平
和
と
に
貢
献
す
る
た
め
に
他

の
ア
ジ
ア
国
と
友
好
的
に
協
力
」
す
る
よ
う
な
外
交
構
想
を
取
っ
て
い
く
と
明
言

し
て
い
る
（
１５１
）。
ま
た
、
中
ソ
と
の
外
交
調
整
に
つ
い
て
は
自
由
主
義
陣
営
と
の
協
調

関
係
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
矛
盾
し
た
政
策
で
は
な
い
と
す
る
。
つ
ま
り
、

「
自
由
諸
国
と
の
国
際
義
務
お
よ
び
協
調
の
精
神
に
反
し
な
い
範
囲
で
」
中
ソ
貿

易
を
拡
大
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
中
ソ
貿
易
拡
大
の
理
由
は
、
日
本
が
Ｇ

Ａ
Ｔ
Ｔ
へ
正
式
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
自
由
競
争
経
済
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
貿
易
国
で
あ
る
日
本
は
、
東
南
ア
ジ
ア
と
中
ソ
貿
易
を
基
に
自
由
競
争
経

済
に
耐
え
う
る
経
済
体
制
を
作
り
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
１５２
）。

以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
、
重
光
は
自
由
主
義
陣
営
の
日

本
は
ア
メ
リ
カ
と
の
協
調
を
前
提
と
し
て
中
ソ
と
の
関
係
調
整
を
行
い
、
か
つ
東

南
ア
ジ
ア
へ
の
進
出
に
よ
っ
て
日
本
の
国
際
的
地
位
を
高
め
る
と
共
に
日
本
の
経

済
基
盤
を
東
南
ア
ジ
ア
に
見
出
そ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
重
光
の
「
戦
後

ア
ジ
ア
主
義
」
が
彼
の
外
交
構
想
の
基
調
と
な
っ
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
岸
信
介
は
ど
の
よ
う
な
政
治
方
針
を
取
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

彼
は
日
本
民
主
党
で
は
幹
事
長
を
務
め
て
い
た
が
、
ま
ず
岸
に
関
し
て
注
目
す
べ

き
点
と
し
て
、
鳩
山
よ
り
も
緒
方
の
方
に
信
頼
を
お
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
彼
は
鳩
山
内
閣
が
成
立
し
た
直
後
の
五
四
年
一
一
月
二
六
日
に
ア
メ
リ
カ
大

使
館
一
等
書
記
官
ウ
イ
リ
ア
ム
・
レ
オ
ン
ハ
ー
ト
と
会
談
し
た
際
、
鳩
山
の
指
導

力
に
不
信
感
を
抱
い
て
お
り
、
鳩
山
よ
り
も
緒
方
の
方
が
指
導
者
と
し
て
は
信
頼

が
お
け
る
と
い
う
こ
と
を
漏
ら
し
て
い
る
（
１５３
）。
さ
ら
に
こ
の
会
談
で
岸
は
、
日
ソ
関

係
に
関
し
て
は
主
要
国
の
内
で
ソ
連
と
国
交
が
な
い
の
が
日
本
だ
け
で
あ
る
の
は

不
当
で
あ
る
か
ら
こ
れ
を
正
そ
う
と
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
、
日
中

貿
易
に
関
し
て
は
そ
の
増
進
よ
り
も
自
由
主
義
国
と
の
間
で
自
由
な
通
商
が
行
え

る
こ
と
の
方
が
重
要
だ
と
述
べ
て
い
る
。

五
五
年
八
月
三
一
日
に
、
岸
は
駐
日
大
使
ア
リ
ソ
ン
と
会
談
し
た
。
そ
の
会
談

で
岸
は
、
日
本
経
済
の
不
安
定
が
目
下
第
一
の
懸
案
で
あ
っ
て
、
経
済
の
安
定
化

無
し
に
共
産
諸
国
と
の
対
決
や
保
守
合
同
、
ア
メ
リ
カ
と
の
新
た
な
同
盟
（new

alliance

）
の
構
築
に
関
し
て
協
議
し
て
も
埒
が
明
か
な
い
と
述
べ
る
。
そ
し
て

東
南
ア
ジ
ア
へ
の
日
本
市
場
の
拡
大
や
中
共
と
の
貿
易
拡
大
と
い
う
基
本
的
な
問

題
は
解
決
し
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
特
需
の
減
少
に
よ
っ
て
工
業
が
衰
退
し
て
い
る

の
で
、
ア
メ
リ
カ
は
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
軍
事
援
助
を
通
じ
て
日
本
の
軍
需
産
業
を

活
性
化
さ
せ
て
ほ
し
い
と
述
べ
て
い
る
（
１５４
）。

岸
に
と
っ
て
ソ
連
と
の
国
交
調
整
と
中
共
と
の
貿
易
増
進
は
日
本
の
国
際
的
地

位
を
高
め
る
た
め
に
必
要
な
手
段
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
通
じ
た
ソ
連
と
中
共
へ

の
日
本
の
市
場
拡
大
は
積
極
的
に
は
志
向
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
む
し
ろ
日

本
は
「
ア
ジ
ア
の
最
も
進
ん
だ
工
業
国
と
し
て
」
東
南
ア
ジ
ア
に
進
出
し
、
日
本

の
市
場
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際
共
産
主
義
の
挑
戦
に

対
処
す
る
の
を
助
け
る
」
役
割
を
自
由
主
義
陣
営
の
中
で
担
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

独
立
国
日
本
の
「
自
主
外
交
」
を
展
開
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
（
１５５
）。

独
立
国
と
し
て
の
国
際
的
地
位
を
確
保
し
た
い
岸
は
「
自
主
外
交
」
と
い
う
観

点
か
ら
形
式
上
は
中
ソ
と
の
関
係
改
善
を
図
る
が
、
外
交
政
策
の
重
点
は
東
南
ア

ジ
ア
に
置
い
て
い
た
と
言
っ
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
岸
は
内
閣
を
組
織
し
た
際
に
、
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「
日
本
が
「
ア
ジ
ア
の
日
本
」
で
あ
っ
て
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
開
発
と
繁
栄
の
た
め

に
日
本
が
経
済
外
交
を
推
進
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
米
国

が
こ
れ
に
協
力
し
て
く
れ
な
け
れ
ば
困
る
（
１５６
）」
よ
う
な
地
位
を
築
く
こ
と
で
ア
メ
リ

カ
と
の
外
交
交
渉
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た

外
交
構
想
は
緒
方
の
そ
れ
と
親
和
性
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
実
際
緒
方
は
自
身

が
も
し
内
閣
を
組
織
し
た
際
は
、
岸
を
外
相
に
据
え
る
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
（
１５７
）。

さ
て
、
第
一
節
と
第
二
節
で
は
主
に
、
吉
田
、
鳩
山
、
重
光
、
岸
の
外
交
構
想

を
中
ソ
関
係
と
東
南
ア
ジ
ア
と
い
う
観
点
で
見
て
き
た
。
対
米
協
調
を
基
礎
に
置

く
中
で
中
ソ
と
の
関
係
を
改
善
す
る
と
い
う
大
枠
の
方
針
は
皆
一
致
し
て
い
る
。

し
か
し
、
吉
田
は
中
共
貿
易
を
通
じ
た
中
国
「
逆
浸
透
」
に
よ
っ
て
中
共
を
自
由

主
義
陣
営
に
「
寝
返
ら
す
」
こ
と
を
狙
い
つ
つ
、
満
州
な
ど
の
大
規
模
な
市
場
獲

得
を
目
論
ん
で
い
た
。
鳩
山
は
吉
田
と
の
対
立
が
根
本
に
あ
り
つ
つ
、
鳩
山
は
政

権
基
盤
が
弱
か
っ
た
た
め
国
民
の
支
持
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
比
較
的
両
派
社

会
党
に
接
近
し
た
政
策
を
と
っ
た
。
そ
の
結
果
、
中
共
と
は
貿
易
を
始
め
民
間
レ

ベ
ル
で
の
経
済
交
流
や
文
化
交
流
を
漸
進
的
に
発
展
さ
せ
、
最
終
的
に
は
国
交
の

回
復
ま
で
持
っ
て
い
く
と
い
う
「
積
上
げ
」
方
式
を
目
論
み
、
ソ
連
と
は
「
平
和

外
交
」
実
現
の
た
め
に
関
係
改
善
に
奔
走
し
た
（
１５８
）。
一
方
、
重
光
は
鳩
山
内
閣
の
外

相
で
あ
り
な
が
ら
首
相
と
は
違
う
外
交
構
想
を
持
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
米
英
と

の
協
調
の
中
で
中
ソ
と
の
関
係
改
善
を
行
い
、
か
つ
東
南
ア
ジ
ア
へ
進
出
す
る
と

い
う
重
光
流
の
「
戦
後
ア
ジ
ア
主
義
」
が
底
流
す
る
外
交
構
想
で
あ
っ
た
。
ま
た

岸
も
重
光
の
そ
れ
と
近
い
も
の
が
あ
っ
た
。
中
ソ
と
の
関
係
改
善
は
日
本
の
国
際

的
地
位
の
向
上
の
一
手
段
で
あ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
へ
と
「
先
進
国
」
日
本
が
進
出

す
る
こ
と
で
対
米
「
自
主
外
交
」
を
展
開
す
る
と
い
う
の
が
岸
流
の
「
戦
後
ア
ジ

ア
主
義
」
で
あ
っ
た
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
緒
方
は
岸
流
の
「
ア
ジ
ア
主
義
」
外
交
に
近
い
構
想
を

持
っ
て
い
た
。
重
光
と
は
戦
前
期
か
ら
続
く
対
立
が
あ
っ
た
た
め
、
接
近
し
な

か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
緒
方
が
岸
に
外
相
を
打
診
し
て
い
た
と
い
う
事
実
は

興
味
深
い
。

本
節
ま
で
の
検
討
に
よ
っ
て
、
緒
方
の
「
戦
後
ア
ジ
ア
主
義
」
的
な
外
交
構
想

を
、
吉
田
・
鳩
山
・
重
光
・
岸
の
外
交
構
想
と
の
比
較
か
ら
政
治
史
の
中
に
位
置

で
付
け
た
。
次
節
以
降
で
は
、
こ
の
緒
方
外
交
構
想
を
基
に
彼
の
政
治
的
評
価
を

再
検
討
し
、
新
た
な
政
治
家
緒
方
竹
虎
像
を
提
示
し
た
い
。

第
三
節

緒
方
の
隆
盛
と
そ
の
後

緒
方
は
保
守
合
同
の
立
役
者
の
一
人
で
あ
る
と
共
に
、
鳩
山
の
後
を
継
い
で
自

民
党
の
総
裁
と
な
り
、
総
理
大
臣
に
な
る
人
物
で
あ
る
と
目
さ
れ
て
い
た
が
、
自

民
党
結
党
の
約
一
か
月
後
に
急
死
し
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
先
行
研
究
で
は
緒

方
の
評
価
と
し
て
、
次
期
首
相
を
目
前
に
し
て
急
死
し
た
政
治
家
で
あ
る
と
い
う

も
の
に
終
始
し
、
彼
の
死
後
に
ま
で
分
析
時
期
を
広
げ
て
い
な
い
（
１５９
）。
そ
こ
で
本
節

で
は
、
保
守
合
同
に
至
る
政
治
過
程
に
始
ま
り
、
緒
方
の
死
去
か
ら
約
一
年
後
の

石
橋
内
閣
・
岸
内
閣
成
立
ま
で
を
分
析
対
象
と
す
る
こ
と
で
、
緒
方
の
政
治
的
評

価
を
再
検
討
す
る
。

保
守
合
同
に
関
し
て
は
中
北
氏
を
始
め
と
し
て
、
実
証
的
な
先
行
研
究
が
分
厚

い
分
野
で
あ
り
付
け
加
え
る
こ
と
は
ほ
ぼ
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
そ
の
研
究
成

果
に
則
り
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
緒
方
の
政
治
的
性
格
か
ら
彼
が
日
本
政
治
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
す
る
。

日
本
は
独
立
達
成
後
、
冷
戦
の
展
開
と
と
も
に
国
内
政
治
も
動
揺
し
た
。
一
九

五
三
年
の
朝
鮮
休
戦
に
よ
る
特
需
の
減
少
と
ス
タ
ー
リ
ン
の
死
、
五
四
年
の
イ
ン

ド
シ
ナ
休
戦
に
端
を
発
す
る
緊
張
緩
和
の
風
潮
に
よ
っ
て
、
国
内
の
左
派
が
支
持
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を
伸
ば
し
て
い
た
。
保
守
合
同
は
こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
下
に
進
め
ら
れ
た
。

五
三
年
末
、
特
需
の
減
少
に
よ
る
国
際
収
支
の
悪
化
に
よ
っ
て
緒
方
と
改
進
党
の

芦
田
均
は
会
談
を
行
い
、
保
守
合
同
に
よ
っ
て
経
済
危
機
を
打
開
す
る
強
力
な
保

守
政
権
を
作
る
必
要
が
あ
る
と
意
見
を
交
換
し
、
こ
こ
か
ら
保
守
合
同
の
動
き
か

始
ま
っ
て
い
く
（
１６０
）。
五
四
年
三
月
二
八
日
に
は
「
緒
方
構
想
」
と
い
う
緒
方
の
私
見

が
公
開
さ
れ
、
新
党
結
成
促
進
協
議
会
な
ど
も
組
織
さ
れ
た
（
１６１
）。「
緒
方
構
想
」
は

「
自
由
党
も
改
進
党
も
解
党
し
て
新
し
い
保
守
政
党
を
作
」
る
と
共
に
「
総
裁
は

…
選
挙
の
形
」、
つ
ま
り
公
選
の
形
を
取
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（
１６２
）。
こ
の
時
期

は
ま
だ
鳩
山
ら
が
民
主
党
を
結
成
し
て
い
な
か
っ
た
段
階
だ
っ
た
た
め
自
由
党
と

改
進
党
の
合
同
を
目
標
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
自
由
党
か
ら
は
緒
方
派
・
岸

派
・
石
橋
派
、
改
進
党
か
ら
は
芦
田
派
な
ど
保
守
合
同
に
積
極
的
な
姿
勢
を
取
っ

た
人
物
が
新
党
結
成
促
進
協
議
会
を
結
成
し
た
（
１６３
）。
し
か
し
、
改
進
党
側
か
ら
、
吉

田
首
班
に
反
発
す
る
動
き
が
見
ら
れ
自
由
党
内
の
意
見
調
整
に
手
間
取
っ
た
こ
と

や
、
緒
方
と
改
進
党
の
芦
田
や
重
光
と
の
間
に
す
れ
違
い
が
生
じ
た
こ
と
な
ど
が

原
因
と
な
っ
て
、
緒
方
は
五
月
中
旬
に
は
新
党
交
渉
を
停
止
し
た
（
１６４
）。
そ
の
後
、

岸
・
石
橋
・
芦
田
ら
が
中
心
と
な
っ
て
新
党
結
成
促
進
協
議
会
を
新
党
結
成
準
備

会
に
切
り
換
え
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
自
由
党
内
部
の
分
裂
が
起
こ
る
。
緒
方
を

含
む
自
由
党
執
行
部
は
新
党
結
成
準
備
会
の
動
向
を
注
視
し
、
緒
方
や
池
田
ら
が

折
衝
に
出
た
が
新
党
交
渉
は
決
裂
し
た
。
そ
の
結
果
、
反
吉
田
色
が
強
か
っ
た
新

党
結
成
準
備
会
に
参
加
し
て
い
た
石
橋
派
・
岸
派
が
改
進
党
と
組
ん
で
、
鳩
山
を

総
裁
に
据
え
て
日
本
民
主
党
を
結
成
し
た
（
１６５
）。
そ
の
結
果
吉
田
内
閣
は
退
陣
し
、
鳩

山
が
内
閣
を
組
織
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
一
度
下
火
に
な
っ
た
保
守
合
同
熱
で
あ
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
と

の
会
談
に
よ
り
、
保
守
合
同
を
早
め
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
岸
は
民
主
党
総
務

会
長
の
三
木
武
吉
に
「
三
木
車
中
談
」
を
発
表
さ
せ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
保
守
合

同
熱
が
再
燃
し
、
自
由
党
側
の
緒
方
や
大
野
伴
睦
ら
も
そ
れ
に
応
じ
た
。
そ
の
結

果
、
民
主
党
側
か
ら
は
岸
信
介
幹
事
長
と
三
木
武
吉
総
務
会
長
、
自
由
党
側
か
ら

は
石
井
光
次
郎
幹
事
長
と
大
野
伴
睦
総
務
会
長
が
参
加
す
る
四
者
会
談
が
開
か
れ

た
（
１６６
）。
こ
の
四
者
会
談
が
保
守
合
同
を
推
進
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
が
、
総
裁
問
題
で

も
た
つ
い
た
保
守
陣
営
は
、
五
五
年
三
月
に
両
派
社
会
党
の
統
一
を
み
る
（
１６７
）。
そ
こ

で
、
保
守
陣
営
に
も
合
同
の
機
運
が
高
ま
り
、
五
五
年
一
一
月
に
よ
う
や
く
自
由

民
主
党
の
結
党
が
達
成
さ
れ
た
。

新
党
結
成
に
あ
た
っ
て
最
大
の
障
壁
と
な
っ
た
の
は
先
述
の
通
り
、
総
裁
問
題

で
あ
っ
た
。
自
由
党
は
鳩
山
の
引
退
と
共
に
総
裁
は
公
選
に
よ
っ
て
選
出
す
べ
き

で
あ
る
と
主
張
し
た
の
に
対
し
、
民
主
党
は
初
代
総
裁
は
合
議
に
よ
っ
て
鳩
山
と

す
べ
し
と
主
張
し
て
い
た
（
１６８
）。
結
局
党
首
問
題
は
根
本
的
な
解
決
案
を
見
出
せ
ず
、

代
行
委
員
に
よ
っ
て
新
党
を
運
営
す
る
と
い
う
妥
結
案
に
ま
と
ま
っ
た
。
具
体
的

に
は
、
鳩
山
首
班
を
認
め
る
一
方
で
、
党
運
営
は
緒
方
を
中
心
に
暫
定
的
に
置
か

れ
た
四
名
の
代
行
委
員
（
１６９
）が
担
当
し
、
さ
ら
に
適
当
な
時
期
に
総
裁
公
選
を
実
施
す

る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（
１７０
）。
総
裁
選
は
五
六
年
四
月
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
が
（
１７１
）、
鳩
山
は
四
月
に
引
退
す
る
意
向
は
見
せ
ず
、
総
裁
選
に
立
候
補
す
る
と

明
言
し
て
い
た
の
で
（
１７２
）、
緒
方
は
党
内
勢
力
の
拡
大
を
図
る
た
め
全
国
の
党
支
部
の

発
会
式
に
出
席
す
る
な
ど
多
忙
を
極
め
た
（
１７３
）。
こ
の
時
期
に
、
細
川
隆
元
は
緒
方
に

対
し
て
「
こ
の
際
、
…
鳩
山
総
裁
、
緒
方
副
総
裁
で
い
っ
て
、
鳩
山
首
相
引
退
後
、

緒
方
さ
ん
が
そ
の
ま
ま
総
理
大
臣
に
な
ら
れ
る
の
が
一
番
無
難
だ
ろ
う
と
思
う
」

と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
緒
方
は
「
ぼ
く
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
鳩
山
の
下
に
つ

く
こ
と
は
い
や
だ
。
こ
の
際
や
っ
ぱ
り
鳩
山
と
堂
々
と
党
の
大
会
に
総
裁
と
し
て

立
候
補
し
、
決
選
投
票
を
行
っ
て
も
総
裁
を
争
う
決
意
を
固
め
て
い
る
」
と
述
べ

述
べ
た
（
１７４
）。
彼
が
あ
く
ま
で
も
鳩
山
と
対
決
し
、
緒
方
内
閣
成
立
を
目
指
し
た
理
由

は
、
鳩
山
内
閣
の
共
産
主
義
国
へ
接
近
す
る
外
交
政
策
に
反
発
を
覚
え
て
い
た
か
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ら
で
あ
る
（
１７５
）。
こ
の
よ
う
に
、
緒
方
は
鳩
山
と
の
対
決
に
備
え
全
国
の
党
支
部
を
訪

れ
、
さ
ら
に
吉
田
派
の
懐
柔
に
奔
走
す
る
な
ど
相
当
無
理
を
し
て
党
内
基
盤
の
拡

大
を
図
っ
た
こ
と
が
一
因
と
な
り
、
体
調
を
崩
し
て
し
ま
っ
た
。
体
調
を
崩
し
て

か
ら
は
熱
海
で
静
養
に
努
め
て
い
た
が
、
回
復
し
な
か
っ
た
。
一
月
二
五
日
の
国

会
開
会
で
は
病
を
押
し
て
登
院
し
、
そ
の
後
自
民
党
の
代
議
士
会
に
も
参
加
し
た

が
、
そ
の
直
後
体
調
が
悪
化
し
、
二
八
日
深
夜
に
急
死
し
た
（
１７６
）。

緒
方
の
死
に
よ
っ
て
総
裁
問
題
は
一
気
に
収
束
し
た
。
二
月
六
日
に
岸
信
介
・

三
木
武
吉
・
石
井
光
次
郎
・
大
野
伴
睦
の
四
者
が
会
談
し
、
党
大
会
は
四
月
五
日

に
し
、
鳩
山
を
総
裁
に
選
出
す
る
と
決
定
し
た
（
１７７
）。
し
か
し
、
鳩
山
の
総
裁
選
出
に

は
吉
田
派
（
１７８
）を
始
め
と
し
て
少
な
く
な
い
反
対
勢
力
も
存
在
し
て
い
た
（
１７９
）。
こ
の
鳩
山

政
権
の
党
内
基
盤
の
薄
弱
さ
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
政
府
は
不
安
を
感
じ
て
お
り
、

鳩
山
が
総
裁
に
選
出
さ
れ
た
の
は
総
裁
の
座
を
巡
る
自
民
党
内
の
派
閥
争
い
に
決

着
が
着
く
ま
で
の
暫
定
的
な
措
置
で
あ
り
、
鳩
山
に
代
わ
る
強
力
な
政
治
指
導
者

が
登
場
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
（
１８０
）。
鳩
山
は
、
日
ソ
国
交
回
復
を
成
立
さ
せ
る

と
退
陣
し
た
。
五
六
年
八
月
の
鳩
山
の
退
陣
表
明
（
１８１
）か
ら
次
期
総
裁
を
巡
っ
て
自
民

党
内
で
石
橋
・
岸
・
石
井
ら
が
活
動
を
始
め
た
。
一
二
月
一
四
日
に
総
裁
選
出
の

た
め
の
自
民
党
大
会
が
開
か
れ
、
石
橋
が
総
裁
に
選
出
さ
れ
た
（
１８２
）。

そ
の
後
首
相
に
な
っ
た
石
橋
は
岸
を
外
相
に
起
用
し
た
。
し
か
し
、
石
橋
は
党

内
基
盤
の
拡
充
を
目
論
み
五
七
年
一
月
か
ら
強
行
日
程
で
全
国
遊
説
を
実
行
し
た

た
め
、
病
に
倒
れ
二
月
二
二
日
に
退
陣
を
表
明
し
た
（
１８３
）。
二
五
日
に
岸
は
衆
議
院
本

会
議
で
後
継
首
班
に
選
出
さ
れ
、
岸
内
閣
が
成
立
し
た
。

こ
の
岸
内
閣
成
立
に
関
し
て
、
緒
方
の
死
去
を
受
け
た
際
、「
鳩
山
さ
ん
の
あ

と
緒
方
さ
ん
が
二
、
三
年
や
り
、
そ
の
間
充
分
準
備
を
し
て
か
ら
出
番
を
待
ち
た

い
」
（
１８４
）と
思
っ
て
い
た
岸
は
、
緒
方
の
急
死
と
石
橋
の
病
に
よ
っ
て
首
相
に
な
る
時

期
が
幾
分
早
ま
っ
た
と
回
想
し
て
い
る
（
１８５
）。

予
想
よ
り
も
早
く
首
相
と
な
っ
た
岸
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
か
ら
強
力
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
ち
保
守
政
治
の
安
定
を
も
た
ら
す
政
治
家
が
首
相
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
で
大
い
に
期
待
さ
れ
た
（
１８６
）。
彼
は
外
交
青
書
の
中
で
、「
国
連
中
心
主
義
、

自
由
主
義
諸
国
と
の
協
調
、
ア
ジ
ア
の
一
員
と
し
て
の
立
場
の
堅
持
」
を
外
交
三

原
則
と
し
て
示
し
、
ア
メ
リ
カ
訪
問
の
際
に
は
日
本
は
反
共
の
立
場
で
あ
り
、
自

由
主
義
陣
営
と
協
調
す
る
と
い
う
こ
と
を
明
言
し
て
い
た
（
１８７
）。
ま
た
彼
は
石
橋
内
閣

の
外
相
と
し
て
所
信
演
説
を
し
た
際
に
も
以
下
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
と
ソ
連
と
の
国
交
回
復

の
結
果
、
日
米
関
係
が
冷
却
化
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
惧
を
抱
く
向

き
も
あ
り
ま
す
が
、
私
は
こ
う
し
た
危
惧
の
必
要
は
な
い
も
の
と
断
言
し
ま

す
。
政
府
は
、
米
国
と
の
協
力
を
わ
が
国
外
交
の
基
調
と
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。
…
（
中
略
）
…
次
に
、
わ
が
国
外
交
の
基
調
と
し
て
、
政
府
が
重
視

し
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
ア
ジ
ア
隣
邦
諸
国
と
の
関
係
の
強
化
で
あ
り
ま
す
。

わ
が
国
と
ア
ジ
ア
諸
国
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
面
に
わ
た
り
、
き
わ
め
て
密
接
な

き
ず
な
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
は
、
今
さ
ら
申
す
ま
で
も
な
い
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
し
て
、
政
府
は
こ
れ
ら
諸
国
と
の
懸
案
を
解
決
し
て
、
各
国
と

の
友
好
協
力
の
関
係
を
一
段
と
強
化
す
る
こ
と
を
、
ぜ
ひ
必
要
と
考
え
て
お

り
ま
す
（
１８８
）。

こ
こ
に
緒
方
が
内
閣
を
組
織
し
た
際
に
は
外
相
を
打
診
し
よ
う
と
考
え
て
い
た

岸
が
首
相
に
就
任
し
、
外
交
を
主
導
し
た
。
つ
ま
り
緒
方
流
の
「
戦
後
ア
ジ
ア
主

義
」
外
交
構
想
と
近
い
外
交
政
策
を
実
施
し
た
の
が
岸
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。

緒
方
は
吉
田
の
単
な
る
後
継
者
で
は
な
く
、
独
自
の
外
交
構
想
を
持
っ
て
い
た
。

そ
の
実
現
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
岸
が
外
交
を
主
導
す
る
こ
と
に
な
り
、
彼
の
外
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交
構
想
に
近
い
政
策
が
実
行
さ
れ
て
い
く
。
岸
は
ア
メ
リ
カ
の
絶
対
的
な
信
頼
の

下
、
自
由
主
義
陣
営
と
の
協
調
を
保
ち
つ
つ
東
南
ア
ジ
ア
へ
と
進
出
す
る
「
戦
後

ア
ジ
ア
主
義
」
的
外
交
政
策
を
実
行
し
た
の
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
政
治
家
と
し
て
活
躍
し
た
緒
方
竹
虎
を
彼
の
外
交
構
想
を
切
り
口
に

し
て
、
短
期
間
の
内
に
彼
が
政
界
で
台
頭
出
来
た
要
因
と
彼
の
外
交
構
想
を
同
時

代
の
保
守
政
治
家
と
の
比
較
を
通
じ
て
位
置
づ
け
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
前
者

に
関
し
て
は
、
戦
前
期
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
い
う
民
間
人
で
あ
っ
た
緒
方
が
、

小
磯
内
閣
へ
の
入
閣
以
後
政
治
的
人
脈
を
形
成
し
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
、
戦
後

政
界
で
急
速
に
台
頭
し
て
き
た
。
こ
の
一
見
不
自
然
な
政
治
人
生
を
送
っ
て
来
た

緒
方
で
あ
る
が
、
偶
然
彼
が
乗
馬
仲
間
で
交
友
が
あ
っ
た
東
久
邇
宮
が
政
権
を
握

り
、
そ
の
東
久
邇
宮
内
閣
で
緒
方
が
外
相
と
し
て
登
用
し
、
交
友
を
深
め
た
吉
田

茂
が
首
相
と
な
っ
た
こ
と
が
緒
方
を
し
て
急
速
に
政
界
へ
と
進
出
さ
せ
る
要
因
と

な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
論
じ
た
。
こ
の
よ
う
に
、「
民
間
人
」
で
あ
る
緒
方
が
戦

後
政
界
に
急
速
に
進
出
出
来
た
こ
と
は
、
東
久
邇
宮
や
吉
田
な
ど
と
の
個
人
的
な

交
友
関
係
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
彼
が
政
治
舞
台
で
活
躍
す
る

た
め
に
は
、
彼
が
国
会
議
員
と
し
て
選
挙
で
当
選
す
る
こ
と
も
必
要
な
条
件
で

あ
っ
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
補
足
を
す
る
。
彼
は
、
一
九
五
二
年
一
〇
月
に
行
わ

れ
た
総
選
挙
で
、
か
つ
て
東
方
会
の
中
野
正
剛
の
地
盤
で
あ
っ
た
福
岡
第
一
区
か

ら
出
馬
す
る
。
中
野
の
元
秘
書
で
東
方
会
幹
部
か
つ
玄
洋
社
最
後
の
社
長
で
あ
っ

た
進
藤
一
馬
が
緒
方
支
持
を
表
明
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
旧
東
方
会
系
の
人
物
が

緒
方
支
持
に
回
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
彼
は
選
挙
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し

た
東
方
会
系
の
支
援
を
獲
得
し
、
さ
ら
に
新
聞
社
時
代
等
で
培
っ
た
財
界
の
有
力

者
と
の
人
脈
、
修
猷
館
同
窓
生
の
人
脈
も
手
伝
い
、
彼
は
初
出
馬
な
が
ら
、
大
量

得
票
に
よ
っ
て
当
選
を
果
た
す
。
つ
ま
り
、
戦
前
・
戦
中
期
に
築
き
上
げ
た
人
脈

に
よ
っ
て
、
彼
は
戦
後
政
界
で
短
期
間
の
う
ち
に
台
頭
す
る
こ
と
が
出
来
た
（
１８９
）。

同
時
期
に
「
民
間
」
か
ら
政
界
に
進
出
し
首
相
に
ま
で
登
り
つ
め
た
石
橋
湛
山

も
清
沢
冽
ら
と
共
に
戦
中
期
に
「
日
本
外
交
史
研
究
会
」
な
ど
の
研
究
会
に
参
加

し
（
１９０
）、
吉
田
ら
と
面
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
戦
後
彼
が
政
界
に
進
出
す
る
一
つ
の
要
因

と
な
っ
た
（
１９１
）。
彼
は
一
九
四
六
年
四
月
の
総
選
挙
で
は
選
挙
地
盤
の
形
成
も
ま
ま
な

ら
ず
落
選
し
て
し
ま
う
が
、
時
の
首
相
吉
田
の
個
人
的
な
登
用
に
よ
り
、
石
橋
は

大
蔵
大
臣
と
な
る
。
彼
は
後
の
選
挙
で
は
、
自
由
党
代
議
士
の
選
挙
区
を
継
承
し
、

そ
こ
で
選
挙
地
盤
を
確
立
し
た
（
１９２
）。
選
挙
地
盤
の
継
承
と
い
う
点
は
緒
方
と
は
異
な

る
が
、
緒
方
・
石
橋
と
い
っ
た
政
界
経
験
が
浅
か
っ
た
政
治
家
が
五
〇
年
代
に
お

い
て
首
相
の
座
に
近
づ
け
る
ほ
ど
の
政
治
勢
力
を
持
ち
得
る
た
め
の
必
要
条
件
の

一
つ
と
し
て
以
下
の
点
が
指
摘
出
来
よ
う
。
つ
ま
り
、
彼
ら
が
戦
前
期
か
ら
戦
直

後
期
に
接
触
し
た
人
物
が
吉
田
や
芦
田
な
ど
公
職
追
放
を
免
れ
、
戦
後
政
界
で
勢

力
を
保
ち
得
た
政
治
家
で
あ
り
、
そ
の
政
治
家
か
ら
個
人
的
な
信
頼
を
得
て
い
た

と
い
う
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
の
だ
。
し
か
し
、
緒
方
の
死
や
石
橋
の
退
陣
後
に

は
自
民
党
に
よ
る
派
閥
政
治
が
始
ま
る
こ
と
で
、
派
閥
の
中
で
政
治
勢
力
を
築
き

上
げ
て
い
く
こ
と
が
政
治
権
力
を
得
る
必
要
条
件
と
な
り
、
緒
方
な
ど
の
よ
う
に

「
民
」
側
か
ら
政
界
入
り
を
果
た
し
て
も
急
速
に
権
力
を
持
ち
得
る
こ
と
が
難
し

く
な
っ
て
い
く
。

後
者
に
関
し
て
は
、
彼
が
戦
前
期
か
ら
持
ち
続
け
て
い
る
反
共
の
姿
勢
と
東
南

ア
ジ
ア
華
僑
重
視
の
姿
勢
が
戦
後
ま
で
一
貫
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。

つ
ま
り
、
緒
方
は
戦
前
期
に
政
治
的
人
格
が
形
成
さ
れ
、
戦
後
に
な
っ
て
そ
れ
を

発
揮
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
が
戦
後
政
界
に
進
出
し
て
か
ら
は
、
彼

は
緒
方
流
の
「
戦
後
ア
ジ
ア
主
義
」
的
な
外
交
方
針
を
掲
げ
、
具
体
的
な
構
想
を
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明
言
し
た
。
中
共
や
ソ
連
と
は
今
の
と
こ
ろ
は
国
交
や
貿
易
関
係
も
積
極
的
に
は

改
善
さ
せ
ず
、
巨
大
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
眠
っ
て
い
る
東
南
ア
ジ
ア
へ
と
進
出
す
る
。

し
か
し
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
体
制
下
で
は
日
本
は
ア
メ
リ
カ
と
の
協
調
関
係
は

あ
く
ま
で
も
築
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
構
想
だ
。

緒
方
は
こ
の
よ
う
な
外
交
構
想
を
持
っ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
鳩
山
に
阻
ま

れ
て
首
相
の
座
に
就
く
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
Ｃ
Ｉ
Ａ
は
親
共
産
的
な
外
交
を

選
択
す
る
鳩
山
に
危
機
感
を
感
じ
て
い
た
た
め
（
１９３
）、「
反
ソ
・
反
鳩
山
」
の
旗
頭
と

し
て
緒
方
を
首
相
の
座
に
据
え
よ
う
と
五
五
年
一
〇
月
か
ら
は
頻
繁
に
緒
方
と
接

触
し
て
い
た
。
し
か
し
緒
方
が
五
六
年
一
月
に
急
死
し
た
た
め
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
は
政
治

工
作
の
対
象
者
を
賀
屋
興
宣
や
岸
信
介
に
変
更
し
て
い
っ
た
（
１９４
）。
こ
の
よ
う
に
ア
メ

リ
カ
か
ら
緒
方
の
後
釜
と
し
て
期
待
さ
れ
た
岸
は
、
緒
方
の
外
交
構
想
と
近
似
す

る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。「
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
最
も
望
ま
し
い
（
１９５
）」
関
係
を
作
る
と

期
待
さ
れ
て
緒
方
が
内
閣
を
組
織
す
る
こ
と
な
く
死
去
し
た
た
め
、
緒
方
の
外
交

構
想
は
、
結
局
日
の
目
を
見
る
こ
と
は
無
か
っ
た
が
、
彼
が
内
閣
を
組
織
し
た
ら

外
相
を
打
診
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
岸
が
後
に
首
相
と
な
る
こ
と
で
実
現
す
る
。

岸
は
、
日
米
関
係
を
重
視
し
つ
つ
も
東
南
ア
ジ
ア
へ
と
進
出
す
る
こ
と
で
国
際
社

会
に
お
い
て
日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
る
と
い
う
岸
流
の
「
戦
後
ア
ジ
ア
主

義
」
外
交
を
展
開
す
る
（
１９６
）。

緒
方
が
戦
後
政
治
に
残
し
た
足
跡
と
し
て
保
守
合
同
に
よ
る
自
由
民
主
党
の
結

党
が
注
目
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
た
め
、
先
行
研
究
で
は
彼
の
外
交
構
想
は
「
ア
ジ

ア
主
義
」
的
な
も
の
、
吉
田
路
線
を
引
き
継
ぐ
も
の
と
さ
れ
て
い
た
が
、
本
稿
は

彼
の
外
交
構
想
が
他
の
保
守
政
治
家
と
微
妙
に
異
な
る
点
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
特
に
、
彼
が
中
国
大
陸
に
対
し
て
「
無
関
心
」
で
あ
り
、
東
南

ア
ジ
ア
へ
の
「
関
心
」
が
強
い
と
い
う
こ
と
は
、
他
の
保
守
政
治
家
に
は
見
ら
れ

な
い
特
殊
な
も
の
で
あ
っ
た
。
自
由
党
と
民
主
党
が
吉
田
対
鳩
山
と
い
う
人
的
対

立
が
政
策
対
立
に
ま
で
発
展
し
た
中
で
、
緒
方
が
外
交
政
策
と
い
う
形
で
自
由
党
、

自
民
党
旧
自
由
党
派
で
自
身
の
特
色
を
出
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
べ
き
こ

と
で
あ
る
。

最
後
に
、
本
稿
で
は
緒
方
と
そ
の
周
辺
の
保
守
政
治
家
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て

分
析
し
た
が
、
社
会
党
系
の
政
治
家
に
関
す
る
分
析
は
捨
象
し
て
い
る
。
ま
た
、

今
回
取
り
上
げ
た
保
守
政
治
家
も
緒
方
周
辺
の
人
物
を
「
切
り
取
っ
た
」
感
は
否

め
な
い
。
さ
ら
に
、
緒
方
の
政
界
進
出
の
出
発
点
を
支
え
た
人
脈
と
政
界
進
出
後

の
政
治
勢
力
保
持
を
支
え
た
人
脈
に
関
し
て
は
本
稿
で
は
論
じ
切
れ
な
か
っ
た
為
、

更
な
る
分
析
が
必
要
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
未
公
開
の
『
緒
方
竹
虎
日
記
』
は
使

用
で
き
な
か
っ
た
が
、
日
記
が
公
開
さ
れ
れ
ば
緒
方
が
関
わ
っ
た
政
治
決
定
過
程

な
ど
が
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
る
と
推
測
さ
れ
る
。『
緒
方
竹
虎
日
記
』
の
公
開
を

待
望
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
を
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

註（
１
）
吉
田
則
昭
『
緒
方
竹
虎
と
Ｃ
Ｉ
Ａ

米
国
公
文
書
が
語
る
保
守
政
治
家
の

実
像
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
二
年
）
一
二
〜
一
三
頁
を
参
照
し
た
。

（
２
）
緒
方
竹
虎
『
人
間

中
野
正
剛
』（
鱒
書
店
、
一
九
五
一
年
、
中
公
文
庫

版
、
一
九
八
八
年
）、
緒
方
竹
虎
伝
記
刊
行
会
編
著
『
緒
方
竹
虎
』（
朝
日
新

聞
社
、
一
九
六
三
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
３
）
嘉
治
隆
一
『
緒
方
竹
虎
』（
時
事
通
信
社
、
一
九
六
二
年
）、
高
宮
太
平

『
人
間
緒
方
竹
虎
』（
四
季
社
、
一
九
五
八
年
、
原
書
房
版
、
一
九
七
九
年
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
４
）
栗
田
直
樹
『
緒
方
竹
虎
―
情
報
組
織
の
主
宰
者
―
』（
吉
川
弘
文
館
、
一

九
九
六
年
）、
栗
田
直
樹
『
人
物
叢
書

新
装
版

緒
方
竹
虎
』（
吉
川
弘
文

館
、
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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（
５
）
前
掲『
緒
方
竹
虎
―
情
報
組
織
の
主
宰
者
―
』、
前
掲
『
緒
方
竹
虎
と
Ｃ

Ｉ
Ａ

米
国
公
文
書
が
語
る
保
守
政
治
家
の
実
像
』、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
６
）
先
行
研
究
を
参
照
す
る
限
り
、
竹
虎
の
息
子
で
あ
る
緒
方
四
十
郎
氏
が
個

人
的
に
所
有
し
て
い
た
そ
う
だ
が
、
二
〇
一
四
年
に
死
去
し
て
い
る
。
そ
の

後
、「
緒
方
竹
虎
日
記
」
を
使
用
し
た
実
証
研
究
が
管
見
の
限
り
見
当
た
ら

ず
、
現
在
の
所
有
関
係
に
つ
い
て
は
不
明
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
現
在
）。

（
７
）
「
Ｃ
Ｉ
Ａ
文
書
」
は
、
米
国
議
会
で
一
九
九
八
年
に
ナ
チ
戦
争
犯
罪
情
報

公
開
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
米
国
公
文
書
館
所
蔵
の
「
ナ

チ
ス
・
日
本
帝
国
主
義
犯
罪
者
、
政
府
公
開
法
に
も
と
づ
く
公
開
個
人
別
フ

ァ
イ
ル
」
が
二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
に
か
け
て
Ｃ
Ｉ
Ａ
か
ら
公
開
さ

れ
た
こ
と
に
ち
な
ん
で
「
Ｃ
Ｉ
Ａ
文
書
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
日
本
関
係
の

文
書
は
、
米
国
議
会
で
二
〇
〇
〇
年
に
制
定
さ
れ
た
日
本
帝
国
政
府
情
報
公

開
法
に
も
と
づ
い
て
二
〇
〇
七
年
ま
で
に
米
国
国
立
公
文
書
館
で
機
密
解
除

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
Ｃ
Ｉ
Ａ
文
書
」
は
人
物
別
に
フ
ァ
イ
リ
ン
グ

さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
「
緒
方
竹
虎
フ
ァ
イ
ル
」
や
「
岸
信
介
フ
ァ
イ
ル
」

な
ど
の
よ
う
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
フ
ァ
イ
ル

を
加
藤
哲
郎
・
山
本
武
利
・
吉
田
則
昭
の
三
氏
が
共
同
調
査
・
収
集
し
た
成

果
で
あ
る
、
加
藤
哲
郎
編
『
Ｃ
Ｉ
Ａ
日
本
人
フ
ァ
イ
ル
』（
現
代
史
料
出
版
、

二
〇
一
四
年
）
を
使
用
し
た
。『
Ｃ
Ｉ
Ａ
日
本
人
フ
ァ
イ
ル
』
は
全
一
二
巻

が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
対
象
と
な
る
人
物
は
三
一
名
で
あ
る
。
そ
の
中
で

も
緒
方
の
個
人
フ
ァ
イ
ル
は
第
五
巻
と
第
六
巻
に
渡
り
、
他
の
人
物
と
比
較

し
て
膨
大
な
量
の
史
料
が
公
開
さ
れ
て
い
る
（
二
巻
に
渡
っ
て
刊
行
さ
れ
て

い
る
の
は
緒
方
以
外
に
辻
政
信
の
み
で
あ
る
）。
こ
れ
ら
の
フ
ァ
イ
ル
の
内

容
と
し
て
は
、
主
に
新
聞
や
雑
誌
、
ラ
ジ
オ
な
ど
の
公
開
情
報
が
大
半
を
占

め
る
が
、
時
に
対
象
人
物
と
の
接
触
を
含
め
同
時
代
的
に
は
未
公
開
の
情
報

が
含
ま
れ
る
。
緒
方
は
他
の
人
物
と
比
べ
て
、
未
公
開
情
報
が
多
く
残
さ
れ

て
い
る
。
本
稿
は
こ
の
未
公
開
情
報
を
「
発
掘
」
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
緒

方
像
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
の
一
つ
と
す
る
。
な
お
、『
Ｃ
Ｉ
Ａ
日
本
人

フ
ァ
イ
ル
』
が
刊
行
さ
れ
る
前
に
「
Ｃ
Ｉ
Ａ
文
書
」
を
用
い
た
先
行
研
究
と

し
て
、
春
名
幹
男
『
秘
密
の
フ
ァ
イ
ル
』（
共
同
通
信
社
、
二
〇
〇
〇
年
）、

山
本
武
利『
ブ
ラ
ッ
ク
・
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）、

日
本
国
際
政
治
学
会
『
国
際
政
治
』
第
一
五
一
号
特
集
「
吉
田
路
線
の
再
検

証
」（
二
〇
〇
八
年
）、
柴
山
太
『
日
本
再
軍
備
へ
の
道
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
、
二
〇
一
〇
年
）、
有
馬
哲
夫
『
大
本
営
参
謀
は
戦
後
何
と
戦
っ
た
の

か
』（
新
潮
社
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
掲
『
緒
方
竹
虎

と
Ｃ
Ｉ
Ａ

米
国
公
文
書
が
語
る
保
守
政
治
家
の
実
像
』
一
一
八
〜
一
二
〇

頁
、
前
掲
『
大
本
営
参
謀
は
戦
後
何
と
戦
っ
た
の
か
』
一
〇
〜
一
二
頁
、
前

掲『
Ｃ
Ｉ
Ａ
日
本
人
フ
ァ
イ
ル
』
第
一
巻
ⅵ
〜
ⅶ
頁

（
８
）
前
掲『
緒
方
竹
虎
―
情
報
組
織
の
主
宰
者
―
』
一
八
三
頁

（
９
）
石
橋
湛
山
研
究
は
、
松
尾
尊
兊
氏
、
増
田
弘
氏
、
姜
克
実
氏
ら
に
よ
っ
て

多
く
の
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
石
橋
湛
山
記
念
館
」
を
中
心

に
石
橋
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
る
な
ど
、
活
発
な
研
究
活
動
が

行
わ
れ
て
い
る
。

（
１０
）
『
東
京
朝
日
新
聞
』一
九
三
一
年
九
月
二
〇
日

（
１１
）
前
掲
緒
方
竹
虎
伝
記
刊
行
会
編
著『
緒
方
竹
虎
』六
八
頁

（
１２
）
緒
方
と
小
磯
は
、
共
に
山
形
県
出
身
。
両
者
の
父
が
山
形
県
の
役
人
（
緒

方
の
父
が
内
務
部
長
、
小
磯
の
父
が
警
察
部
長
）
と
し
て
働
い
て
い
た
と
い

う
縁
か
ら
、
両
父
は
自
然
と
交
遊
が
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
満
州
事
変
以
前

に
新
聞
通
信
社
代
表
と
し
て
小
磯
の
別
邸
に
緒
方
が
参
じ
た
時
以
降
か
ら
、

緒
方
と
の
交
流
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
前
掲
嘉
治
『
緒
方
竹
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虎
』、
二
〇
三
頁

（
１３
）
緒
方
は
旅
行
を
経
て
、
朝
日
の
満
州
地
域
に
対
す
る
調
査
網
が
薄
弱
で
あ

り
、
現
地
の
実
情
を
確
実
に
把
握
し
き
れ
て
い
な
い
と
感
じ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
社
内
に
自
前
の
調
査
機
関
を
設
置
す
る
と
い
う
構
想
を
抱
い
た
。

前
掲
『
人
間
緒
方
竹
虎
』
六
九
頁

（
１４
）
設
置
直
後
は
副
社
長
の
下
村
宏
が
会
長
と
な
っ
た
が
、
一
一
月
に
は
緒
方

が
会
長
と
な
っ
た
。
前
掲
緒
方
竹
虎
伝
記
刊
行
会
編
著
『
緒
方
竹
虎
』
七
〇

頁

（
１５
）
朝
日
新
聞
社
東
亜
問
題
調
査
会
編
『
朝
日
東
亜
年
報
昭
和
十
二
年
度
版
』

（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
三
七
年
）
一
〜
二
頁

（
１６
）
前
掲
『
緒
方
竹
虎
―
情
報
組
織
の
主
宰
者
―
』
九
五
頁

（
１７
）
益
田
豊
彦
、
緒
方
竹
虎
「
大
東
亜
鳥
瞰
記
」
朝
日
新
聞
社
編
『
戦
局
の
現

段
階
と
航
空
戦
朝
日
東
亜
日
報
昭
和
十
八
年
第
三
号
』（
朝
日
新
聞
社
、
一

九
四
三
年
）
一
〜
一
七
頁

（
１８
）
「
大
東
亜
圏
視
察
旅
行

自
昭
和
一
八
年
六
月
至
同
年
七
月
三
一
日
」（
国

立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
緒
方
竹
虎
伝
記
編
纂
資
料
」。
こ
れ
は

後
年
の
益
田
に
よ
る
回
想
で
あ
る
。

（
１９
）
益
田
豊
彦
（
当
時
朝
日
新
聞
記
者
）
は
戦
後
に
緒
方
と
の
旅
行
の
こ
と
を
、

「（
緒
方
は
）
非
常
に
華
僑
の
こ
と
を
行
く
先
々
で
聞
い
て
お
ら
れ
た
。」
と

回
想
し
て
い
る
（「
関
西
財
界
人
か
ら
観
た
緒
方
先
生
」（
国
立
国
会
図
書
館

憲
政
資
料
室
所
蔵
「
緒
方
竹
虎
伝
記
編
纂
資
料
」））。

（
２０
）
前
掲
「
大
東
亜
鳥
瞰
記
」
一
四
〜
一
五
頁

（
２１
）
同
右
、
一
〇
頁

（
２２
）
同
右
、
六
頁
、
竹
内
好
「
ア
ジ
ア
主
義
の
展
望
」（
竹
内
好
編
『
現
代
日

本
思
想
体
系
九
ア
ジ
ア
主
義
』
筑
摩
書
房
、
一
九
六
三
年
）
七
頁

（
２３
）
前
掲『
緒
方
竹
虎
―
情
報
組
織
の
主
宰
者
―
』
一
〇
八
〜
一
〇
九
頁

（
２４
）
前
掲『
緒
方
竹
虎
―
情
報
組
織
の
主
宰
者
―
』
一
〇
八
〜
一
〇
九
頁

（
２５
）
東
久
邇
宮
は
、「
太
平
洋
戦
争
が
は
じ
ま
り
ま
す
前
に
、
日
本
と
重
慶
政

府
と
和
解
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
を
も
っ
て
」
い
た
が
、
そ
の
た
め
に
は

「
軍
を
押
さ
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
れ
と
同
時
に
右
翼
を
押
さ
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
そ
れ
に
は
右
翼
の
頭
目
」
で
あ
り
、
蒋
介
石
と
交
友
が

あ
っ
た
「
頭
山
満
氏
を
説
得
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
」、
頭
山
に
和
平
交

渉
を
打
診
し
た
と
回
想
し
て
い
る
（「
東
久
邇
稔
彦
氏
の
回
想
」（
国
立
国
会

図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
緒
方
竹
虎
伝
記
編
纂
資
料
」））。

（
２６
）
東
久
邇
稔
彦
『
東
久
邇
日
記
日
本
激
動
期
の
秘
録
』（
徳
間
書
店
、
一
九
六

八
年
）
昭
和
一
六
年
九
月
二
五
日
条

（
２７
）
余
談
で
は
あ
る
が
、
清
沢
冽
は
組
閣
当
日
「
…
﹇
小
磯
﹈
内
閣
の
顔
触
れ
、

判
る
。
新
味
は
緒
方
君
が
国
務
大
臣
と
な
り
、
情
報
局
総
裁
を
兼
務
し
た
こ

と
だ
。
こ
れ
は
兎
に
角
、
一
つ
の
進
歩
で
あ
る
。」
と
日
記
に
書
い
て
お
り
、

少
な
か
ら
ず
効
果
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
（
清
沢
冽
『
暗
黒
日
記
二
』、

筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
二
年
、
昭
和
一
九
年
七
月
二
二
日
条
）。

（
２８
）
「
言
論
暢
達
」
政
策
は
、「
国
民
ノ
忠
誠
心
ヲ
信
頼
シ
事
実
ヲ
率
直
ニ
知
ラ

シ
」
め
、
特
に
「
戦
況
（
空
襲
ヲ
含
ム
）
ノ
発
表
ハ
率
直
且
迅
速
ニ
之
ヲ
為

ス
」
こ
と
で
、「
戦
争
完
遂
上
有
益
ト
認
メ
ラ
ル
ル
国
民
運
動
」
を
「
民
間

ヨ
リ
自
発
的
ニ
」
起
こ
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
（
防
衛
省

防
衛
研
究
所
「
一
八
、
昭
和
一
九
年
一
〇
月
五
日

決
戦
與
論
指
導
方
策
要

綱
」（JA

CA
R.Ref.C

12120227800

、
重
要
国
策
決
定
綴

其
六

昭
和

一
九
年
八
月
四
日
〜
二
〇
年
三
月
二
九
日
））。
つ
ま
り
、
東
条
内
閣
期
の
よ

う
に
戦
果
の
誇
大
報
道
や
空
襲
な
ど
の
被
害
の
過
小
報
道
を
取
り
や
め
、

「
事
実
」
に
近
い
情
報
を
報
道
す
る
こ
と
で
、
逆
説
的
に
戦
意
を
向
上
さ
せ
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よ
う
と
し
た
政
策
で
あ
る
。

（
２９
）
「
思
想
戦
本
部
」
構
想
は
、
緒
方
が
情
報
局
を
「
思
想
戦
本
部
」
と
位
置

づ
け
、
戦
局
に
関
す
る
情
報
を
自
ら
収
集
す
る
た
め
に
最
高
戦
争
指
導
会
議

に
情
報
局
総
裁
も
出
席
を
認
め
る
よ
う
小
磯
に
打
診
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

言
論
暢
達
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
戦
局
に
関
す
る
正
確
な
情
報
を
収
集
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
の
で
、
緒
方
は
「
各
省
に
分
担
す
る
情
報
宣
伝
機

関
は
こ
れ
を
情
報
局
に
統
合
」
す
る
こ
と
で
情
報
局
に
情
報
が
一
元
的
に
集

約
さ
れ
る
仕
組
み
を
作
り
出
そ
う
と
し
て
い
た
。（『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
四

年
八
月
一
〇
日
朝
刊
）
こ
の
政
策
は
失
敗
に
終
わ
る
が
、
彼
が
戦
後
に
提
唱

し
た
「
新
情
報
機
関
構
想
」
で
は
、
情
報
収
集
機
構
を
一
元
化
す
る
と
い
う

「
思
想
戦
本
部
」
構
想
で
達
成
で
き
な
か
っ
た
機
構
案
が
提
案
さ
れ
る
。
前

掲
『
緒
方
竹
虎
―
情
報
組
織
の
主
宰
者
―
』
一
四
七
頁

（
３０
）
「
言
論
暢
達
」
政
策
に
つ
い
て
は
、
新
聞
社
に
提
供
で
き
る
情
報
が
枯
渇

し
て
い
た
の
で
、
新
聞
界
が
個
性
的
・
自
主
的
紙
面
を
作
り
出
せ
ず
、
ま
た

小
磯
内
閣
が
短
命
だ
っ
た
の
で
大
し
た
成
果
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
な
ど
と
評

す
る
先
行
研
究
が
多
い
。（
前
掲
吉
田
『
緒
方
竹
虎
と
Ｃ
Ｉ
Ａ
米
国
公
文
書

が
語
る
保
守
政
治
家
の
実
像
』、
八
九
〜
九
三
頁
、
前
掲
『
緒
方
竹
虎
―
情

報
組
織
の
主
宰
者
―
』
一
四
五
頁
、
佐
々
木
隆
『
メ
デ
ィ
ア
と
権
力
』
中
公

文
庫
、
二
〇
一
三
年
、
四
二
九
頁
。）「
思
想
戦
本
部
」
構
想
に
関
し
て
は
、

陸
軍
と
の
対
立
か
ら
最
高
戦
争
指
導
会
議
へ
の
情
報
局
総
裁
の
参
加
が
認
め

ら
れ
ず
、
ま
た
陸
軍
報
道
部
の
情
報
局
へ
の
統
合
に
失
敗
し
た
。
前
掲
『
緒

方
竹
虎
―
情
報
組
織
の
主
宰
者
―
』
一
三
七
〜
一
三
九
頁

（
３１
）
前
掲
『
緒
方
竹
虎
―
情
報
組
織
の
主
宰
者
―
』
一
四
七
頁

（
３２
）
繆
斌
工
作
に
関
し
て
は
、
残
さ
れ
た
史
料
が
少
な
く
、
決
定
的
な
実
証
研

究
は
少
な
い
。
横
山
銕
三
『
繆
斌
工
作
成
ラ
ズ
』（
展
転
社
、
一
九
九
二
年
）、

野
村
乙
二
郎
「
東
亜
連
盟
と
繆
斌
工
作
（
�
）」（
日
本
政
治
経
済
史
学
研
究

所
『
政
治
経
済
史
学
』（
三
〇
九
）、
一
九
九
二
年
三
月
号
）、
野
村
乙
二
郎

「
東
亜
連
盟
と
繆
斌
工
作
（
�
）」（
日
本
政
治
経
済
史
学
研
究
所
『
政
治
経

済
史
学
』（
三
一
〇
）、
一
九
九
二
年
四
月
号
）
が
近
年
の
実
証
研
究
と
し
て

は
挙
げ
ら
れ
る
。

（
３３
）
前
掲『
緒
方
竹
虎
―
情
報
組
織
の
主
宰
者
―
』、
前
掲
『
繆
斌
工
作
成
ラ

ズ
』
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
３４
）
繆
斌
の
生
ま
れ
た
年
に
関
し
て
、
高
宮
は
一
八
八
九
年
生
ま
れ
と
し
て
い

る
。（
前
掲
高
宮
『
緒
方
竹
虎
』、
一
九
三
頁
）
一
八
八
九
年
の
生
ま
れ
だ
と

す
る
と
、
繆
斌
工
作
の
た
め
に
日
本
に
来
日
し
た
一
九
四
五
年
当
時
で
は
、

五
五
、
五
六
歳
と
い
う
計
算
に
な
る
。
繆
斌
工
作
の
当
事
者
で
あ
る
田
村
や

緒
方
も
繆
斌
は
五
〇
代
で
あ
る
と
い
う
認
識
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。（
田
村

真
作
『
繆
斌
工
作
』
三
栄
出
版
社
、
一
九
五
三
年
、
八
九
頁
。
前
掲
『
繆
斌

工
作
成
ラ
ズ
』、
一
六
四
頁
）
し
か
し
、
横
山
の
調
査
に
よ
る
と
、
繆
斌
は

一
九
〇
三
年
生
ま
れ
で
あ
り
、
繆
斌
工
作
に
よ
り
来
日
し
た
四
五
年
当
時
は

四
二
歳
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
同
右
『
繆
斌
工
作
成
ラ
ズ
』、
一
六
四
頁
）。

（
３５
）
前
掲『
人
間
緒
方
竹
虎
』
一
九
三
〜
一
九
四
頁

（
３６
）
田
村
真
作
は
朝
日
新
聞
仙
台
支
局
時
代
、
第
四
連
隊
長
の
石
原
と
知
り
合

う
（
前
掲
『
繆
斌
工
作
成
ラ
ズ
』、
一
八
四
頁
）。
後
に
、
政
治
部
記
者
と

な
っ
た
田
村
は
西
安
事
件
が
起
こ
っ
た
際
に
参
謀
本
部
作
戦
部
長
の
石
原
の

下
を
訪
ね
て
以
来
、
彼
の
東
亜
連
盟
思
想
に
共
感
す
る
こ
と
と
な
る
（
前
掲

『
繆
斌
工
作
』、
一
四
〜
一
五
頁
な
ど
）。

（
３７
）
前
掲「
東
亜
連
盟
と
繆
斌
工
作
（
�
）」
八
頁

（
３８
）
前
掲『
繆
斌
工
作
』
一
〇
八
〜
一
四
六
頁
に
上
海
に
お
け
る
和
平
工
作
に

つ
い
て
詳
細
な
回
想
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
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（
３９
）
同
右
、
一
四
八
〜
一
四
九
頁
。
後
年
の
田
村
に
よ
る
回
想
な
の
で
史
料
批

判
が
必
要
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
田
村
か
ら
緒
方
へ
繆
斌
工
作
の
進
言
が

あ
っ
た
こ
と
は
先
行
研
究
の
中
で
も
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
前

掲
野
村
「
東
亜
連
盟
と
繆
斌
工
作
（
�
）」）。

（
４０
）
緒
方
か
ら
繆
斌
を
紹
介
さ
れ
る
前
に
一
度
、
小
磯
は
繆
と
接
触
し
て
い
た
。

一
九
三
九
年
五
月
に
当
時
新
民
会
の
副
会
長
だ
っ
た
繆
は
、
同
会
の
田
中
武

雄
と
懇
意
で
あ
っ
た
。
そ
の
田
中
の
紹
介
で
、
繆
が
東
京
に
来
訪
し
た
際
に

当
時
拓
相
で
あ
っ
た
小
磯
が
繆
と
会
談
、「
日
支
親
善
提
携
」
が
「
必
要
」

で
あ
る
と
の
認
識
で
一
致
し
た
、
と
小
磯
は
回
想
し
て
い
る
（
小
磯
國
昭

『
�
山
鴻
爪
』
小
磯
国
明
自
叙
伝
刊
行
会
、
一
九
六
三
年
、
八
一
二
頁
）。
ま

た
小
磯
は
「
対
支
和
平
は
第
一
次
近
衛
内
閣
時
代
か
ら
の
懸
案
で
も
あ
り
、

大
東
亜
戦
争
の
和
平
と
切
り
離
し
て
で
も
実
現
を
希
望
す
べ
き
問
題
で
あ
つ

た
。
殊
に
其
の
実
現
は
大
東
亜
戦
争
の
成
果
、
乃
至
は
之
と
の
和
平
に
拡
大

し
得
る
望
も
あ
る
の
で
、
支
那
派
遣
軍
総
司
令
部
の
推
進
の
下
に
、
南
京
政

府
を
し
て
之
が
進
展
に
従
事
さ
せ
よ
う
と
い
ふ
こ
と
に
意
見
の
一
致
を
見
、

尚
必
要
に
際
し
て
は
延
安
政
権
を
利
用
し
て
で
も
其
の
目
的
達
成
に
努
め
よ

う
と
い
ふ
こ
と
に
な
つ
た
。

尚
、
此
の
問
題
の
進
捗
思
は
し
く
な
か
つ
た
実
情
に
鑑
み
、
或
る
時
、
筆

者
（
小
磯
国
昭
―
引
用
者
注
）
は
戦
争
指
導
会
議
の
席
上
で
、
若
し
重
慶
政

府
又
は
之
と
連
絡
あ
る
筋
か
ら
、
我
々
会
議
構
成
員
中
の
誰
人
か
に
対
し
和

平
問
題
の
申
入
れ
あ
る
場
合
に
於
い
て
は
、
其
の
申
入
れ
を
受
け
た
も
の
に

於
い
て
適
宜
折
衝
差
支
へ
な
い
と
い
ふ
こ
と
に
致
し
度
き
旨
、
提
議
し
て
、

各
構
成
員
の
同
意
諒
解
を
得
た
の
で
あ
る
。
…
繆
斌
問
題
を
筆
者
が
取
り

扱
っ
た
の
は
、
此
の
最
後
に
記
し
た
申
合
事
項
に
基
い
て
、
実
行
し
た
の
で

あ
る
」
と
回
想
し
て
い
る
よ
う
に
、
ど
の
外
交
ル
ー
ト
を
使
用
す
る
の
か
と

い
う
こ
と
よ
り
も
、
日
中
和
平
の
実
現
可
能
性
の
方
を
重
要
視
し
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
小
磯
と
重
光
の
和
平
ル
ー
ト
構
想
の
違
い

が
見
て
取
れ
る
記
述
で
あ
る
（
同
右
、
七
九
八
頁
）。

（
４１
）
小
磯
の
山
県
派
遣
ま
で
に
は
、
繆
斌
工
作
の
一
時
中
断
が
あ
る
。
柴
山
兼

四
郎
陸
軍
次
官
と
支
那
派
遣
総
軍
参
謀
長
松
井
久
太
郎
は
、
南
京
政
府
の
周

仏
海
を
通
じ
て
重
慶
と
の
和
平
交
渉
を
模
索
し
て
い
た
た
め
、
柴
山
は
緒
方

に
繆
斌
工
作
の
一
時
中
断
を
申
し
入
れ
た
（
前
掲
『
繆
斌
工
作
』、
一
五
三

頁
、
前
掲
『
東
久
邇
宮
日
記
日
本
激
動
期
の
記
録
』、
昭
和
一
九
年
一
一
月

八
日
条
）。

（
４２
）
田
村
は
仙
台
支
局
時
代
の
一
九
三
三
年
、
第
二
師
団
長
の
東
久
邇
宮
と
知

り
合
っ
て
以
来
、
東
久
邇
宮
付
の
記
者
と
な
り
、
親
交
を
深
め
て
い
っ
た
。

東
久
邇
宮
は
石
原
莞
爾
を
第
四
連
隊
長
に
推
挙
し
、
田
村
と
東
久
邇
宮
、
石

原
の
交
友
関
係
が
始
ま
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。（
前
掲
『
繆
斌
工
作
』
一
一

六
頁
。「
東
久
邇
稔
彦
年
譜
」（
前
掲
『
東
久
邇
宮
日
記
日
本
激
動
期
の
記

録
』
二
四
八
〜
二
四
九
頁
）。

（
４３
）
緒
方
は
東
久
邇
宮
に
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
わ
が
国
と
し
て
は
、
こ
の
さ

い
な
お
引
続
き
ソ
連
に
人
を
派
遣
す
る
方
法
を
見
出
す
か
、
あ
る
い
は
、
対

ソ
外
交
は
こ
の
ま
ま
に
し
て
、
対
重
慶
和
平
交
渉
に
進
む
か
、
の
二
案
が
あ

る
。
…
現
在
ソ
連
の
戦
況
は
す
こ
ぶ
る
有
利
で
、
日
本
が
外
交
の
手
を
打
と

う
と
し
て
も
、
日
本
な
ど
は
お
そ
ら
く
相
手
に
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。
…

将
来
日
本
は
、
ソ
連
と
は
難
し
い
関
係
に
な
る
に
ち
が
い
な
く
、
ま
た
思
想

的
に
考
え
て
も
、
ソ
連
と
親
善
外
交
を
や
る
こ
と
は
、
大
い
に
検
討
を
要
す

る
と
思
う
。
一
方
、
蒋
介
石
は
…
現
在
は
米
国
に
依
存
し
て
い
る
が
、
将
来

の
こ
と
に
つ
い
て
、
内
心
大
い
に
煩
悶
し
つ
つ
あ
る
か
ら
、
こ
の
さ
い
、
対

重
慶
和
平
工
作
は
成
功
の
望
み
な
し
と
い
わ
れ
な
い
。
故
に
、
以
上
の
諸
点
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を
考
え
て
、
対
ソ
親
善
外
交
は
一
時
打
ち
切
り
、
対
重
慶
工
作
を
し
た
方
が

よ
い
と
思
う
」（
前
掲
『
東
久
邇
宮
日
記
日
本
激
動
期
の
記
録
』
昭
和
一
九

年
九
月
二
八
日
条
）。

（
４４
）
具
体
的
に
小
磯
は
以
下
の
よ
う
な
主
張
を
し
て
い
た
。

「
一
、
由
来
中
国
は
統
一
さ
れ
た
た
め
し
が
な
く
、
今
日
で
は
、
重
慶
、
南

京
、
延
安
の
三
権
分
立
の
実
情
で
あ
る
。

一
、
南
京
政
府
は
汪
兆
銘
逝
去
後
、
愈
々
そ
の
実
力
を
低
下
し
て
い
る
。

一
、
陳
公
博
は
北
支
、
蒙
疆
の
行
政
権
確
立
を
要
求
し
て
い
る
が
、
こ
れ

は
事
実
上
、
問
題
に
な
ら
な
い
。

一
、
南
京
政
府
は
し
か
も
重
慶
工
作
に
熱
心
で
な
い
。

一
、
か
か
る
中
国
の
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
、
わ
が
対
中
国
政
策
の
全
面

的
検
討
を
要
す
る
」（
前
掲
緒
方
竹
虎
伝
記
刊
行
会
編
著
『
緒
方
竹
虎
』、

一
三
一
頁
）。

（
４５
）
前
掲
緒
方
竹
虎
伝
記
刊
行
会
編
著
『
緒
方
竹
虎
』
一
三
三
頁

（
４６
）
前
掲『
繆
斌
工
作
』
一
七
四
頁

（
４７
）
繆
斌
が
緒
方
に
示
し
た
中
日
前
面
和
平
実
行
案
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
第
一
、
南
京
政
府
を
即
時
解
消
す
る
こ
と
。
南
京
政
府
側
に
お
い
て
自

発
的
に
解
消
声
明
を
行
う
こ
と
。

第
二
、
南
京
政
府
解
消
と
同
時
に
重
慶
側
の
意
志
に
基
づ
く
者
及
び
重
慶

側
に
お
い
て
承
認
す
る
民
間
有
力
者
を
も
っ
て
民
意
に
よ
る
「
留
守
府
」

（
中
華
民
国
政
府
南
京
留
守
府
）
政
権
を
組
織
す
。

第
三
、
日
本
政
府
及
び
重
慶
政
府
は
南
京
留
守
府
政
権
成
立
と
同
時
に
同

政
権
を
通
じ
互
い
に
停
戦
撤
兵
の
交
渉
を
開
始
す
」（
前
掲
緒
方
竹
虎
伝
記

刊
行
会
編
著
『
緒
方
竹
虎
』
一
三
三
〜
一
三
四
頁
）。

（
４８
）
前
掲『
東
久
邇
宮
日
記
日
本
激
動
期
の
記
録
』
昭
和
二
〇
年
三
月
一
八
日

条
。
こ
の
東
久
邇
宮
と
の
会
談
後
に
繆
は
小
磯
と
会
談
し
た
が
、
小
磯
が
首

相
に
も
関
わ
ら
ず
な
ん
ら
決
定
権
も
持
っ
て
い
な
い
こ
と
に
失
望
し
た
よ
う

で
あ
る
（
前
掲
緒
方
竹
虎
伝
記
刊
行
会
編
著
『
緒
方
竹
虎
』
一
三
六
頁
）。

（
４９
）
小
磯
の
希
望
で
緒
方
が
首
相
の
説
明
補
佐
と
い
う
形
で
特
別
に
参
加
し
た

（
同
右
、
一
三
六
頁
）。

（
５０
）
前
掲『
東
久
邇
宮
日
記

日
本
激
動
期
の
記
録
』
昭
和
二
〇
年
三
月
二
七

日
条

（
５１
）
宮
内
庁『
昭
和
天
皇
実
録
第
九
』（
東
京
書
籍
、
二
〇
一
六
年
）
昭
和
二
〇

年
四
月
四
日
条

（
５２
）
横
山
の
指
摘
に
よ
る
と
、繆
斌
工
作
は
米
国
のO

SS

（O
ffice

ofStrategic
Services;

戦
略
情
報
局
）
が
重
慶
政
府
の
軍
統
局
と
合
作
し
て
設
置
し
た

SA
CO

（Sino-A
m
erican

cooperative
O
rganization

;

中
米
合
作
社
）

を
通
じ
て
、連
合
国
の
戦
略
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。SA

CO

の
長
は
蒋
介
石
側
近
の
軍
統
局
長
戴
笠
が
兼
任
し
て
い
た
（
前
掲
『
繆
斌
工

作
成
ラ
ズ
』
二
七
〜
二
八
頁
）。
当
初
、
繆
斌
工
作
の
期
限
は
三
月
末
日
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
戦
局
の
変
化
の
影
響
な
ど
か
ら
、
期
限
は
延
長
さ
れ
た

が
、
五
月
二
五
日
に
中
止
命
令
が
出
た
（
同
右
、
一
三
七
頁
）。
蒋
君
輝
は

回
想
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
重
慶
側
は
米
国
の
弱
点
を
握
っ
て
い

る
。
米
国
軍
は
原
子
爆
弾
を
投
げ
て
か
ら
考
え
が
違
っ
て
来
た
。
投
げ
る
前

ま
で
は
日
本
に
上
陸
す
る
に
は
少
く
も
百
万
の
人
命
を
失
わ
な
け
れ
ば
な
ら

ん
。
こ
れ
が
一
番
痛
い
。
そ
こ
で
日
本
が
真
に
和
平
た
る
行
動
を
示
し
て
く

れ
た
ら
惨
敗
し
な
い
で
、
平
等
で
な
く
と
も
相
手
を
認
め
る
態
度
で
、
中
国

が
中
に
介
し
て
講
話
を
す
れ
ば
、
米
国
は
百
万
人
を
亡
わ
な
い
で
済
む
。
そ

の
点
を
握
っ
て
蒋
介
石
先
生
は
や
る
自
信
が
あ
っ
た
」。
四
月
一
日
が
沖
縄

本
島
上
陸
作
戦
日
、
五
月
二
五
日
は
本
土
作
戦
司
令
日
で
あ
る
こ
と
は
示
唆
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的
で
あ
ろ
う
。

（
５３
）
重
光
の
対
ソ
認
識
、
対
中
認
識
に
つ
い
て
は
、
小
泉
憲
和
氏
の
研
究
に
詳

し
い
（
小
泉
憲
和
「
重
光
葵
の
対
ソ
連
・
対
中
国
政
策
の
変
遷
」（『
政
治
経

済
史
学
』
四
六
七
号
、
日
本
政
治
経
済
史
学
研
究
所
、
二
〇
〇
五
年
七
月
）

一
〜
二
九
頁
）。

（
５４
）
武
田
知
己
『
重
光
葵
と
戦
後
政
治
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
、
一
一

四
〜
一
一
七
頁
。
前
掲
小
泉
「
重
光
葵
の
対
ソ
連
・
対
中
国
政
策
の
変
遷
」、

一
二
頁

（
５５
）
前
掲『
重
光
葵
と
戦
後
政
治
』
一
四
〇
頁

（
５６
）
前
掲「
重
光
葵
の
対
ソ
連
・
対
中
国
政
策
の
変
遷
」
一
〇
頁

（
５７
）
『
杉
山
メ
モ
下
』（
原
書
房
、
一
九
六
七
年
）
四
八
一
〜
四
八
二
頁
。
こ
の

重
光
の
発
言
は
一
九
四
四
年
九
月
三
〇
日
の
御
前
会
議
に
お
い
て
重
光
が
発

言
し
た
内
容
で
あ
る
。

（
５８
）
伊
藤
隆
・
渡
邊
行
男
編
『
重
光
葵
手
記
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
六

年
）
三
三
〇
頁

（
５９
）
同
右
、
四
一
一
頁

（
６０
）
「
国
家
機
密
第
三
十
二
号
最
高
戦
争
指
導
会
議
〔
記
〕
録
（
昭
和
一
九
、

一
二
、
一
三
）」（
伊
藤
隆
・
武
田
知
己
編
『
重
光
葵
最
高
戦
争
指
導
会
議
記

録
・
手
記
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
６１
）
前
掲
緒
方
竹
虎
伝
記
刊
行
会
編
著
『
緒
方
竹
虎
』
一
三
二
頁

（
６２
）
前
掲「
重
光
葵
の
対
ソ
連
・
対
中
国
政
策
の
変
遷
」
二
一
頁

（
６３
）
前
掲『
人
物
叢
書

新
装
版

緒
方
竹
虎
』
一
二
六
頁

（
６４
）
東
久
邇
は
以
下
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。「
政
治
の
方
は
私
は
経
験
が

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
近
衛
公
爵
お
よ
び
鈴
木
内
閣
の
嘱
託
の
緒
方
の
援
助
を

受
け
て
や
り
た
い
と
木
戸
に
言
い
ま
し
た
と
こ
ろ
が
よ
ろ
し
い
と
い
う
こ
と

で
、
近
衛
公
爵
と
緒
方
嘱
託
の
来
訪
を
求
め
た
わ
け
で
す
。
私
は
陸
海
軍
は

引
き
受
け
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
政
治
の
方
は
知
り
ま
せ
ん
か
ら
、
あ
な
た

（
緒
方
―
筆
者
注
）
と
近
衛
公
爵
に
お
任
せ
し
て
、
人
選
は
全
部
お
二
人
の

人
選
を
そ
の
ま
ま
引
き
受
け
て
決
定
し
ま
し
た
」（
東
久
邇
宮
稔
彦
〈
終
戦

当
時
を
顧
み
て
〉
対
談
・
緒
方
竹
虎

昭
和
二
九
年
（『
肉
声
で
き
く
昭
和

の
証
言
政
治
家
編
四
戦
後
一
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
九
〇
年
））。

（
６５
）
前
掲『
東
久
邇
宮
日
記

日
本
激
動
期
の
記
録
』
昭
和
二
〇
年
八
月
一
八

日
条

（
６６
）
前
掲
緒
方
竹
虎
伝
記
刊
行
会
編
著
『
緒
方
竹
虎
』
一
四
八
頁

（
６７
）
『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
五
年
九
月
四
日
。
賀
川
は
「
総
懺
悔
運
動
と
太
平

洋
諸
国
間
の
親
和
増
進
」、
田
村
は
「
日
華
親
善
」、
児
玉
は
「
新
日
本
建
設

の
た
め
の
青
年
層
の
士
気
鼓
舞
運
動
」、
大
佛
は
「
新
文
明
建
設
」
に
つ
い

て
首
相
を
補
佐
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

（
６８
）
前
掲『
東
久
邇
宮
日
記

日
本
激
動
期
の
記
録
』、
昭
和
二
〇
年
九
月
五
日

条

（
６９
）
前
掲
緒
方
竹
虎
伝
記
刊
行
会
編
著
『
緒
方
竹
虎
』、
一
四
七
頁

（
７０
）
重
光
は
東
久
邇
宮
内
閣
総
辞
職
の
日
の
手
記
に
こ
う
記
し
て
い
る
。「
第

一
首
相
の
宮
は
政
治
を
好
む
単
純
な
る
皇
族
軍
人
に
過
ぎ
な
い
。
多
く
の
利

用
せ
ん
と
す
る
有
名
、
無
名
の
士
を
近
づ
け
、
無
批
判
の
地
位
に
在
っ
て
無

批
判
に
之
を
受
け
入
れ
る
。
最
も
危
険
な
こ
と
で
あ
る
。
…
（
中
略
）
…
首

相
宮
の
周
囲
に
は
鶏
嗚
狗
闘
﹇
盗
﹈
の
士
が
蟻
集
し
て
居
る
。
緒
方
書
記
官

長
は
旧
朝
日
の
部
下
を
率
ゐ
て
総
理
官
房
を
占
拠
し
て
居
り
、
又
此
の
外
に

殿
下
の
直
参
に
は
定
見
な
き
無
経
験
の
謀
略
政
客
が
お
取
り
巻
き
を
な
し
て

居
る
。
是
等
〔
の
〕
人
々
の
意
見
が
不
規
則
に
、
宮
殿
下
の
意
見
と
し
て
無

遠
慮
に
閣
議
に
対
し
て
も
新
聞
記
者
に
対
し
て
も
出
づ
る
の
で
あ
る
」（
伊
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藤
隆
・
渡
邊
行
男
編
『
続
・
重
光
葵
手
記
』
一
九
八
六
年
、
中
央
公
論
社
、

二
六
四
頁
）。

（
７１
）
前
掲『
東
久
邇
宮
日
記

日
本
激
動
期
の
記
録
』
昭
和
二
〇
年
九
月
一
七

日
条

（
７２
）
前
掲『
続
・
重
光
葵
手
記
』、
二
五
九
頁

（
７３
）
前
掲
緒
方
竹
虎
伝
記
刊
行
会
編
著
『
緒
方
竹
虎
』
一
五
八
頁

（
７４
）
前
掲『
東
久
邇
宮
日
記

日
本
激
動
期
の
記
録
』
昭
和
二
〇
年
九
月
一
七

日
条
。
な
お
、
近
衛
に
対
し
て
吉
田
を
推
し
た
人
物
と
し
て
岩
淵
辰
雄
が
い

る
。
彼
は
一
九
四
五
年
八
月
一
八
日
に
近
衛
と
会
見
し
て
、
重
光
で
は
な
く

吉
田
を
外
相
に
据
え
る
よ
う
嘆
願
し
て
い
た
。
重
光
が
外
相
に
就
任
し
た
後

も
、
吉
田
を
外
相
に
据
え
る
機
を
伺
っ
て
い
た
岩
淵
は
、
終
戦
連
絡
事
務
局

問
題
な
ど
で
重
光
の
閣
内
孤
立
が
深
ま
っ
た
と
み
る
や
緒
方
ら
に
吉
田
を
外

相
に
推
し
た
（
住
友
利
男
『
占
領
秘
録
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
六
五
年
、
一

一
八
〜
一
一
九
頁
）。

（
７５
）
前
掲
緒
方
竹
虎
伝
記
刊
行
会
『
緒
方
竹
虎
』一
六
五
頁

（
７６
）
緒
方
は
頭
山
満
と
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
玄
洋
社
・
黒
龍
会
と
関
わ

り
が
あ
っ
た
と
Ｉ
Ｐ
Ｓ
（
国
際
検
察
局
）
か
ら
は
認
識
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

た
め
、
ア
ジ
ア
へ
の
膨
張
主
義
的
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
作
戦
を
立
案
し
、

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
軍
部
や
政
府
と
協
力
し
た
超
国
家
主
義
団
体
の
主

要
な
幹
部
と
認
定
さ
れ
、
戦
犯
指
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
（
粟
屋
憲
太

郎
『
東
京
裁
判
へ
の
道
』
講
談
社
、
二
〇
一
三
年
、
四
〇
七
頁
）。

（
７７
）
前
掲
緒
方
竹
虎
伝
記
刊
行
会
『
緒
方
竹
虎
』一
六
七
〜
一
七
三
頁

（
７８
）
同
右
、
一
九
頁

（
７９
）
同
右
、
一
七
五
頁

（
８０
）
波
多
野
澄
雄
「
重
光
葵
の
外
交
構
想
―
「
地
域
主
義
」
と
「
東
亜
の
解

放
」」（
長
谷
川
雄
一
編
『
ア
ジ
ア
主
義
思
想
と
現
代
』
慶
応
義
塾
大
学
出
版

会
、
二
〇
一
四
年
）
二
一
二
〜
二
一
三
頁

（
８１
）
前
掲『
重
光
葵
と
戦
後
政
治
』、
一
五
六
〜
一
七
五
頁

（
８２
）
前
掲『
続
・
重
光
葵
手
記
』、
三
三
九
頁

（
８３
）
前
掲『
重
光
葵
と
戦
後
政
治
』、
一
七
五
頁

（
８４
）
吉
田
茂
『
回
想
十
年
』
第
一
巻
（
新
潮
社
、
一
九
六
二
年
）
一
三
二
頁

（
８５
）
原
彬
久
『
吉
田
茂
―
尊
王
の
政
治
家
―
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）

二
一
〇
頁

（
８６
）
中
国
を
含
む
、
吉
田
の
対
ア
ジ
ア
認
識
に
関
し
て
は
、
中
西
寛
「
吉
田
茂

の
ア
ジ
ア
観
―
近
代
日
本
外
交
の
ア
ポ
リ
ア
の
構
造
―
」（
日
本
国
際
政
治

学
会
編
『
国
際
政
治
』
第
一
五
一
号
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）
に
詳
し
い
。

（
８７
）
戦
前
期
と
戦
後
期
で
は
ア
ジ
ア
主
義
の
性
格
は
異
な
る
。
戦
前
・
戦
中
期

で
は
英
米
な
ど
に
よ
る
西
欧
的
国
際
秩
序
に
対
す
る
カ
ウ
ン
タ
ー
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
と
い
う
性
格
が
強
か
っ
た
。
つ
ま
り
、「
西
欧
」
を
「
東
洋
」
に
敵
対

す
る
「
他
者
」
と
位
置
づ
け
、「
西
欧
」
に
よ
る
植
民
地
支
配
か
ら
「
東
洋
」、

ア
ジ
ア
を
解
放
す
る
と
い
う
思
想
が
強
か
っ
た
。
し
か
し
、
戦
後
に
な
る
と

日
本
は
「
西
欧
」
的
な
自
由
主
義
陣
営
へ
と
入
る
。
そ
こ
で
反
「
西
欧
」
的

な
攻
撃
的
思
想
抜
け
落
ち
、
日
本
を
盟
主
に
ア
ジ
ア
の
連
帯
を
図
る
と
い
う

連
帯
が
残
る
。
本
稿
で
は
、
戦
前
・
戦
中
期
の
攻
撃
的
な
「
ア
ジ
ア
主
義
」

と
区
別
す
る
た
め
、「
戦
後
ア
ジ
ア
主
義
」
と
い
う
語
を
使
用
す
る
。（
保
城

広
至
『
ア
ジ
ア
地
域
主
義
外
交
の
行
方：

一
九
五
二
〜
一
九
六
六
』
木
鐸
社
、

二
〇
〇
八
年
、
二
六
〜
二
九
頁
）。

（
８８
）
原
彬
久
編『
岸
信
介
証
言
録
』（
毎
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
三
年
）
三
五
七
頁

（
８９
）
同
右
、
五
六
頁

（
９０
）
前
掲
『
回
想
十
年
』
第
一
巻
、
一
三
八
頁
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（
９１
）
上
田
美
和
『
石
橋
湛
山
論
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
）
一
七
〇
頁

（
９２
）
石
橋
の
公
職
追
放
に
は
、
吉
田
が
政
界
に
お
い
て
ラ
イ
バ
ル
と
な
り
う
る

石
橋
を
政
界
か
ら
追
放
し
よ
う
と
画
策
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
決
定

的
な
立
証
は
さ
れ
て
い
な
い
（
前
掲
『
東
京
裁
判
へ
の
道
』
一
一
〇
頁
）。

（
９３
）
姜
克
実『
石
橋
湛
山
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
）
一
七
〇
頁

（
９４
）O

T
,1952.11.11

（BiographicalSketch
of
O
GA
T
A
T
aketora

）。

本
稿
で
は
、「
Ｃ
Ｉ
Ａ
文
書
」
の
「
緒
方
フ
ァ
イ
ル
」
か
ら
の
出
典
註
の
体

裁
は
、
前
掲
『
緒
方
竹
虎
と
Ｃ
Ｉ
Ａ
米
国
公
文
書
が
語
る
保
守
政
治
家
の
実

像
』
や
前
掲
『
大
本
営
参
謀
は
戦
後
何
と
戦
っ
た
の
か
』
を
参
考
に
、《O

T
,

文
書
日
付
（
文
書
タ
イ
ト
ル
）》
と
す
る
。
な
お
、
緒
方
フ
ァ
イ
ル
な
ど
の

「
Ｃ
Ｉ
Ａ
文
書
」
は
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ー
カ
イ
ブ

（https://w
w
w
.CIA

.gov/library/readingroom
/

）
か
ら
検
索
す
る

こ
と
も
出
来
る
（
二
〇
一
八
年
一
二
月
九
日
閲
覧
）。

（
９５
）T

he
A
m
bassadorin

Japan

（A
llison

）to
the
D
epartm

entofState,
T
okyo,D

ecem
ber
11,1954,Foreign

relations
of

the
U

nited
States

（hereafter
FR

U
S

）,1952-1954.C
hina

and
Japan

（in
tw

o
parts

）,Vol-
um
e
X
IV
,Part2,p

1804-1805.

な
お
、
米
国
務
省
の
史
料
は
、U

niver-
sity

of
W
isconsin-M

adison
Libraries

のD
IGIT

A
L
CO
LLECT

IO
N

の
検
索
シ
ス
テ
ム
（http

://digital.library.w
isc.edu/1711.dl/FRU

S
）

を
使
用
し
た
（
二
〇
一
八
年
一
二
月
九
日
閲
覧
）。

（
９６
）O

T
,1955.12.3

【
緒
方
の
事
務
所
、
銀
座
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
会
談
】
な
ど
。

（
９７
）
尚
、
こ
こ
で
い
う
「
第
三
勢
力
（third

force

）」
は
、
単
に
中
国
共
産

党
と
中
国
国
民
党
の
間
に
存
在
す
る
政
治
勢
力
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
ま

た
米
国
務
省
の
史
料
を
み
る
と
、「
第
三
勢
力
（third

force

）」
は
西
側
陣

営
と
東
側
陣
営
の
ど
ち
ら
に
も
属
さ
な
い
勢
力
と
し
て
認
識
さ
れ
て
お
り
、

地
域
は
問
わ
ず
ど
ち
ら
の
陣
営
に
も
属
さ
な
い
政
治
勢
力
は
「
第
三
勢
力
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
基
本
的
に
は
「
Ｃ
Ｉ
Ａ
文
書
」
も
そ
の
認
識
で
書
か
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
９８
）O
T
,1952.3.28

（RecentA
ctivitiesofCH

U
Shin-m

in

）

（
９９
）
緒
方
は
一
九
五
二
年
五
月
六
日
か
ら
六
月
一
〇
日
ま
で
、
香
港
な
ど
を
含

む
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
を
歴
訪
す
る
外
遊
に
出
て
い
る
。
こ
の
レ
ポ
ー
ト
は
緒

方
が
外
遊
の
際
に
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
１００
）O

T
,1952.7.25

（A
ctivitiesofJapanese

M
ission

in
H
ong
K
ong

）

（
１０１
）T

SO
U
P’ing-fan

は
「
鄒
平
凡
」
と
推
測
さ
れ
る
が
史
料
的
根
拠
は
な
い

の
で
、T

SO
U

を
鄒
平
凡
と
同
定
す
る
た
め
に
は
追
加
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

（
１０２
）O

T
,1952.12.27

【
米
国
本
国
へ
の
電
報
】

以
下
全
文
原
史
料
か
ら
の
引
用
。

B.…
JA
P
GO
V
T
w
illcooperate

fully
w
ith
U
.S.in

intell

（
＊
引
用
者

注
―intelligence

）field.O
GA
T
A
w
asapparently

earnestand
firm

on
these

statem
ents.H

e
w
enton

to
suggestthatJA

P
intelligence

m
ight

be
ofparticular

value
in
asiatic

areas
w
herein

there
w
as

naturallinguistic
and
racialaffinity,as

w
ellas

actualpresence
of

Japanese
stillon

those
areas.

…

D
.T
hislatter

pointw
as
strongly

concurred
in
by
A
SCH

A
M
w
ho

w
enton

to
say
thatw

e
look

to
the
Japanese

for
their

know
ledge

ofw
hatisgoing

on
particularly

in
com
m
unistChina.

E.
（
マ

マ

）asked
O
GA
T
A
ifJA

PS
w
ere
m
aintaining

contactw
ith

third
force

groupsforpossible
exploitation.

F.O
GA
T
A
stated

thatsuch
w
as
not
true.H

e
expressed

opinion
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that
there

is
little

or
no
intercourse

w
ith
either

CH
IN
A
T
S
or

CH
ICO
M
S.H
e
felt
tim
e
w
illserve

only
to
dim
inish

third
force

value.It
is
possible

that
O
GA
T
A
w
as
speaking

only
ofoffiCIA

l
and
overt

support
ofthird

force

（as
opposed

CH
IN
A
T
S

）.H
ow
-

ever
he
w
enton

to
suggestthathe

saw
m
ore
potentialin

exploi-
tation

overseas
Chinese

in
Southeast

A
sia
w
ho
feels

have
som
e

accessto
Com

m
unistChina.…

G.A
SCH

A
M
concurred

w
ith
this
latter

point
ofview

but
added

thatthere
m
ightbe

som
ething

to
be
gained

in
intelligence

sense
by
w
orking

w
ith
certain

third
force

groups.
H
.O
GA
T
A
did
notcom

m
ent.

（
１０３
）
緒
方
竹
虎
「
東
南
ア
ジ
ア
の
旅
」（『
グ
リ
ー
ン
エ
ー
ジ
』
一
九
五
二
年
七

月
号
）
一
〇
〜
一
一
頁

（
１０４
）
「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
」
と
い
う
語
は
、「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
と
英

訳
さ
れ
る
、
た
だ
集
め
て
き
た
生
情
報
や
デ
ー
タ
と
い
う
意
味
で
の
「
情

報
」
と
は
違
い
、「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
を
分
析
・
加
工
し
た
と
い
う

意
味
で
の
「
情
報
」
で
あ
る
。
吉
田
や
緒
方
が
構
想
し
た
新
情
報
機
関
は
後

者
の
意
味
に
お
け
る
「
情
報
」
機
関
で
あ
る
の
で
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
機

関
と
称
す
る
こ
と
に
す
る
。
詳
し
く
は
小
谷
賢
の
定
義
を
参
照
（
小
谷
賢

『
日
本
軍
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
な
ぜ
情
報
が
活
か
さ
れ
な
い
の
か
』
講
談

社
、
二
〇
〇
七
年
、
六
〜
九
頁
）。

（
１０５
）
前
掲
「
吉
田
茂
の
ア
ジ
ア
観
―
近
代
日
本
外
交
の
ア
ポ
リ
ア
の
構
造
―
」、

二
九
頁

（
１０６
）
前
掲
『
回
想
十
年
』
第
一
巻
、
三
〇
七
頁

（
１０７
）
「
第
五
列
」
は
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
用
語
で
、「
敵
の
中
に
紛
れ
込
み
、
敵

内
部
で
諜
報
や
攪
乱
を
行
う
人
・
部
隊
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

（
１０８
）T

he
A
m
bassador

in
Japan

（M
urphy

）to
the
D
epartm

ent
of

State,M
ay
23,1952,FR

U
S
,1952-1954.C

hina
and

Japan

（in
tw

o

parts

）,V
olum

e
X
IV
,Part2,p

1262-1263

（
１０９
）
井
上
正
也
「
吉
田
茂
の
中
国
「
逆
浸
透
」
政
策
」（
日
本
国
際
政
治
学
会

編
『
国
際
政
治
』
第
一
五
一
号
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）
三
九
頁

（
１１０
）
前
掲
『
緒
方
竹
虎
と
Ｃ
Ｉ
Ａ

米
国
公
文
書
が
語
る
保
守
政
治
家
の
実

像
』
一
五
三
頁

（
１１１
）
『
朝
日
新
聞
』一
九
五
二
年
一
一
月
二
七
日
朝
刊

（
１１２
）
前
掲「
吉
田
茂
の
中
国
「
逆
浸
透
」
政
策
」、
四
一
〜
四
二
頁

（
１１３
）
前
掲『
緒
方
竹
虎
―
情
報
組
織
の
主
宰
者
―
』、
一
四
七
頁

（
１１４
）
前
掲「
吉
田
茂
の
中
国
「
逆
浸
透
」
政
策
」

（
１１５
）O

T
,1953.3.19

（Repatriation
Program

from
China

）

（
１１６
）O

T
,
1953.5.8

（Requesting
A
id
and

A
ssistance

in
M
onetary

Loan

）

（
１１７
）O

T
,1954.1.7

（
無
題
）

（
１１８
）
ソ
連
か
ら
の
引
揚
者
（
戦
時
期
の
特
務
機
関
に
属
し
て
い
た
者
を
含
む
）

か
ら
の
情
報
で
、
ど
の
都
市
に
ど
の
よ
う
な
施
設
（
例
え
ば
発
電
所
な
ど
）

が
建
設
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
な
ど
が
外
務
省
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

日
米
双
方
（
特
に
米
）
に
と
っ
て
重
要
な
情
報
を
引
揚
者
が
持
っ
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
（「
ソ
連
地
区
邦
人
引
揚
関
係
（
中
共
地
区
を
含
む
）」
外
務
省

外
交
史
料
館
所
蔵
資
料K

,

―

〇
〇
六
三
）。

（
１１９
）O

T
,1954.11.26

（V
iew
s
of
O
GA
T
A
T
aketora

on
Japan’s

Eco-
nom
ic
Situation

）

（
１２０
）
一
九
四
七
年
に
上
海
で
設
立
さ
れ
た
。
正
式
名
称
はthe

Econom
ic
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Com
m
ission

forA
sia
and
the
Far
East

。
ア
ジ
ア
圏
に
お
け
る
戦
後
の

経
済
再
建
を
援
助
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
。
一
九
七
四
年
にESCA

P

（T
he

U
nited

N
ationsEconom

ic
and
SocialCom

m
ission

forA
sia
and
the

Pacific
）
と
改
称
し
て
い
る
。（”A

bout
ESCA

P|U
nited

N
ations

ES-
CA
P”http

://w
w
w
.unescap.org/about

（accessed
1
st.Jan.2018

）

（
１２１
）O

T
,1953.10.31

（O
rganization

Prom
oting

Japanese-Southeast
A
sian

Relations
）

（
１２２
）
前
掲
「
大
東
亜
鳥
瞰
記
」
九
頁

（
１２３
）
「
保
守
結
集
と
政
局
の
動
向

緒
方
竹
虎
」（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料

室
所
蔵
「
緒
方
竹
虎
伝
記
編
纂
資
料
」）

（
１２４
）
「
わ
た
く
し
は
か
く
思
う
」（『「
五
反
田
通
信
第
二
号
』
昭
和
二
七
年
六
月

五
日
（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
緒
方
竹
虎
伝
記
編
纂
資

料
」））。
こ
の
文
章
は
「
東
南
ア
ジ
ア
に
望
む
」
と
い
う
市
民
か
ら
の
投
書

に
対
し
て
緒
方
が
返
答
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
１２５
）
「
ア
ジ
ア
は
ア
ジ
ア
人
が
」「
ア
ジ
ア
問
題
講
演
会
」
で
語
る
（『
五
反
田

通
信
』
昭
和
二
八
年
一
〇
月
一
五
日
（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵

「
緒
方
竹
虎
伝
記
編
纂
資
料
」））

（
１２６
）
「
ラ
ジ
オ
九
州
放
送

横
か
ら
見
た
人
物
伝

緒
方
さ
ん
の
巻
〈
第
六
回

宮
崎
龍
介
氏
と
の
対
談
〉
昭
和
三
〇
年
九
月
三
日
放
送
」（
国
立
国
会
図

書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
緒
方
竹
虎
伝
記
編
纂
資
料
」）

（
１２７
）
前
掲
「
保
守
結
集
と
政
局
の
動
向

緒
方
竹
虎
」

（
１２８
）
緒
方
の
選
挙
戦
に
関
し
て
は
、
前
掲
『
緒
方
竹
虎
―
情
報
組
織
の
主
宰

者
―
』
一
九
二
〜
二
〇
四
頁
に
詳
し
い
。

（
１２９
）
原
彬
久『
岸
信
介
―
権
勢
の
政
治
家
―
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
）
一

五
一
頁

（
１３０
）
樋
渡
由
美
『
戦
後
政
治
と
日
米
関
係
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
〇

年
）
六
一
〜
六
二
頁

（
１３１
）
同
右
、
七
〇
〜
七
一
頁

（
１３２
）
同
右
、
七
三
頁

（
１３３
）
前
掲『
一
九
五
五
年
体
制
の
成
立
』一
七
〜
二
一
頁

（
１３４
）
前
掲『
戦
後
政
治
と
日
米
関
係
』
七
四
頁

（
１３５
）
「
第
十
六
回
国
会

衆
議
院
会
議
録
第
三
十
一
号

昭
和
二
十
八
年
七
月

二
十
九
日
」
一
〜
二
頁
、「
第
十
六
回
国
会

参
議
院
会
議
録
第
二
十
九
号

昭
和
二
十
八
年
七
月
三
十
日
」
六
七
頁
。
な
お
、
本
稿
で
は
国
立
国
会
図

書
館
の
「
国
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
」
を
参
照
し
た
。

（
１３６
）
前
掲『
一
九
五
五
年
体
制
の
成
立
』
五
三
頁

（
１３７
）
同
右
、
八
三
〜
八
四
頁

（
１３８
）
『
毎
日
新
聞
』一
九
五
四
年
八
月
一
〇
日
夕
刊

（
１３９
）
前
掲『
一
九
五
五
年
体
制
の
成
立
』
一
五
六
頁

（
１４０
）Eisenhow

er’s
“D
om
ino”

Speech

（4.July.1954

）（
細
谷
千
博
他
編

『
日
米
関
係
資
料
集
一
九
四
五
―

九
七
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九

年
）三
〇
五
〜
三
〇
六
頁
。こ
の
史
料
の
出
典
はPublic

Papersofthe
Presi-

dents;
D

w
ightD

.E
isenhow

er,1954,pp
382-383

）

（
１４１
）
前
掲『
一
九
五
五
年
体
制
の
成
立
』
一
三
九
〜
一
四
二
頁

（
１４２
）A

D
RESS

BY
PRIM

E
M
IN
IST
ER

Y
O
SH
ID
A
N
A
T
IO
N
A
L

PRESS
CLU

B,N
O
V
EM
BER

8,1954,W
A
SH
IN
GT
O
N
,D
.C.

（
外
務

省
外
交
史
料
館
所
蔵
『
吉
田
総
理
欧
米
訪
問
関
係
一
件
』
リ
ー
ル
A’
〇
一

三
六
）

（
１４３
）
前
掲
「
吉
田
茂
の
中
国
「
逆
浸
透
」
政
策
」
五
〇
頁

（
１４４
）
自
由
党
政
調
事
務
局
編
『
自
由
党
の
政
策：

一
問
一
答
』
一
九
五
五
年
一
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月
、
三
一
〜
四
一
頁

（
１４５
）
『
中
央
公
論
』
一
九
五
四
年
一
一
月
号
、
一
七
二
〜
一
七
五
頁

（
１４６
）
『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
四
年
一
一
月
二
四
日
夕
刊

（
１４７
）
「
日
本
民
主
党

立
党
宣
言
・
綱
領
・
政
策
大
綱
・
党
則
」（
国
立
国
会
図

書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
『
芦
田
均
関
係
文
書
』
三
九
八
）

（
１４８
）
前
掲
『
一
九
五
五
年
体
制
の
成
立
』
一
七
四
〜
一
八
八
頁

（
１４９
）
前
掲
『
重
光
葵
と
戦
後
政
治
』
二
六
八
頁

（
１５０
）
同
右
、
二
八
四
頁

（
１５１
）
重
光
葵
「
平
和
攻
勢
と
日
本
の
立
場
」（『
経
済
時
代
』
一
九
五
六
年
五
月

号
）
二
四
〜
二
七
頁

（
１５２
）
重
光
葵
「
矛
盾
し
な
い
中
・
ソ
と
の
外
交
調
整
」（『
経
済
往
来
』
一
九
五

五
年
二
月
号
）
三
四
〜
三
五
頁

（
１５３
）M

EM
O
RA
N
D
U
M
O
F
CO
N
V
ERSA

T
IO
N
,N
ovem

ber
26,1954

（794.00/12-754,From
A
m
erican

Em
bassy,M

icrofilm

に
添
付
さ
れ

て
い
た
も
の
）。
尚
、
原
史
料
の
確
認
が
取
れ
な
い
た
め
、
前
掲
書
『
戦
後

政
治
と
日
米
関
係
』
一
一
五
〜
一
一
六
頁
か
ら
再
引
用
し
た
。

（
１５４
）M

em
orandum

ofa
Conversation,D

epartm
ent
ofState,W

ash-
ington,A

ugust31,1955,10
a.m
.,FR

U
S
,1955-1957

.Japan,Volum
e

X
X

III,Part1,p
104110

（
１５５
）
岸
信
介
「
日
本
は
共
産
主
義
国
に
は
決
し
て
な
ら
な
い
」（『
世
界
週
報
』

一
九
五
七
年
九
月
号
）
三
六
〜
三
七
頁
。
こ
の
論
考
は
岸
が
『
ア
メ
リ
カ

ン
・
ウ
ィ
ー
ウ
リ
―
』
一
九
五
七
年
八
月
二
五
日
号
へ
寄
稿
し
た
文
を
日
本

語
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
主
に
米
国
向
け
に
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
日
本
が

中
立
主
義
や
共
産
主
義
化
す
る
は
ず
は
な
い
と
い
う
筆
致
が
底
流
し
て
い
る
。

（
１５６
）
前
掲『
岸
信
介
証
言
録
』
一
三
二
頁

（
１５７
）
前
掲『
岸
信
介
証
言
録
』
九
一
頁
、
岸
信
介
『
岸
信
介
回
想
録
―
保
守
合

同
と
安
保
改
定
―
』（
廣
済
堂
出
版
、
一
九
八
三
年
）
二
二
九
頁

（
１５８
）
前
掲『
一
九
五
五
年
体
制
の
成
立
』一
九
八
頁

（
１５９
）
前
掲『
緒
方
竹
虎
―
情
報
組
織
の
主
宰
者
―
』、
前
掲
栗
田
『
緒
方
竹
虎
』、

『
緒
方
竹
虎
と
Ｃ
Ｉ
Ａ

ア
メ
リ
カ
公
文
書
が
語
る
保
守
政
治
家
の
実
像
』

な
ど
。

（
１６０
）
前
掲『
一
九
五
五
年
体
制
の
成
立
』一
二
一
頁

（
１６１
）
同
右
、
一
三
三
頁

（
１６２
）
『
朝
日
新
聞
』一
九
五
四
年
三
月
二
九
日
朝
刊

（
１６３
）
前
掲
『
緒
方
竹
虎
―
情
報
組
織
の
主
宰
者
―
』
二
四
一
〜
二
四
二
頁

（
１６４
）
同
右
、
二
六
四
〜
二
五
〇
頁

（
１６５
）
同
右
、
二
五
二
〜
二
六
三
頁

（
１６６
）
同
右
、
二
六
九
〜
二
七
三
頁

（
１６７
）
前
掲『
一
九
五
五
年
体
制
の
成
立
』
二
四
七
頁

（
１６８
）
前
掲『
緒
方
竹
虎
―
情
報
組
織
の
主
宰
者
―
』
二
七
五
頁

（
１６９
）
四
名
の
代
行
委
員
は
、
鳩
山
一
郎
、
緒
方
竹
虎
、
三
木
武
吉
、
大
野
伴
睦

で
あ
っ
た
。

（
１７０
）
前
掲
『
一
九
五
五
年
体
制
の
成
立
』
二
五
〇
頁

（
１７１
）
前
掲
『
岸
信
介
回
顧
録
―
保
守
合
同
と
安
保
改
定
―
』
二
二
〇
頁

（
１７２
）
「
第
二
三
回
国
会

参
議
院
会
議
録
第
三
号

昭
和
三
〇
年
一
二
月
三

日
」
五
頁

（
１７３
）
前
掲『
緒
方
竹
虎
―
情
報
組
織
の
主
宰
者
―
』
二
七
九
頁

（
１７４
）
細
川
隆
元『
隆
元
の
わ
が
宰
相
論
―
戦
後
歴
代
総
理
の
政
治
を
語
る
―
』

（
山
手
書
房
、
一
九
七
八
年
）
二
二
一
〜
二
二
二
頁

（
１７５
）
前
掲『
緒
方
竹
虎
―
情
報
組
織
の
主
宰
者
―
』
二
八
〇
頁
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（
１７６
）
前
掲
栗
田
『
緒
方
竹
虎
』
二
一
五
〜
二
一
六
頁

（
１７７
）
前
掲『
岸
信
介
回
顧
録
―
保
守
合
同
と
安
保
改
定
―
』
二
三
〇
頁

（
１７８
）
『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
六
年
四
月
六
日
朝
刊

（
１７９
）
総
裁
選
の
結
果
は
、
総
投
票
数
四
八
九
票
の
う
ち
鳩
山
は
三
九
四
票
を
獲

得
。
無
効
票
が
七
六
票
、
少
数
記
名
が
一
九
票
で
あ
っ
た
（『
朝
日
新
聞
』

一
九
五
六
年
四
月
六
日
夕
刊
）。
こ
の
結
果
を
受
け
て
佐
藤
栄
作
は
日
記
に

「
党
運
営
の
困
難
さ
が
容
易
に
想
像
で
き
る
」
と
書
き
残
し
て
お
り
、
鳩
山

が
総
裁
に
選
出
さ
れ
て
も
政
権
基
盤
は
強
く
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
伊

藤
隆
監
修
『
佐
藤
栄
作
日
記
』
第
一
巻
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
八
年
、
昭

和
三
一
年
四
月
五
日
条
）。

（
１８０
）
前
掲『
戦
後
政
治
と
日
米
関
係
』
一
二
八
〜
一
二
九
頁

（
１８１
）
『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
六
年
八
月
一
一
日
朝
刊

（
１８２
）
『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
六
年
一
二
月
一
四
日
夕
刊
、
前
掲
『
岸
信
介
回
顧

録
―
保
守
合
同
と
安
保
改
定
―
』
二
七
二
〜
二
七
四
頁

（
１８３
）
浅
川
保
『
偉
大
な
言
論
人
石
橋
湛
山
』（
山
梨
日
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
八

年
）
一
二
三
頁

（
１８４
）
前
掲『
岸
信
介
回
顧
録
―
保
守
合
同
と
安
保
改
定
―
』
二
二
九
頁

（
１８５
）
前
掲『
岸
信
介
証
言
録
』
九
〇
頁

（
１８６
）
前
掲『
戦
後
政
治
と
日
米
関
係
』
一
五
一
頁

（
１８７
）
前
掲「
日
本
は
共
産
主
義
国
に
は
決
し
て
な
ら
な
い
」
三
六
〜
三
七
頁

（
１８８
）
「
第
二
十
六
回
参
議
院
会
議
録
第
三
号

昭
和
三
十
二
年
二
月
四
日
」
九

〜
一
一
頁

（
１８９
）
前
掲『
人
物
叢
書

新
装
版

緒
方
竹
虎
』
一
五
六
〜
一
五
七
頁

（
１９０
）
前
掲『
暗
黒
日
記
』
昭
和
二
〇
年
一
月
十
八
日
条

（
１９１
）
前
掲『
石
橋
湛
山
』
一
四
二
頁

（
１９２
）
増
田
弘
『
石
橋
湛
山
―
思
想
は
人
間
活
動
の
根
本
・
動
力
な
り
―
』（
ミ

ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
七
年
）
一
九
八
〜
二
〇
三
頁
、
二
二
九
頁

（
１９３
）
前
掲
『
秘
密
の
フ
ァ
イ
ル
』
一
三
一
〜
一
三
二
頁

（
１９４
）
「
Ｃ
Ｉ
Ａ
緒
方
竹
虎
を
通
じ
政
治
工
作
五
〇
年
代
・
米
公
文
書
分
析
」

（『
毎
日
新
聞
』
二
〇
〇
九
年
七
月
二
六
日
）。

（
１９５
）T

he
A
cting

Secretary
ofState

to
the
Em
bassy

in
Japan,W

ash-
ington,O

ctober
12,1954,FR

U
S
,1952-1954.C

hina
and

Japan

（in
tw

o
parts

）、Volum
e

X
IV,Part2,

p
1744

（
１９６
）
権
容
奭
『
岸
政
権
の
「
ア
ジ
ア
外
交
」
―
「
対
米
自
主
」
と
「
ア
ジ
ア
主

義
」
の
逆
説
―
』（
国
際
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）
四
一
頁
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